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京
都
女
子
大
学
図
書
館
所
蔵
の
貴
重
書
に
、「
地
獄
変
絵
巻
」
と
い
う
巻
子
本
一
軸
が
あ
る
（
請
求
記
号911.16

／Y
91 

資
料ID

：196001519

）。

芥
川
龍
之
介
の
王
朝
物
、『
古
今
著
聞
集
』『
宇
治
拾
遺
物
語
』
な
ど
に
取
材
し
た
「
地
獄
変
」（『
大
阪
毎
日
新
聞
』
夕
刊
、
大
正
七
年
五
月
一
日
～

二
十
一
日
、『
東
京
日
日
新
聞
』
大
正
七
年
五
月
二
日
～
二
十
二
日
、
初
出
）
を
題
材
に
、
日
本
画
家
吉
村
忠
夫
（
明
治
三
十
一
～
昭
和
二
十
七
〔
一
八
九
八

～
一
九
五
二
〕
年
）
が
小
説
の
内
容
を
全
八
葉
の
絵
に
描
き
、
吉
井
勇
（
明
治
十
九
～
昭
和
三
十
五
〔
一
八
八
六
～
一
九
六
〇
〕
年
）
が
登
場
人
物
や

物
語
内
容
に
つ
い
て
の
感
慨
や
解
釈
を
詠
ん
だ
和
歌
八
首
を
付
け
た
こ
の
絵
巻
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
稿
者
が
本
学
発
行
の
書
籍
類
に
資

料
紹
介
を
執
筆
し
て
き
た（

（
（

。
但
し
こ
れ
ら
は
、
絵
巻
の
書
誌
的
事
項
と
内
容
と
を
ご
く
簡
潔
に
紹
介
す
る
の
み
で
あ
っ
た
た
め
、
現
在
、
杲

由
美
氏
（
本
学
国
文
学
科
・
大
学
院
国
文
学
専
攻
非
常
勤
講
師
）
と
の
共
同
研
究
で
、
原
作
で
あ
る
芥
川
龍
之
介
の
小
説
「
地
獄
変
」
と
の
比
較
、

吉
村
と
吉
井
と
の
接
点
及
び
絵
巻
作
成
の
経
緯
、
推
定
さ
れ
る
作
成
時
期
等
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
成
果
は
別
途
公
表
予
定

で
あ
る（

（
（

。
今
回
は
そ
の
前
段
階
と
し
て
、
本
絵
巻
に
先
行
す
る
と
見
ら
れ
る
一
資
料
、
京
都
府
立
京
都
学
・
歴
彩
館
が
所
蔵
す
る
吉
井
勇
資

料
「
地
獄
変
」（
資
料
管
理
番
号
：
文
学004

、
文
書
番
号
：2190

）
を
、
翻
刻
し
、
一
覧
に
供
す
る
。
本
資
料
は
、
吉
井
に
よ
っ
て
舞
台
化
さ
れ

た
「
地
獄
変
」
の
台
本
で
あ
る
。

吉
井
勇
脚
色
、「
地
獄
変
」
台
本
翻
刻

─
芥
川
龍
之
介
「
地
獄
変
」
の
舞
台
化

─
峯

村

至

津

子
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吉
井
勇
が
脚
色
し
た
舞
台
「
地
獄
変
」
は
、
昭
和
十
年
十
月
に
築
地
東
京
劇
場
で
上
演
さ
れ
た
。『
読
売
新
聞
』
昭
和
十
年
九
月
二
十
六

日
朝
刊
十
一
面
に
は
東
京
劇
場
の
十
月
興
業
前
売
り
開
始
の
広
告
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
十
月
一
日
開
場
の
一
番
目
の
演
目
と
し
て
「
地
獄

変 

二
幕
」「
芥
川
龍
之
介
原
作 

吉
井
勇
脚
色
並
演
出 

小
村
雪
岱
装
置
」
と
あ
り
、「
逝
け
る
文
壇
巨
匠
の
代
表
的
逸
品
、
問
題
と
な
れ
る
劇

化
こ
ゝ
に
完
成
し
て
悽
惨
な
る
場
面
、
名
工
の
法
悦
等
ま
ざ
〳
〵
と
舞
台
に
躍
動
」
と
い
っ
た
煽
り
文
句
が
付
さ
れ
て
い
る
。
歴
彩
館
所
蔵

の
資
料
は
、
起
稿
・
脱
稿
な
ど
の
年
月
日
の
記
載
は
な
い
が
、
こ
の
舞
台
化
の
た
め
の
台
本
と
見
ら
れ
、
四
百
字
詰
め
原
稿
用
紙
六
十
七
枚

に
万
年
筆
で
書
か
れ
た
吉
井
勇
の
自
筆
資
料
で
あ
る
（
一
括
し
て
京
都
府
立
総
合
資
料
館
の
住
所
・
電
話
番
号
等
が
記
載
さ
れ
た
茶
封
筒
に
収
め
ら
れ
た
状

態
で
保
管
さ
れ
て
い
る
）。
舞
台
「
地
獄
変
」
の
台
本
に
つ
い
て
は
、『
吉
井
勇
全
集
』
全
八
巻
（
昭
和
三
十
八
～
三
十
九
年 

番
町
書
房
）、
そ
の
復
刻

で
あ
る
『
定
本 

吉
井
勇
全
集
』
全
九
巻
（
昭
和
五
十
二
～
五
十
四
年 

番
町
書
房
）
に
収
録
さ
れ
て
お
ら
ず
、そ
の
全
貌
を
知
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
。
今
回
閲
覧
し
た
資
料
は
、
削
除
や
加
筆
等
修
正
の
跡
が
甚
だ
し
い
紙
も
多
く
、
こ
れ
が
初
稿
と
見
ら
れ
る
た
め
、
こ
れ
を
更
に
改
稿
し

た
も
の
が
存
在
し
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
し
か
し
、
台
本
に
は
吉
井
自
筆
の
鉛
筆
書
き
で
割
付
の
指
示
が
な
さ
れ
て
い
る
箇
所
も
あ

り
、
こ
の
台
本
を
印
刷
し
た
も
の
が
出
演
者
等
舞
台
関
係
者
一
同
に
配
布
さ
れ
た
こ
と
も
十
分
考
え
ら
れ
る
。『
演
芸
画
報
』
第
二
十
九
年

第
十
一
号
（
昭
和
一
〇
・
一
一
・
一　

演
芸
画
報
社
）
に
は
、
深
井
紫
に
よ
る
舞
台
「
地
獄
変
」
の
概
要
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
と
本
台

本
の
内
容
が
一
致
し
て
い
る
こ
と
も
、
そ
の
証
左
と
な
り
得
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
台
本
の
存
在
に
よ
っ
て
、
舞
台
地
獄
変
の
全
貌
が
明
ら
か

に
な
り
、
芥
川
の
原
作
に
吉
井
が
ど
の
よ
う
な
脚
色
を
施
し
ど
こ
に
力
点
を
置
こ
う
と
し
た
の
か
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
簡

単
に
紹
介
す
る
と
、
横
川
の
僧
都
と
良
秀
と
が
闘
わ
す
か
な
り
長
尺
の
地
獄
問
答
（
ノ
ン
ブ
ル
18
～
20
ノ
2
）
や
、
病
床
に
臥
す
堀
川
の
大
殿

の
許
に
完
成
し
た
地
獄
変
の
屏
風
を
携
え
て
伺
候
す
る
良
秀
と
、
横
川
の
僧
都
・
大
殿
と
の
三
者
会
談
及
び
そ
の
末
に
袂
を
分
か
つ
最
終
場

面
（
ノ
ン
ブ
ル
59
～
65
）
な
ど
、
原
作
に
大
き
く
脚
色
が
施
さ
れ
た
場
面
が
存
在
し
、
仏
道
の
法
力
を
も
屈
服
さ
せ
る
芸
の
力
が
わ
か
り
や
す

く
際
立
つ
よ
う
に
作
品
化
さ
れ
て
い
る
。
本
学
所
蔵
の
『
地
獄
変
絵
巻
』
の
関
連
資
料
と
い
う
に
留
ま
ら
ず
、
芥
川
作
品
の
受
容
と
い
う
観
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点
か
ら
も
、
参
照
す
べ
き
資
料
の
一
つ
で
あ
る
と
見
ら
れ
る
。

　
『
演
芸
画
報
』
の
同
じ
号
に
は
、
雪
岱
に
よ
る
舞
台
装
置
が
見
て
取
れ
る
写
真
や
森
茉
莉
の
劇
評
、
主
人
公
の
絵
師
良
秀
を
演
じ
た
市
川

左
団
次
、
堀
川
の
大
殿
を
演
じ
た
澤
村
訥
子
ら
が
執
筆
し
た
記
事
な
ど
も
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
こ
ち
ら
を
含
め
、
当
時
の
新
聞
・
演
劇
雑
誌

所
載
の
劇
評
や
「
地
獄
変
」
舞
台
化
に
当
た
っ
て
の
吉
井
勇
自
身
の
雑
感
等
、
舞
台
「
地
獄
変
」
に
関
わ
る
資
料
に
つ
い
て
は
、
杲
氏
と
の

共
同
研
究
に
於
い
て
調
査
中
で
あ
り
、
そ
の
詳
細
は
別
稿
に
譲
り
た
い
。
芥
川
の
原
作
、
舞
台
「
地
獄
変
」、
注（
2
）に
記
し
た
「
名
作
絵

物
語
」、
そ
し
て
『
地
獄
変
絵
巻
』、
こ
れ
ら
の
内
容
を
比
較
す
る
こ
と
で
、
そ
の
成
立
の
経
緯
も
あ
る
程
度
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る

と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
芥
川
の
小
説
の
享
受
の
一
端
を
窺
う
こ
と
に
も
な
り
、
同
時
に
、
木
村
荘
八
の
『
た
け
く
ら
べ
絵
巻
』（
大
正
十
五

～
昭
和
二
〔
一
九
二
六
～
一
九
二
七
〕
年
）
な
ど
大
正
時
代
か
ら
し
ば
し
ば
行
わ
れ
て
い
た
近
代
の
小
説
を
絵
巻
に
作
る
と
い
う
文
壇
の
潮
流
と

の
関
わ
り
な
ど
を
検
討
す
る
材
料
に
も
な
り
得
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
研
究
の
前
段
階
と
し
て
、
今
回
舞
台
「
地
獄

変
」
台
本
の
翻
刻
を
示
す
こ
と
に
、
基
礎
作
業
と
し
て
の
意
義
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

【
翻
刻
凡
例
】

・
原
資
料
は
Ｂ
4
版
四
百
字
詰
め
原
稿
用
紙
、
縦
書
き
。
万
年
筆
で
書
か
れ
て
い
る
。

・�

用
紙
右
上
に
算
用
数
字
で
ノ
ン
ブ
ル
が
付
さ
れ
、
下
線
が
引
か
れ
て
い
る
。
途
中
か
ら
、
ノ
ン
ブ
ル
と
実
際
の
枚
数
と
に
齟
齬
が
生
じ
て

い
る
が
、
ノ
ン
ブ
ル
は
原
資
料
に
記
載
の
通
り
と
し
、
注
記
で
、
実
際
の
枚
数
を
【　

】
内
に
補
っ
て
示
し
た
。

・
稿
者
に
よ
る
注
記
は
、〔　

〕
に
入
れ
て
示
し
た
。

・�

原
稿
に
は
多
く
の
加
筆
修
正
が
施
さ
れ
て
い
る
。
読
み
や
す
さ
よ
り
も
そ
の
執
筆
の
試
行
錯
誤
の
跡
を
可
能
な
限
り
見
て
取
り
や
す
く
示

す
こ
と
に
留
意
し
た
。
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・�
加
筆
は
、
前
後
の
行
間
や
、
前
後
の
行
の
文
字
の
入
っ
て
い
な
い
部
分
に
書
き
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
が
、
原
稿
用
紙
の
上
下
左
右

の
欄
外
に
複
数
行
に
亘
る
書
き
込
み
が
な
さ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
加
筆
部
分
は
お
お
よ
そ
原
稿
と
同
じ
位
置
に
配
置
し
た
が
、
改
行

や
行
の
移
り
に
つ
い
て
は
原
稿
そ
の
ま
ま
の
形
を
反
映
で
き
て
い
な
い
。
付
記
す
べ
き
事
項
が
あ
る
場
合
は
〔　

〕
内
に
注
記
し
た
。

・
行
間
に
書
き
込
み
が
あ
る
場
合
は
、
行
を
余
分
に
設
け
、
行
間
で
あ
る
こ
と
を
〔　

〕
内
に
注
記
し
た
。

・�

行
間
及
び
欄
外
の
書
き
込
み
は
、
文
字
を

で
括
り
、
原
資
料
で
は
吹
き
出
し
で
指
示
さ
れ
て
い
る
挿
入
箇
所
と
加
筆
部
分
の
双
方

に
「
＊１

」
と
い
う
よ
う
に
ア
ス
タ
リ
ス
ク
と
数
字
を
付
し
、
そ
れ
ら
を
照
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
修
正
加
筆
の
跡
を
把
握
で
き
る
よ
う
に

し
た
。
＊
の
後
の
数
字
は
、
原
稿
用
紙
毎
に
新
た
に
1
か
ら
振
り
直
す
よ
う
に
し
た
。
な
お
便
宜
上
、
一
部
ア
ル
フ
ア
ベ
ツ
ト
小
文
字
を

使
用
し
た
所
が
あ
る
。

・
句
読
点
の
加
筆
に
つ
い
て
は
、
煩
雑
を
避
け
る
た
め
、
挿
入
の
指
示
が
あ
る
箇
所
に

で
囲
ん
で
入
れ
込
ん
だ
。

・
翻
刻
中
の
●
は
、
一
旦
書
か
れ
た
文
字
が
塗
り
つ
ぶ
さ
れ
て
判
読
で
き
な
い
箇
所
を
意
味
す
る
。

・
削
除
さ
れ
た
箇
所
の
文
字
が
判
読
で
き
る
場
合
は
、
消
さ
れ
て
い
る
文
字
も
翻
刻
し
、
そ
の
上
に　
　

を
付
し
て
見
せ
消
ち
と
し
た
。

・
原
稿
用
紙
の
空
白
の
マ
ス
は
、
□
で
示
し
た
。

・�

原
稿
用
紙
の
マ
ス
目
を
無
視
し
て
、
例
え
ば
二
マ
ス
に
一
字
、
四
マ
ス
に
三
字
、
な
ど
と
い
う
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
箇
所
が
随
所
に
あ

る
。
ま
た
、
原
資
料
で
は
ト
書
き
が
パ
ー
レ
ン
（　

）
で
括
ら
れ
示
さ
れ
て
い
る
が
、
括
弧
に
原
稿
用
紙
一
マ
ス
分
を
使
用
せ
ず
、
前
後

の
文
字
と
同
じ
マ
ス
に
記
さ
れ
て
い
る
箇
所
が
多
い
。
句
読
点
に
つ
い
て
も
同
様
に
、
一
マ
ス
分
を
使
用
せ
ず
、
前
の
文
字
と
同
一
の
マ

ス
に
入
れ
ら
れ
、
そ
の
後
が
一
マ
ス
分
空
白
に
な
つ
て
い
る
箇
所
が
あ
る
。
こ
う
し
た
内
容
に
関
わ
ら
な
い
原
稿
用
紙
の
使
用
法
に
つ
い

て
は
、
厳
密
に
反
映
は
で
き
て
い
な
い
。
翻
刻
の
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
が
揃
つ
て
い
な
い
箇
所
が
あ
る
の
は
そ
の
た
め
で
あ
る
。
こ
う
し
た
箇

所
に
つ
い
て
、
一
々
の
注
記
は
省
略
し
た
。
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・�
同
じ
漢
字
に
つ
い
て
、
旧
字
体
と
現
行
の
新
字
体
に
当
た
る
文
字
が
両
様
使
わ
れ
て
い
る
な
ど
、
字
体
の
不
統
一
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、

全
般
濁
点
の
有
無
に
も
不
統
一
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
原
稿
の
マ
マ
と
し
た
。

・�

平
仮
名
の
「
か
」
に
つ
い
て
の
み
、「
可
」
を
崩
し
た
変
体
仮
名
が
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。
当
該
箇
所
に
つ
い
て
は
、
翻
字
の
文
字
に

傍
線
を
付
し
た
。

・
原
資
料
に
鉛
筆
書
き
で
書
き
込
ま
れ
て
い
る
割
付
指
示
は
ゴ
シ
ッ
ク
体
で
記
し
、
そ
の
旨
注
記
し
た
。

【
翻
刻
】

1
│	

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□	

〔
一
行
目
空
き
行
。〕　

	

□
□
□
□
□
地
□
獄
□
變
□
□
□
二　
幕
□

	

□
□
□
□
□
□
□
□
─　

芥
川
龍
之
介
原
作
─
□	

〔
三
・
四
行
目
の
行
間
に
位
置
。
二
行
取
り
。〕

	

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
吉
□
井
□
勇
□	

〔
五
・
六
行
目
の
行
間
に
位
置
。
二
行
取
り
。〕

	

□
□
□
□
□
人
□
物
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□	

〔
七
・
八
行
目
の
行
間
に
位
置
。
二
行
取
り
。〕

	

□
□
良よ
し

秀ひ
で

、
繪　

師
。
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□	

〔
九
行
目
。〕

	

□
□
良
信
、
そ
の
弟　

子
。
□
□
□
□
□
□
□
□
□

	

□
□
秀　

起
、
仝
。
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

	

□
□
秀　

雅
、
仝
。
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

	

□
□
夕
月
、
良　

秀
の
娘
、
堀
川
殿
の
女
房
。
□
□

	

□
□
堀
川　

の
大
殿
。
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
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□
□
堀
川　

の
若
殿
。
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

	

□
□
横よ

川か
は　

の
僧　

都
。
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

	

□
□
康
清
、
老
ひ
（
マ
マ
）た

る
侍
臣
。
□
□
□
□
□
□
□

	
□
□
經
光
、　

若
き　

侍
臣
。
□
□
□
□
□
□
□
□

	
□
□
狹
霧
、
堀
川
殿
の
女
房
。
□
□
□
□
□
□
□

	

□
□
螢
火
、　

仝
。
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□	

〔
こ
こ
ま
で
一
枚
目
。〕

2
│	

□
□
眞
菰
、
仝
。
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

	

□
□
近
侍
。
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

	

□
□
仕
丁
。
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

	

□
□
侍
童
。
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

	

□
□
僧
。
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

	

□
□「
良
秀
」と
呼
ば
る
る
猿
。□
□
□
□
□
□
□
□
□

	

□
□
□
□
そ
の
他
。
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□	

〔
こ
こ
ま
で
二
枚
目
。
八
行
目
以
降
は
空
白
。〕

3
│	

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

	

□
□
□
□
□
上　

の　

巻
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

	

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

	

□
□
□
□
□
□
□
そ
の
一
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

	

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
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□
□
□
堀
川
の
邸
。
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

	

□
□
□
對た
い

屋の
や

に
つ
づ
く
長
廊
下
。
□
□
□
□
□
□
□

	

□
□
□
前
に
池
。
向
ふ
に
遣
戸
。
□
□
□
□
□
□
□

	
□
□
□
明
る
い
晝
。
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

	
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

	

□
□
□
狭
霧
、
螢
火
の
二
人
の
女
房
は
、
長
廊
下
の

	

□
□
□
上
に
彳
ん
で
ゐ
る
。
□
□
□
□
□
□
□
□
□

	

　
　
　
　
　
＊１

向
ふ	

〔
行
間
書
き
込
み
。〕

	

狹
霧
。（
遣
戸
＊１

の
方
を
見
て
）お
お
、
良
秀
が
こ
つ
ち

	

□
□
に
遁
け
て
ま
ゐ
り
ま
す
。
□
□
□
□
□
□
□
□

	

螢
火
。
え
え
。
良
秀
と
申
し
ま
す
と
、
あ
の
高
慢
な

	

□
□
繪
師
の
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
か
。
□
□
□
□
□

	

狹
霧
。
い
え
、
今
わ
た
く
し
が
良
秀
と
申
し
ま
し
た

	

□
□
の
は
、
こ
の
間
丹
波
か
ら
献
上
し
た
猿
の
こ
と

	

□
□
を
申
し
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
□
□
□
□
□
□

	

螢
火
。
あ
あ
、
さ
う
さ
う
、
憎
ま
れ
も
の
の
あ
の
繪	

〔
こ
こ
ま
で
三
枚
目
。〕

4
│	

□
□
師
に
、
姿
形
が
よ
う
似
て
ゐ
る
と
云
ふ
の
で
、

	

□
□
猿
に
良
秀
と
云
ふ
名
前
を
、
誰
や
ら
が
附
け
た



66

	

□
□
と
云
ふ
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
ね
。
□
□
□
□
□

	

狹
霧
。
ま
た
何
か
悪
戯
を
し
た
に
違
ひ
あ
り
ま
せ
ん
。

	

□
□
御
覧
な
さ
い
ま
し
。
跛
引
き
引
き
遁
げ
て
来
る

	
□
□
様
子
は
、
あ
の
繪
師
の
横
柄
＊１

な
良
秀
そ
つ
く
り

	
□
□
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。
□

＊１

憎に
く

體て
い

□
□
□
□

	

螢
火
。
し
か
し
こ
ん
な
こ
と
は
、
現
在
娘
の
夕
月
ど

	

□
□
の
の
前
で
は
申
さ
れ
ま
せ
ん
ね
。
□
□
□
□
□

	

狹
霧
。
＊ 2

（
驚
い
た
や
う
に
）
あ
れ
●
、
何
時
の
間
に
や
ら

＊ 2

憎
體
と
云
へ
ば
あ
の
猿
め
、
女
だ
と
蔑あ

な
ど

つ
て
、
平
気
で
そ
こ
へ
ま
ゐ
り
ま
し
た
。	

〔
上
欄
外
か
ら
中
央
柱
魚
尾
の
前
後
に
書
き
込
み
。〕

	

螢
火
。
●
●
●
●
●
●
●
。
＊ 3

さ
あ
、
往
き
＊ 4

や
。
●
●
□

	

　
　
　
＊ 3

え
え
、
憎
ら
し
い
。　
　
　
　
＊ 4

に	

〔
行
間
書
き
込
み
。〕

	

狹
霧
。
＊ 5

●
●
。
□
□
□
＊ 5

（
聲
を
合
せ
て
）
し
つ
、
し
つ
。
□
□

	

　
　
　
　
　
　
＊ 6

向
ふ
の
方	

〔
行
間
書
き
込
み
。〕

	

螢
火
。
遣
戸
の
隙
＊ 6

か
ら
遁
げ
出
し
て
来
た
猿
は
、
●　

	

　
　
　
　
　
　
　
　
＊ 7

今
度
は
遣
戸
の
隙
か
ら
遁
げ
出
し	

〔
行
間
書
き
込
み
。〕

	

□
□
□
人
に
追
は
れ
●
元
来
た
方
へ
戻
つ
＊ 7

て
ゆ
く
。

	

□
□
□
狹
霧
と
螢
火
と
は
そ
れ
を
追
ふ
や
う
に
し
て

	

□
□
□
遣
戸
の
向
ふ
に
入
る
。
□
□
□
□
□
□
□
□
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□
□
□
間
も
な
く
遣
戸
の
向
ふ
で
若
殿
の
聲
が
聴
こ

	

□
□
□
え
る
。
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

	

若
殿
の
聲
。
え
え
、
柑
子
盗
人
め
。
待
て
、
待
て
。

	
□
□
□
猿
は
今
度
は
柑
子
を
手
に
持
つ
て
遁
げ
出
し
て	

〔
行
末
一
文
字
下
欄
外
に
書
き
込
み
。〕〔
こ
こ
ま
で
四
枚
目
。〕

5
│	
□
□
間
も
な
く
遣
戸
の
向
ふ
で
若
殿
の
聲
が
聴
こ
え

４	

＊ 1

の
聲
る
。
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

	

若
殿
＊ 1

。
え
え
、
柑
子
盗
人
め
。
待
て
、
待
て
。
□
□

	

□
□
猿
は
今
度
は
柑
子
を
手
に
持
つ
て
遁
げ
出
し
て	

〔
＊ 2
へ
の
挿
入
部
分
、
四
・
五
行
目
の
上
欄
外
に
書
き
込
み
。〕

	

一
字
下
ゲ　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊ 3

懸	

〔
行
間
書
き
込
み
。
ゴ
チ
ッ
ク
部
分
は
鉛
筆
書
き
指
示
。〕

	

□
□
〔
来
る
。
若
殿
は
＊ 2

そ
れ
を
追
ひ
か
＊ 3

け
て
出
づ
。
十
七
八
＊ 4
＊ 4
歳
位
の
眉み

目め

美
し
い
青
年
で
あ
る
。　

	

若
殿
。
＊ 5

遁
げ
や
う
と
て
遁
が
す
も
の
か
。
奪
ふ
た
柑	

〔
行
末
＊ 4
へ
の
挿
入
部
分
、
五
～
九
行
目
の
下
欄
外
に
書
き
込
み
。〕

	

□
□
子
を
早
う
戻
せ
。
ぬ
す
つ
と
猿
の
良
秀
め
。
人	

〔
＊ 5
へ
の
挿
入
部
分
、
七
行
目
の
上
欄
外
に
書
き
込
み
。〕

	

□
□
を
馬
鹿
に
し
て
遁
げ
廻
る
な
。
□
＊ 6

懸
□
□
□
□

	

　

若
殿
は
足
を
踏
み
鳴
ら
し
て
追
ひ
か
＊ 6

け
る
け
れ	

〔
行
頭
※
印
部
分
、
九
～
一
一
行
目
の
行
頭
一
字
半
ほ
ど
を
使
用
し
、

	

　

ど
も
、
猿
は
敏
捷
に
遁
げ
廻
つ
て
●
●つ
か
ま

●
＊ 7

へ
ら	

鉛
筆
書
き
で
指
示
。〕　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

	

	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊ 7

捉	

〔
＊ 7

へ
の
挿
入
部
分
、
中
央
柱
、
魚
尾
下
方
に
書
き
込
み
。〕

	

　

れ
な
い
。
□
□
□
□
＊ 8

人
を
馬
鹿
に
し
て
遁
げ
廻
る
な
。

	

若
殿
。
よ
お
し
、
お
の
れ
、
＊ 8

も
う
こ
の
上
は
、
打
ち
殺

＊ 2�

楚す
ば
え

を
振
り
上

げ
な
が
ら

＊ 5

え
え
、お
の
れ
、

一
字

下ゲ※
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＊ 9

さ
ね
ば
腹
が
癒
え
ぬ	

〔
行
間
書
き
込
み
。〕

	

□
□
し
て
呉
れ
る
＊ 9

ぞ
。
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

	
　
　
　
　
　
＊10

然
と
し
て
、
前
よ
り
も	

〔
行
間
書
き
込
み
。〕

	
　

若
殿
は
憤
＊10
＊11

●
●
●
●
猿
を
追
ふ
。
□
□
□
□
□	

〔
行
頭
ゴ
チ
ッ
ク
部
分
、
一
四
～
一
七
行
目
の
行
頭
一
字
半
ほ
ど
を
使
用
し
、
鉛
筆
書
き
。〕

	

　
　
　
　
　
　
＊11

激
し
く 

＊12

か
ら　
　
　
　
　
　
＊13

が	

〔
行
間
書
き
込
み
。〕　

	

　

遣
戸
の
向
ふ
、
□
□
□
よ
り
＊12

良
秀
の
娘
の
夕
月
＊13

出
＊14
＊14
て
来
る
。
十
六
七
歳
位
の
冷
艶
な
顔
ば
せ
を
し
た
小
女
房
で
あ
る
。

	

　

●
□
手
に
は
文
を
結
び
付
け
た
●
寒
紅
梅
の
枝	

〔
＊14
へ
の
挿
入
部
分
、一
五
行
目
～
用
紙
末
尾
に
か
け
て
下
欄
外
に
書
き
込
み
。〕

	

　

を
持
つ
。
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊15

め	

〔
行
間
書
き
込
み
。〕

	

　

猿
は
夕
月
を
見
る
と
、
救
ひ
を
求
●
＊15

る
や
う
に
、

	

　
　
　
　
　
＊17

、
縋	

〔
行
間
書
き
込
み
。〕

	

　

袴
＊16

に
す
が
＊17

り
付
き
な
が
ら
哀
れ
げ
に
啼
く
。
□

	

夕
月
。
＊18
＊16

の
裾
お
お
、
可
哀
さ
う
に
。
如
何
し
ま
し

	

＊18

（
猿
を
見
て
）	

〔
左
欄
外
書
き
込
み
。
こ
こ
ま
で
五
枚
目
。〕

6
│	

□
□
た
。
わ
た
し
が
こ
こ
に
ゐ
る
か
ら
に
は
、さ
う
怖
が
る
こ
と
は
な
い
。	

〔
行
末
四
字
分
、
下
欄
外
書
き
込
み
。〕

５	

　

夕
月
は
紫● 

匂
ひ
の
袿う
ち
ぎ

の
袖
を
開
い
て
猿
を
抱
き	

〔
行
頭
ゴ
チ
ッ
ク
部
分
、
二
～
三
行
目
の
行
頭
一
字
半
ほ
ど
を
使
用
し
、
鉛
筆
書
き
で
指
示
。〕

	

　

上
げ
る
。

	

夕
月
。（
若
殿
に
）
若
殿
さ
ま
。
何
を
致
し
ま
し
た
か

一字下ゲ一
字

下
ゲ
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＊ 1

何
と
申
し
て
も	

〔
行
間
書
き
込
み
。〕

	

□
□
存
じ
ま
せ
ん
が
、
●
●
●
●
●
＊ 1

畜
生
の
こ
と
で

	

□
□
ご
ざ
い
ま
す
。
ど
う
か
御
勘
弁
遊
ば
し
て
下
さ

	
□
□
い
ま
し
。
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊ 2

を	

〔
行
間
書
き
込
み
。〕

	

若
殿
。（
足
を
踏
み
鳴
ら
し
頭
●
＊ 2

振
つ
て
）
い
や
、
い
や
、

	

□
□
勘
弁
致
す
こ
と
は
な
ら
ぬ
。
そ
ち
は
ま
た
何
で

	

□
□
そ
の
猿
を
か
ば
ふ
の
ぢ
や
。
そ
の
丹
波
の
山
猿

	

□
□
は
、
柑
子
盗
人
の
不
届
き
も
の
な
の
だ
ぞ
。
□

	

夕
月
。
＊ 3

柑
子
盗
人
か
は
存
じ
ま
せ
ん
が
、
何
分
畜
生

	

□
□
□
＊ 3

仰
せ
の
通
り
不
届
き
な
の
こ
と
で
ご
ざ
い
ま

	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊ 5

つ
て
か	

〔
行
間
書
き
込
み
。〕

	

□
□
す
か
ら
、＊ 4（
寂
し
さ
う
に
ほ
ほ
笑
み
●
●
＊ 5

ら
）
そ	

〔
＊ 4
へ
の
挿
入
部
分
、
一
四
・
一
五
行
目
の
行
間
～
一
六
・
一
七
行
目

	

□
□
れ
に
み● 

な
が
こ
の
猿
の
こ
と
を
、
良
秀
々
々
と	

の
行
間
に
か
け
て
、
上
欄
外
に
書
き
込
み
。〕

	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊ 6

現
在　
＊ 7

わ
た
く
し	

〔
行
間
書
き
込
み
。〕

	

□
□
申
し● 

ま
す
の
で
、
□
●
●
●
●
＊ 6

娘
の
●
＊ 7

の
身
に
な

	

□
□
つ
て
見
ま
す
と
、
父
が
御
折
檻
を
受
け
ま
す
や

	

□
□
う
で
、
如
何
も
唯
見
て
は
居
ら
れ
ま
せ
ぬ
。
ど

＊ 4�

わ
け
て
お
赦
し

を
願
ひ
た
い
の

で
ご
ざ
い
ま
す
。
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□
□
う
か
命
だ
け
は
、
助
け
て
や
つ
て
下
さ
い
ま
し
。

	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊ 8

あ

	

若
殿
。（
點
頭
い
て
）
さ
う
か
。
父
親
の
命
乞
ひ
と
●
＊ 8	

〔
こ
こ
ま
で
六
枚
目
。〕

6
│	
□
□
ら
ば
致
し
方
が
な
い
。
枉
げ
て
赦
し
て
と
ら
す	

〔
ノ
ン
ブ
ル
6
と
あ
る
が
、
実
質
七
枚
目
。〕

	

　
　

と
し
よ
う
。
命
冥
加
な
山
猿
だ
な
。
は
〻
〻
〻
。	

〔
行
頭
ゴ
チ
ッ
ク
部
分
、
二
行
目
～
二
・
三
行
目
の
行
間
に
か
け
て

		


鉛
筆
書
き
指
示
。〕　

	

　
　
［
若
殿
は
そ
の
ま
ま
遣
戸
の
向
ふ
へ
入
る
。
□
□	

〔
行
頭
ゴ
チ
ッ
ク
部
分
、
三
行
目
上
欄
外
か
ら
書
き
込
ま
れ
た
鉛
筆
書
き
指
示
。〕

	

　
　
　
　
　
＊ 1

つ
て　
　
　
　
＊ 2

を　
＊ 3

や
う
に	

〔
行
間
書
き
込
み
。〕

	

夕
月
。（
猿
に
向
●
＊ 1

人
に
も
の
＊ 2

云
ふ
ご
と
く
＊ 3

）
可
哀
さ
う

	

□
□
に
。
畜
生
の
こ
と
ゆ
ゑ
分
別
も
な
く
、
欲
し
い

	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊ 4

頭
か
ら
の	

〔
行
間
書
き
込
み
。〕

	

□
□
と
思
つ
て
奪
つ
た
も
の
を
、
＊ 4

柑
子
盗
人
●
●
●
＊ 5
＊ 5

呼
ば
は
り
は
、
あ
ん
ま
り
酷
い
な
さ
れ
方
。

	

□
□
の
御
折
檻
は
、
さ
ぞ
辛
か
つ
た
こ
と
で
あ
ら
う
。	

〔
＊ 5

へ
の
挿
入
部
分
、五
～
一
〇
行
目
の
下
欄
外
に
書
き
込
み
。〕

	

　
　
　
　
　
　
　
＊ 6

あ
あ
や
つ
て
、	

〔
行
間
書
き
込
み
。〕　

	

□
□
し
か
し
も
う
＊ 6

お
赦
し
が
出
た
か
ら
に
は
、
い
つ	

〔
＊ 8
へ
の
挿
入
部
分
、九
～
一
二
行
目
の
上
欄
外
～
行
頭
一
マ
ス
分
を
使
っ
て
書
き
込
み
。〕

	

　

□
も
の
や
う
に
遊
ん
で
ゐ
た
が
い
い
。
と
は
云
へ

	

　
　
　
　
　
＊ 7

こ
れ
か
ら
は	
〔
行
間
書
き
込
み
。〕　

	

　

□
も
う
＊ 7

今
の
や
う
な
悪
あ
が
き
、
＊ 8

お
叱
り
を
受
け

一
字

下
ゲ

以
下
同
じ

＊ 8
そ
れ
か
ら
ま
た

＊ａ
何
時

い
つ
＊ａ
ぞ
や
の
や

う
に
、曹
司
の
疊

を
泥
に
し
て
＊ｂ
し
、

　
＊ｂ
足
で
穢
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□
る
や
う
な
＊ 9

い
た
づ
ら
を
、
再
び
し
て
は
な
り
ま

	

　

□
せ
ぬ
ぞ
。
＊ 9

悪
戯
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

	

□
□
猿
は
そ
の
言
葉
を
解
す
る
も
の
の
や
う
に
、
點

	
　
　
　
　
　
　
＊11

懸　
＊10

聴
い
て
ゐ
た
が
、
や
が
て
悄
々
と	

〔
行
間
書
き
込
み
。〕

	
□
□
頭
き
な
が
ら
＊10

往
き
か
＊11

け
る
。
□
□
□
□
□
＊12

待
ち

	

夕
月
。（
気
が
付
い
た
や
う
に
呼
び
留
め
て
）
あ
あ
、
●
●
＊12

	

□
□
や
、
待
ち
や
。
今
お
姫
様
か
ら
頂
戴
し
た
黄こ
が
ね金

	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊15

ま
で　
　
　
＊16

あ	

〔
行
間
書
き
込
み
。〕　

	

□
□
の
鈴
、
＊13
＊14

真
紅
の
紐
●
＊15

付
い
て
ゐ
＊16

る
。
こ
れ
を
そ
〔
＊13

へ
の
挿
入
部
分
、
一
七
行
目
の
上
欄
外
に
書
き
込
み
。〕

	

□
□
な
た
に
＊14

美
し
い
進
ぜ
ま
せ
う
。
□
□
□
□
□
□

	

□
□
夕
月
は
猿
を
引
き
寄
せ
て
、
□
取
り
出
し
た
紅
紐

	

□
□
の
黄
金
の
鈴
を
、
猿
の
首
筋
の
と
こ
ろ
に
懸
け	

〔
こ
こ
ま
で
六
【
七
】
枚
目
。〕

	

　
　
　
　
　
　
　
＊ 1

は　
　
　
　
　
　
　
＊ 2

鈴
の
音
を
立
て	

〔
右
欄
外
書
き
込
み
。〕

7
│	

□
□
て
や
る
。
猿
＊ 1

う
れ
し
さ
う
に
首
を
振
り
、
＊ 2

な
が
ら

	

□
□
夕
月
の
周
り
を
飛
び
廻
る
。
□
＊ 3

臣 

＊ 4

康
□
□
□　

	

□
□
遣
戸
の
向
ふ
よ
り
老
ひ
（
マ
マ
）た
る
●
侍
＊ 3

惟
＊ 4

清
出
づ
。
＊ 5
＊ 5
五
十
六
七
歳
位
の
老
人
だ
が
、
一
目
で
純
情
な
男
だ
と
云
ふ
こ
と
が
分
る
。

　
　
　
　
　
＊ 6

康
＊ 6

惟
清
。
あ
あ
、
夕
月
ど
の
。
相
変
ら
ず
猿
め
を
大
事	
〔
＊ 5
へ
の
挿
入
部
分
、一
・
二
行
目
の
行
間
～
八
行
目
に
か
け
て
の
下
欄
外
に
書
き
込
み
。〕

	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊ 7

成	
〔
行
間
書
き
込
み
。〕

＊13
こ
れ
こ
の

　

や
う
に
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□
□
に
可
愛
が
つ
て
ぢ
や
な
。
●
＊ 7

程
、
良
秀
々
々
と

	

　
　
　
　
　
＊ 8

で　
＊ 9

み
な
か
く
呼
ば	

〔
行
間
書
き
込
み
。〕

	

□
□
父
親
の
名
●
＊ 8

、
●
●
●
●
●
●
＊ 9

れ
て
ゐ
る
猿
の

	
□
□
こ
と
ゆ
ゑ
、
不
憫
が
る
の
も
も
つ
と
も
ぢ
や
。

	
＊10

し
か
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊11

よ　
＊12

ぞ	

〔
行
間
書
き
込
み
。〕

	

□
□
か
、
＊10

そ
れ
も
も
う
大
抵
に
し
た
が
●
＊11

い
＊12

。
今
も

	

□
□
大
殿
様
が
何
の
御
用
か
は
知
ら
ぬ
が
、
そ
な
た

	

□
□
を
猿
と
も
ど
も
に
、
呼
ん
で
ま
ゐ
れ
と
云
ふ
御
沙

	

□
□
汰
ぢ
や
。
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

	

　
　
　
　
　
＊13

さ
う	

〔
行
間
書
き
込
み
。〕

	

夕
月
。（
訝
し
げ
＊13

に
）
猿
と
も
ど
も
に
と
は
、
何
の
御
用
で

	

□
□
ご
ざ
い
ま
せ
う
な
。
□
□
□
□　
＊15

別
に
心
配
す
る
や
う
な
こ
と
で
も
あ
る
ま
い
。

　
　
　
　
　
＊14

康
＊14

惟
清
。
そ
れ
は
わ
し
に
も
分
ら
ぬ
が
、
＊15

兎
に
＊16

角
直
ぐ	

〔
＊15
へ
の
挿
入
部
分
、一
三
行
目
行
末
六
字
～
一
五
行
目
下
欄
外
に
か
け
て
書
き
込
み
。〕

	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊17

よ
い
ぞ　
　
　
　
　

 
＊16

も	

〔
行
間
書
き
込
み
。〕

	

□
□
に
ま
ゐ
ら
れ
た
が
い
い
＊17

。
□
□
□
□
□
□
□
□

	

夕
月
。
は
い
。
そ
れ
で
は
お
姫
様
の
文
使
ひ
は
後
に　
　
　
　
　
　
　
　

	

　
　
　
＊18

直
ぐ
に
こ
れ
か
ら
大 

＊19

に
、 

＊20

る
こ
と
に
致
し	
〔
行
間
書
き
込
み
。〕

	

□
□
し
て
、
＊18

殿
様
の
と
こ
ろ
●
＊19

ま
ゐ
り
＊20

ま
せ
う
。（
猿
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＊22

大	

〔
行
間
書
き
込
み
。〕

	

□
□
に
＊21

）
＊22

殿
様
の
御
前
へ
往
た
ら
、
お
と
な
し
う
し
て

	

□
□
＊21

を
抱
き
上
げ
て
ゐ
ね
ば
な
り●

ま
せ
ぬ
ぞ
。
□
□
□

	
□
□
惟
＊23

清
を
先
に
、
夕
月
は
猿
を
抱
い
て
＊24

遣
戸
の
方

	
＊23

康　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊24

た
ま
ま　

	

〔
左
欄
外
書
き
込
み
。〕〔
こ
こ
ま
で
七
【
八
】
枚
目
。〕

8
│	

□
□
［
へ
歩
む
。
道
具
●
廻
し
と
な
る
。
□
□
□
□
□

　
　
　
　
　

二
行
ア
キ	

〔
上
欄
外
か
ら
一
・
二
行
目
の
行
間
に
か
け
て
鉛
筆
書
き
指
示
。
右
一
行
目
及
び

	

□
□　

堀
川
の
邸
の
對た
い

屋の
や

の
一
部　

。
□
□
□
□
□
□	

二
～
四
行
目
行
頭
の
括
弧
も
鉛
筆
書
き
。〕　　
　
　
　
　

	

□
□　

大
殿
、
●
若
殿
、
狹
霧
、
螢
火
、
眞
菰
の
三
人
の

	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊ 1

侍
童	

〔
行
間
書
き
込
み
。〕

	

□
□　

女
房
、
●
●
●
近
侍
、
貞
光
＊ 1

な
ど
が
、
そ
れ
ぞ
れ
よ
き
位
＊ 2
＊ 2

置
に
座
つ
て
ゐ
る
。〔
四
～
六
行
目
の
下
欄
外
に
書
き
込
み
。〕

	

＊ 3	

〔
＊ 3
へ
の
挿
入
部
分
、三
～
五
行
目
の
上
欄
外
に
書
き
込
み
。
四
・
五
行
目
の
行
間
に
挿
入
指
示
。〕

	

惟
＊ 4

清
。
御
沙
汰
の
通
り
、
猿
と
も
ど
も
＊ 5

夕
月
を
伴
＊ 6

れ
て

	

＊ 4

康
ま
ゐ
り
ま
し
た
。
□
□
□
□
□
＊ 5

に
□
□
＊ 6

召
し
連

	

大
殿
。
＊ 7

お
お
、（
夕
月
に●

）
よ
う
ま
ゐ
つ
た
。
も
つ
と

	

　

□
近
う
寄
つ
た
が
よ●

い
ぞ
。
□
□
□
□
＊10

か
へ
つ
て
□
□
〔
＊ 7
へ
の
挿
入
部
分
、
八
行
目
～
八
・
九
行
目
行
間
に
か
け
て
上
欄
外
か
ら
行
頭
一
マ
ス
使
用
し
書
き
込
み
。〕

	

夕
月
。＊ 8

そ
れ
で
は
か
へ
つ
て
恐
れ
入
り
ま
す
。＊ 9
＊10

恐
れ
、　
〔
＊ 8
へ
の
挿
入
部
分
、一
〇
行
目
上
欄
外
か
ら
行
頭
三
マ
ス
半
ほ
ど
使
用
し
書
き
込
み
。〕

	

　
　
　
＊ 9

畜
生
を
伴
つ
て
居
り
ま
す
ゆ
ゑ
、
お
傍
近
く
●
へ
は
〔
行
末
一
字
分
、
欄
外
。〕

＊ 3�

康
清
と
猿
を
抱

い
た
夕
月
と
が

出
て
来
る
。

＊ 7�

（
康
清
に
）
御

苦
労
で
あ
つ
た
。

＊ 8�

御
言
葉
忝
う
は

ご
ざ
い
ま
す
が
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□
□
入
り
ま
す
。
こ
こ
ら
辺
で
お
目
通
り
致
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。
〔
行
末
三
字
分
、
欄
外
。〕

	

大
殿
。
遠
慮
に
は
及
ば
ぬ
。
そ
の
畜
生
ゆ
ゑ
に
沙
汰

	
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊11

の
話　
＊12

聴
き
及
ん	

〔
行
間
書
き
込
み
。
＊12

の
挿
入
部
分
、
行
末
二
字
分
欄
外
。〕

	
□
□
致
し
た
の
ぢ
や
。
今
若
殿
か
ら
委
細
＊11

を
●
●
＊12

●

	
□
□
●
だ
が
、
さ
て
さ
て
そ
ち
は
孝
行
な
や
つ
＊13

ぢ
や
。

	

□
□
褒
め
て
と
ら
す
ぞ
。
□
□
□
□
□
＊15

仰
＊13

も
の
□

	

夕
月
。
＊14

何
と
仰
し
や
い
ま
す
。
孝
行
と
お
つ
＊15

し
や
い

	

□
□
ま
す
と
。
＊16

は
〻
〻
〻
。□
□
□
□
□
□
□
□
□
□	

〔
＊14

へ
の
挿
入
部
分
、
一
七
行
目
上
欄
外
に
書
き
込
み
。〕

	

大
殿
。（
笑
つ
て
）
＊16

自
分
で
は
何
も
気
が
付
か
ぬ
の
ぢ

	

□
□
や
な
。
そ
ち
は● 

み
な
が
良
秀
々
々
と
、
□
そ
ち
の

	

□
□
父
親
の● 

名
を
そ
の
猿
に
付
け
て
、
ひ
ど
い
目
に	

〔
こ
こ
ま
で
八
【
九
】
枚
目
。〕

9
│	

□
□
會
は
せ
る
の
を
い
と
し
が
つ
て
、
ひ
と
き
は
可

	

□
□
愛
が
つ
て
ゐ
る
ば
か
り
か
、
今
日
は
若
殿
が
柑

	

　
　
　
　
＊ 1

ぢ
や
と
云
ふ	

〔
行
間
書
き
込
み
。〕

	

□
□
子
盗
人
と
し
＊ 1 	

て
、
＊ 2	

折
檻
を
し
た
時
に
、
命
乞
ま

	

□
□
で
し
て
や
つ
た
＊ 2

責
め
と
云
ふ
こ
と
で
は
な
い

	

□
□
か
。
そ
れ
と
云
ふ
の
も
、
す
べ
て
父
親
を
思
ふ

	

□
□
孝
心
か
ら
出
た
こ
と
、
感
じ
入
つ
た
れ
ば
こ
そ

＊14（
不
審
さ
う
に
）
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□
□
召
し
出
し
た
の
ぢ
や
。
□
□
□
□
□
□
＊ 3

お
□
□

	

夕
月
。
こ
れ
は
ま
た
思
ひ
も
懸
け
ぬ
お
褒
め
の
＊ 3 	

言
葉	

〔
＊ 4 	

へ
の
挿
入
部
分
、
八
～
九
行
目
上
欄
外
に
書
き
込
み
。〕

	

□
□
で
、
か
へ
つ
て
恐
れ
入
り
ま
す
。
□
□
□
□
□

	
大
殿
。
＊ 4 	

眉
目
形
ば
か
り
で
な
く
、
そ
ち
は
心
も
美
し

	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊ 5

し	

〔
行
間
書
き
込
み
。〕

	

□
□
い
女
ぢ
や
。（
女
房
達
に
）
申
＊ 5 	

付
け
て
置
い
た
品
、

	

　
　
　
　
＊ 6

と
ら
せ	

〔
行
間
書
き
込
み
。〕

	

□
□
夕
月
に
遣
は
し
た
が
い
＊ 6 	

い
。
□
□
□
□
□
□
＊ 7

を

	

眞
菰
。
夕
月
ど
の
。
大
殿
様
か
ら
●
御
褒
美
の
品
に
＊ 7 	

	

□
□
ご
ざ
い
＊ 8 	

ま
す
。
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

	

□
□
＊ 8

下
さ
れ
＊ 9 	

紅
の
袙あ
こ
め

を
夕
月
の
前
に
置
く
。
＊11

ま
し
□

	

夕
月
。
＊10

御
□
＊ 9

眞
菰
は
褒
美
の
品
ま
で
頂
戴
致
し
＊11

て
は
、

	

□
□
＊10

よ
し
な
い
こ
と
が
お
賞
め
に
あ
づ
か
り
、
冥
利
に
盡
き

	

□
□
る
●
心
地
が
致
し
ま
す
。（
袖
袙
を
押
し
●
＊12

い
て
）

	

□
□
有
難
う
存
じ
ま
す
。
□
□
□
□
□
□
＊12

戴
□

	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊14

は
そ
れ
を	

〔
行
間
書
き
込
み
。〕

	

□
□
夕
月
＊13

衵
を
そ
こ
に
置
く
と
、
猿
も
夕
月
＊14

取
り
上

	

　
　
　
＊13

が	
〔
左
欄
外
書
き
込
み
。〕〔
こ
こ
ま
で
九
【
一
〇
】
枚
目
。〕

＊ 4�（
い
く
ら
か
愛
情
を

仄
め（マ
マ
）すや
う
に
）
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10
│	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊ 1

戴　
　
　
　
　
　
　
＊ 2

こ	

〔
右
欄
外
書
き
込
み
。〕

	

□
□
げ
て
同
じ
や
う
に
押
し
頂
＊ 1 	

く
。
一
同
の
も
の
●
＊ 2	

	
　
　
　
　
　
　
＊ 3

ど
つ
と	

〔
行
間
書
き
込
み
。〕

	
□
□
れ
を
見
て
同
音
に
＊ 3 	

笑
ふ
。
□
□
□
□
□
□
□
□

	
大
殿
。（
機
嫌
よ
く
）
は
〻
〻
〻
〻
、
猿
め
が
味
を
や
り

	

□
□
居
る
わ
い
。
畜
生
な
が
ら
可
愛
い
や
つ
ぢ
や
。

	

□
□
こ
れ
か
ら
は
こ
の
猿
の
些
細
な
悪
あ● 

が
き
位
は

	

□
□
許
し
て
や
れ
。
さ
う
ぢ
や
。
そ
こ
に
あ
る
柿
と

	

　
　
　
　
　
＊ 4

と	

〔
行
間
書
き
込
み
。〕

	

□
□
栗
と
を
猿
に
取
＊ 4 	

ら
せ
い
。
□
□
□
□
□
□
□
□　
　
　
　
　
　
　

	

＊ 5 	　
　
　
＊ 6

傍
の
臺
に
盛
つ
て
あ
つ
た
柿
と
栗
を　
　
＊ 8

は	

〔
行
間
書
き
込
み
。
＊ 5 	
へ
の
挿
入
部
分
、
五
～
六
・
七
行
目
行
間
上
欄
外
に
書
き
込
み
。

	

□
□
若
殿
が
＊ 6 	

柿
と
栗
と
を
＊ 7 	

投
げ
て
や
る
と
、
猿
●
＊ 8 	

そ	

七
・
八
行
目
行
間
に
挿
入
指
示
〕

	

　
　
　
＊ 9

同
じ
や
う
に　
＊ 7

手
摑
み
に
し
て	

〔
行
間
書
き
込
み
。〕

	

＊11

近
侍
れ
を
ま
た
＊ 9 	

押
し
頂
く
。
一
同
＊10

笑
ふ
。
□
□
□
□

	

　

女
房	

〔
行
間
書
き
込
み
。〕

	

近
侍
＊11

●
●
の
一
人
出
づ
。
□
□
＊10

み
ん
な
は
ま
た
ど
つ
と
□
□

	

女
房	
〔
中
央
柱
魚
尾
上
部
に
書
き
込
み
。〕

　
　
　
　
＊12

近
侍
＊12

近
侍
。
横
川
の
僧
都
様
が
お
見
え
に
な
り
ま
し
た
。	
〔
＊12

へ
の
挿
入
部
分
、
上
欄
外
に
書
き
込
み
。〕

＊ 5�

若
殿
。
そ
れ
、

褒
美
を
や
る
ぞ
。
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大
殿
。
お
お
、
阿
闍
梨
様
が
見
え
ら
れ
た
か
。
こ
ち

	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊14

者	

〔
行
間
書
き
込
み
。〕

	

□
□
ら
に
お
通
し
申
せ
＊13

。（
一
同
に
）
み
な
の
も
の
＊14

は

	
　
　
　
　
　
　
　
　
＊15

よ　
＊16

ぞ	

〔
行
間
書
き
込
み
。〕

	
□
□
下
が
つ
た
が
い
＊15

い
＊16

。
□
＊13

し
た
が
よ
い
□
□
□
＊18
康
清
、
三
人
の
女
房
な
ど
も
、
み
ん
な
往
つ
て
し
ま
つ
た
の
で
、

	

　
　

女
房
＊17

は
直
ぐ
に
ま
た
元
来
た
と
こ
ろ
へ
入　
〔
行
間
書
き
込
み
。〕〔
＊18
へ
の
挿
入
部
分
、一
四
行
目
行
末
四
マ
ス
～
一
六
行
目
に
か
け
て
下
欄
外
に
書
き
込
み
。〕

　

	

近
侍
●
●
●
＊17

る
。
若
殿
、
●
●
●
夕
月
、
＊18
＊19

●
●
●
●
●
●

	

　
　
　
＊20

が	

〔
行
間
書
き
込
み
。〕

	

□
□
大
殿
＊20

一
人
残
●
つ
て
ゐ
る
だ
け
で
あ
る
。
□
＊19

そ
こ
に
は
□
□
□

	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊22

が	

〔
行
間
書
き
込
み
。〕

	

近
侍
近
侍
に
導
＊21

か
れ
て
横
川
の
僧
都
＊22

出
●
て
来
る
。
五
十
歳
位
〔
行
末
二
字
分
下
欄
外
に
書
き
込
み
。〕

	

女
房　
　
　
＊21

導	

〔
行
間
書
き
込
み
。〕

	

□
□
の
瑞
嚴
な
□
顔
付
を
し
た
高
僧
。
近
侍
は
直
ぐ
に
往
つ
て
し
ま
ふ
。	〔
行
末
二
字
分
下
欄
外
に
書
き
込
み
。〕

	

大
殿
。
お
お
、
阿
闍
梨
に
は
よ
う
こ
そ
来
ら
れ
た
。
□

	

□
□
さ
あ
、
＊23

ず
つ
と
こ
ち● 

ら
へ
。
□
□
□
□
□
□
□

	

　
　
　
　
＊23

端
近
で
な
く	

〔
左
欄
外
に
書
き
込
み
。〕〔
こ
こ
ま
で
一
〇【
一
一
】枚
目
。〕

11
│	

僧
都
。
そ
れ
で
は
御
免
を
蒙
り
ま
す
。
□
□
□
□
□

	

＊ 1

僧
都
大
殿
は
横
川
の
僧
都
を
上
座
に
据
ゑ
る
。
□
□
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＊2

で
し
た	

〔
行
間
書
き
込
み
。〕

	

大
殿
＊ 1 	

。
久
し
く
お
目
に
懸
か
り
ま
せ
な
ん
＊ 2	

だ
が
、
□
相

	

□
□
も
変
ら
ぬ
權ご
ん

者じ
や

の
面
影
、
大
腹
中
の
御
器
量
を

	
□
□
拝
し
、
悦
ば
し
く
存
じ
ま
す
。
□
□
□
□
□
□

	
大
殿
。
御
言
葉
に
て
痛
み
入
り
ま
す
。
阿
闍
梨
様
に

	

□
□
も
お
変
り
な
く
何
よ
り
も
珍
重
の
こ
と
と
存
じ

	

□
□
ま
す
。（
思
ひ
出
し
た
や
う
に
）
承
は
れ
ば
先
日
は
、

	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊4

殊
に 

＊5

夥
し
か	

〔
行
間
書
き
込
み
。〕

	

□
□
比
叡
の
御
山
＊ 3 	

に
、
夥
し
い
＊ 4 	

落
雷
が
あ
＊ 5 	

つ
た
と
の	

〔
＊ 3 	

へ
の
挿
入
部
分
、七
・
八
行
目
の
上
欄
外
に
書
き
込
み
。〕

	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊6

ん
で
し
た	

〔
行
間
書
き
込
み
。〕

	

□
□
こ
と
、
格
別
の
お
障
り
も
ご
ざ
い
ま
せ
ぬ
＊ 6 	

か
。

	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊8

に	

〔
行
間
書
き
込
み
。〕

	

僧
都
。
＊ 7 	

い
や
。
横
川
あ
た
り
＊ 8 	

落
雷
の
あ
る
は
毎
度
の

	

□
□
＊7（
笑
つ
て
）こ
と
、
別
に
何
ご
と
も
ご
ざ
りい

ま
せ
ん
で
し　
〔
行
末
四
字
、
下
欄
外
に
書
き
込
み
。〕

	

□
＊9

た
＊ 9 	

せ
ぬ
。
そ
れ
よ
り
も
殿
に
は
先
立
つ
て
来
朝
の
、

	

□
□
華く
わ
だ陀

の
術
を
傳
へ
た
震
旦
の
僧
に
、
お
ん
褪も
も

の

	

□
□
瘡も
が
さ

を
お
切
ら
せ
に
な
つ
た
さ
う
な
。
□
□
□
□

	

大
殿
。（
こ
れ
も
笑
つ
て
）
試
み
に
切
つ
て
貰
ひ
ま
し
た
が
、

＊ 3
の
中
で
も

横
川
あ
た
り
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□
□
い
さ
さ
か
の
痛
み
も
な
く
、
ま
こ
と
に
名
手
と
存

	

□
□
ぜ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
も
法
力
の
●
●
＊10	

で
ご
ざ
ら

	
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊10	

た
め	

〔
行
間
書
き
込
み
。〕

	
□
□
う
●
か
な
。
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

	
僧
都
。（
こ
の
言
葉
に
き
つ
と
な
つ
て
）
さ
れ
ば
殿
、
震
旦
の	

〔
こ
こ
ま
で
一
一
【
一
二
】
枚
目
。〕

12
│	

　
　
＊2

に
瘡
を
お
切
ら
せ
に
な
つ
て
さ
へ
、
直
ぐ
に
法
力
の
た
め
と
思
は
る
る
ほ
ど
の
〔
右
欄
外
に
書
き
込
み
。〕

	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊1

ば
か
り	

〔
右
欄
外
書
き
込
み
。〕

	

□
□
僧
の
法
力
ま
で
、
か
く
＊ 1 	

深
く
信
ぜ
ら
る
る
＊ 2	

殿
が
、

	

　
　
　
　
　
　
　

＊3

仔わ

細け	

〔
行
間
書
き
込
み
。〕

	

□
□
如
何
な
る
譯
＊ 3 	

あ
つ
て
良
秀
の
や
う
な
繪
師
に
、　
　
　
　
　

	

□
□
地
獄
変
の
屏
風
を
描
く
や
う
に
お
吩
咐
に
な
つ

	

□
□
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
か
。
□
□
□
□
□
□
□
□

	

大
殿
。（
●
●
●
）い
や
、
そ
れ
は
。（
云
ひ
懸
け
て
口
を
噤
む
）

	

僧
都
。
＊ 4 	

良
秀
は
高
名
な
繪
師
に
は
違
ひ
あ
り
ま
せ
ぬ

　
＊4
（
言
葉
を
つ
づ
け
て
）
が
、
強
情
我
慢
の
横
道
者
。
い
つ
も
本
朝
第
一	

〔
＊ 4
へ
の
挿
入
箇
所
、七
行
目
上
欄
外
～
行
頭
二
文
字
分
使
用
し
、書
き
込
み
。〕

	

　
　
　
　
　
　
＊5

ぢ
や	

〔
行
間
書
き
込
み
。〕

	

□
□
の
繪
●
師
＊ 5 	

と
申
す
こ
と
を
、
鼻
の
先
へ
ぶ
ら
下

	

□
□
げ
て
居
り
ま
す
。
そ
れ
も
画
道
の
上
＊ 6 	

な
ら
ば
ま
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□
□
だ
し
も
の
こ
と
、
世
間
の
習な
ら

慣は
し

と
か
＊6

の
み
慣し
き

例た
り

	

□
□
と
か
申
す
こ
と
ま
で
、
す
べ
て
莫
迦
に
せ
ず
に

	

□
□
は
措
か
な
い
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
わ
た
く
し
の

	
□
□
行
状
●
ぢ
や
と
申
し
て
、
あ
ら
ぬ
戯さ
れ

画ゑ

を
描
き

	
□
□
ま
し
た
の
も
、
あ
の
つ
む
じ
曲
り
の
良
秀
で
ご

	

□
□
ざ
い
ま
し
た
。
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

	

大
殿
。（
遮
る
や
う
に
）
い
や
、
良
秀
の
評
判
の
悪
い
こ

	

□
□
と
は
、
今
さ
ら
阿
闍
梨
の
口
か
ら
聴
く
ま
で
も

	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊7

居
り	

〔
行
間
書
き
込
み
。〕

	

□
□
な
く
、
わ
た
く
し
も
よ
う
存
じ
て
ゐ
＊ 7 	

ま
す
。
□

	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊8

い
ま
せ	

〔
行
間
書
き
込
み
。〕

	

僧
都
。
ま
だ
そ
れ
ば
か
り
で
は
ご
ざ
ら
＊ 8 	

ぬ
。
良
秀
は

	

□
□
た
し
か
に
●
＊ 9 	

魔
＊10	

の
生
れ
変
り
で
ご
ざ
る
ぞ
。
現

	

　
　
　
　
　
　
　
＊ 9

天 

＊10

外
道
破は

旬じ
ゆ
ん	

〔
左
欄
外
に
書
き
込
み
。「
破
旬
」は
原
稿
の
マ
マ
。〕〔
こ
こ
ま
で
一
二【
一
三
】枚
目
。〕

	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊1

悪	

〔
右
欄
外
に
書
き
込
み
。〕

13
│	

□
□
に
い
つ
ぞ
や
檜
垣
の
巫
女
に
御
＊ 1 	

霊
が
憑
い
て
、

	

　
　
　
＊2

怖
ろ	
〔
行
間
書
き
込
み
。〕

	

□
□
●
＊ 2	

し
い
御
批
宣
が
あ
つ
た
時
も
、
あ
の
男
は
空
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□
□
耳
を
走
ら
せ
●
な
が
ら
、
有
り
合
せ
た
筆
と
墨	

〔
＊ 3 	
へ
の
挿
入
部
分
、
三
・
四
行
目
の
行
間
～
四
・
五
行
目
の
行
間
に
か
け
て
下
欄
外
に
書
き
込
み
。〕

	

□
□
と
を
取
り
上
げ
、
そ
の
巫
女
の
物
凄
い
顔
を
、
●
＊ 3 	
＊3

さ
り
げ
な
く

	
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊4

で　
　
＊5

い	

〔
行
間
書
き
込
み
。〕

	
□
□
●
●
寫
し
て
居
つ
た
と
の
こ
と
に
＊ 4 	

ご
ざ
り
＊ 5 	

ま
す
。

	
□
□
あ
の
男
か
ら
見
ま
し
た
な
ら
ば
、
御
＊ 6 	

霊
の
祟
り	

〔
＊ 6 	

へ
の
挿
入
部
分
は
次
行
中
に
書
き
込
み
あ
り
。〕

	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊7

取
る
に
足
ら
ぬ
事
ぐ
ら
ゐ
〔
＊ 7 	
へ
の
挿
入
部
分
、
こ
の
行
間
～
次
行
行
末
一
字
及
び
八
行
目

	

□
□
な
ど
と
申
す
こ
と
は
、
子
供
だ
ま
＊6

大
方
悪
し
の
●
＊ 7 	　
　
　
　
　
　
　
ま
で
の
下
欄
外
を
使
用
し
、
書
き
込
み
。〕

�
〔
＊ 6 	
へ
の
挿
入
部
分
の
斜
体
部
分
は
、
五
・
六
行
目
の
行
間
に
書
き
込
ま
れ
、
吹
き
出
し
で
こ
の
位
置
に
挿
入
す
る
と
の
指
示
有
り
。〕

	

□
□
●
に
し
か
、
思
は
れ
な
か
つ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
せ

	

□
□
う
。
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□　
＊8

も
う
よ
い
で
は
な
い
か
。〔
＊ 8 	
へ
の
挿
入
部
分
、
九
行
目
行
末
三
マ
ス
半
～
下
欄
外
に
か
け
て
書
き
込
み
。〕

	

大
殿
。
良
秀
（
苦
笑
を
し
て
）
阿
闍
梨
ど
の
。
＊ 8 	

わ
た
●
し	

〔
行
末
一
字
分
、
下
欄
外
に
書
き
込
み
。〕　

	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊10

誰
よ
り
も	

〔
中
央
柱
下
方
に
書
き
込
み
。〕

	

□
□
は
良
秀
の
こ
と
に
就
て
は
、
＊ 9 	

何
か
ら
何
ま
で
＊10	

よ
う　

	

□
□
知
つ
て
ゐ
る
の
だ
か
ら
。
＊9
日
頃
の
行
ひ
は
も
と
よ
り
の
こ
と
、
今
何
を
考
へ
て
ゐ
る
か
と
云
ふ
こ
と
ま
で
、
〔
一
二
行
目
末
尾
八
マ
ス
～
一
七
行
目

	

　
　
　
＊12

い
や
、
い
や　
＊13

の
や
う
な
絵
師	

〔
行
間
書
き
込
み
。〕	　
　
　
の
下
欄
外
に
か
け
て
、
書
き
込
み
。〕

　
　
　
　

	

僧
都
。
＊11	
＊12	

あ
の
良
秀
＊13	

に
、
も
の
も
あ
ら
う
に
地
獄
変
の
屏

	

　
　
　
　
　
　
　
＊14

け
と　
　
　
　
　
＊15

あ	
〔
行
間
書
き
込
み
。〕

＊11

（
首
を
振
つ
て
）
□
□
風
を
、
描
く
や
う
に
＊14	

お
吩
咐
に
な
＊15	

る
や
う
で
は
、〔
＊11	
へ
の
挿
入
部
分
、
一
四
～
一
五
行
目
上
欄
外
に
書
き
込
み
。〕
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＊16

お	

〔
行
間
書
き
込
み
。〕

	

□
□
よ
う
知
つ
て
●
＊16	

ゐ
で
に
な
る
と
は
思
は
れ
ま
せ

	
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊17

申
し	

〔
行
間
書
き
込
み
。〕

	
□
□
ぬ
。
第
一
良
秀
の
繪
と
な
り
＊17	

ま
す
と
、
何
時
も

	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊18

怪
し
い
噂	

〔
行
間
書
き
込
み
。〕

	

□
□
必
ず
気
味
の
悪
い
、
妙
な
評
聞
＊18	

ば
か
り
が
立
つ

	

□
□
で
は
ご
ざ
い● 

ま
せ
ぬ
か
。
た
と
へ
ば
あ
の
男
が

	

□
□
龍
蓋
寺
の
門
へ
描
き
ま
し
た
、
五
趣
生
死
の
繪

	

□
□
に
致
し
ま
し
て
も
、
夜
更
け
て
門
の
下
を
通
り	

〔
こ
こ
ま
で
一
三
【
一
四
】
枚
目
。〕

14
│	

□
□
ま
す
と
、
天
人
の
嘆
息
を
つ
く
音
や
啜
り
泣
き

	

□
□
を
す
る
聲
が
、
聴
こ
え
る
と
申
す
こ
と
で
ご
ざ
い

	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊ 2

臭	

〔
行
間
書
き
込
み
。〕

	

□
□
ま
し
た
。
い
や
、
中
に
は
死
人
の
●
＊ 1 	
＊ 2	

ひ
を
嗅
い

	

　
　
　
　
　
　
　
＊ 4

あ
つ
た
の
で　
　
＊ 5

す	

〔
行
間
書
き
込
み
。〕

	

□
□
だ
＊ 3 	

申
す
も
の
さ
へ
＊ 4 	

ご
ざ
い
ま
し
た
＊ 5 	

。
＊ 1

腐
つ
て
ゆ
く

	

　
　
　
　
　
　
　
　
＊ 6

現
に	

〔
行
間
書
き
込
み
。〕

	

□
□
そ
＊ 3

と
れ
か
ら
＊ 6 	
大● 

殿
様
の
お
吩
咐
で
描
い
た
、

	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊ 7

で	
〔
行
間
書
き
込
み
。〕
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こ
ち
ら
の
女
房
達
の
似
せ
繪
な
ど
＊ 7 	

も
、
そ
の
描
か
れ
た
人

	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊ 8

み
な	

〔
行
間
書
き
込
み
。〕

	

□
□
達
は
三
年
と
経
た
ぬ
う
ち
に
、
皆
＊ 8 	

魂
の
抜
け
た

	
□
□
や
う
な
病
気
に
な
つ
て
、
死
ん
だ
と
申
す
で
●
＊ 9 	

	

　
　
　
　
　
　
　
　
＊10
（
語
調
を
強
め
て
）　
　
＊11

が　
　
＊ 9

は	

〔
行
間
書
き
込
み
。〕

	

□
□
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。
＊10	

殿
。
良
秀
＊11	

は
た
し
か
に

	

　
＊12

天　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊15

そ
の
良
秀
に
、	

〔
九
～
一
〇
行
目
行
間
、
下
欄
外
に
か
け
て
書
き
込
み
。〕

	

□
□
悪
＊12	

魔
＊13	

の
生
れ
変
り
＊14	

で
ご
ざ
い
ま
す
ぞ
。
＊15	

地
獄
変

	

　
　
　
　
　
＊13

破
旬　
＊14
ぢ
や
と
申
す
こ
と
、
こ
れ
で
も
お
分
り
に
な
り
ま
せ
ぬ
か
。
〔
中
央
柱
、
魚
尾
下
か
ら
下
欄
外
に
か
け
て
書
き
込
み
。〕

	

□
□
の
屏
風
を
描
か
せ
る
な
ど
と
申
す
こ
と
は
、
以

	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊16

い	

〔
行
間
書
き
込
み
。〕

	

□
□
て
の
外
の
こ
と
で
ご
ざ
り
＊16	

ま
す
。
わ
た
く
し
は

	

□
□
わ
ざ
わ● 

ざ
こ
の
こ
と
を
申
し
上
げ
に
、
横
川
か

	

□
□
ら
山
を
下
つ
て
ま
ゐ
つ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

	

　
　
　
　
　
　
　
　
＊18

は　
　
　
　
＊19

何
分
に
も
、
〔
行
間
書
き
込
み
。
＊19	
へ
の
挿
入
部
分
下
欄
外
に
か
け
て
書
き
込
み
。〕

	

大
殿
。
＊17	

そ
れ
は
わ
ざ
わ
ざ
忝
う
＊18	

存
じ
ま
す
が
、
し
か
し
＊19		

〔
＊17	
へ
の
挿
入
部
分
、一
六
・
一
七
行
目
の
行
間
～
一
七
行
目
の
上
欄
外
に
書
き
込
み
。〕

	

□
□
良
秀
は
、
今
度
の
地
獄
変
の
屏
風
に
は
、
魂
を
打

	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊20

居
り
ま
す
こ
と	
〔
行
間
書
き
込
み
。〕

＊17�

阿
闍
梨
ど
の
の

御
深
切
は
、
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□
□
ち
込
ん
で
ゐ
る
様
子
＊20	

ゆ
ゑ
、
＊21	

今
さ
ら
止
め
ろ
＊22	

と　
＊21
折
角
の
お
言
葉
な
が
ら
、　
〔
＊21	
へ
の
挿
入
部
分
、
一
五
・
一
六
行
目
の
行
間
～

	

　
　
＊23
申
す
こ
と
は
、
わ
た
く
し
か
ら
は
申
さ
れ
ま
せ
ぬ
。　
　
＊22

い	

〔
行
間
書
き
込
み
。〕
一
八
行
目
に
か
け
て
の
下
欄
外
に
書
き
込
み
。〕

	

□
□
云
ふ
わ
け
に
も
ま
ゐ
り
ま
す
ま
い
＊23	

。
□
□
□
□

	
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊25

懸　
　
　
　
　
　
　
　

貞
光	

〔
行
間
書
き
込
み
。〕

	
□
□
僧
都
＊24	

何
か
云
ひ
か
＊25	

け
や
う
と
す
る
時
、
＊26	

近
侍
出　
　

	

□
□
づ
＊27	
＊24
が
更
に
ま
た
□
□
□
□
□
□
□
●
●
近
侍

	

＊27

て
来
る　
　
　
　
　
　
＊26

康
清
が
徐
か
に	

〔
左
欄
外
に
書
き
込
み
。〕〔
こ
こ
ま
で
一
四【
一
五
】枚
目
。〕

15
│	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊ 1

て
、　
＊ 2
お
目
通
り
の
上
、
是
非
。
〔
右
欄
外
に
書
き
込
み
。〕

　
　
　
　
　

康
清
貞
光
。
良
秀
ど
の
が
見
え
ま
し
た
。
＊ 1 	

何
か
直
々
に
＊ 2	

お	

〔
行
頭
二
文
字
、
上
欄
外
に
書
き
込
み
。〕

	

　
　
　
　
＊ 3

申
し
上
げ
た
い
こ
と
が
あ
る
と
、	

〔
行
間
書
き
込
み
。〕

	

□
□
願
ひ
致
し
た
い
と
＊ 3 	

申
す
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

	

　
　
　
　
　
　
　
　
＊ 5

暫
く　
＊ 6

か
ら　
　
　
　
　
　
　
＊ 8

よ	〔
行
間
書
き
込
み
。〕

	

大
殿
。
＊ 4 	

（
●
●
●
＊ 5 	

考
へ
て
＊ 6 	

）
さ
う
か
。
＊ 7 	

こ
こ
へ
通
し
た
が
●
＊ 8 	

〔
＊ 4 	
へ
の
挿
入
部
分
、三
～
五
行
目
の
上
欄
外
に
書
き
込
み
。〕

	

＊ 9

康
清
い
。
＊10

し
か
し
殿
様
。□
□
□
□
＊ 7

は
ぬ
か
ら
□
□
□

	

貞
光
＊ 9

。
＊10	

横
川
の
阿
闍
梨
様
の
お
ゐ
で
に
な
る
と
こ
ろ

	

□
□
へ
お
通
し
し
て
も
、
別
に
＊11	

差
支
へ
は
ご
ざ
い
ま	

〔
＊11	
へ
の
挿
入
部
分
、
七
～
一
〇
行
目
の
下
欄
外
も
使
用
し
書
き
込
み
。〕

	

□
□
せ
ぬ
か
。
＊11
て
、
何
か
ま
た
失
禮
な
こ
と
で
も
あ
る
と
、
お
困
り
だ
ら
う
と
存
じ
ま
す
が
、
そ
れ
で
も

	

大
殿
。
差
支
へ
な
い
か
ら
●
通
せ
と
云
ふ
の
ぢ
や
。

＊ 4�

な
に
、
良
秀
が

ま
ゐ
つ
た
と
。
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康
清
貞
光
。
は
つ
、
か
し
こ
ま
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
は
お
通
＊12		

〔
行
頭
二
文
字
、
上
欄
外
に
書
き
込
み
。〕

	

□
□
貞
光
●
る
。
＊13	
元
来
た
と
こ
ろ
へ
入
る
。
＊12
し
申
し
ま
せ
う
。

	
　
　
＊13
康
清
は
ま
た
徐
か
に	

〔
中
央
柱
、
魚
尾
の
前
後
に
書
き
込
み
。〕

	
僧
都
。
殿
。
＊14	
＊15	

直
々
良
秀
に
申
し
聞
け
て
も
よ
ろ
し

	
□
□
う
ご
ざ
＊15

地
獄
変
の
屏
風
の
繪
の
こ
と
に
就
て
、
い	

〔
＊14	
へ
の
挿
入
部
分
、
一
二
～
一
四
行
目
の
上
欄
外
に
書
き
込
み
。〕

	

　
　
　
＊16

る
か
な	

〔
行
間
書
き
込
み
。〕

	

＊17（
笑
っ
て
）ま
す
か

＊16	

。
＊19
そ
の
代
り
に
は
こ
の
塲
に
於
て
、
如
何
な
る
お
説
が
あ
ら
う
と

も
、
わ
た
く
し
は
唯
聴
聞
の
役
、
一
切
口
は
挿
み
ま
せ
ぬ
ぞ
。〔
＊19	
へ
の
挿
入
部
分
一
三
行
目
下
欄
外
も
使
用
し
二
行
分
か
ち
書
き
。〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊18

そ
れ
は	

〔
行
間
書
き
込
み
。〕

	

大
殿
。
＊17	
＊18

ど
う
か
そ
れ
は
お
心
ま
か
せ
に
お
願
ひ
致
し
ま
す
。
＊19	

	

　
　
＊20

康
清	

〔
行
間
書
き
込
み
。〕

	

□
□
貞
光
＊20	

に
導
か
れ
て
良
秀
出
づ
。
貞
光
は
直
ち
に
●
●
。

	

良
秀
。（
平
伏
し
て
）
直
々
に
お
目
通
り
を
願
ひ
、
恐
れ

	

□
□
入
つ
て
ご
ざ
り
ま
す
。
□
□
□
□
□
□
□
□
□

	

大
殿
。
遠
慮
に
は
及
ば
ぬ
。
ず
つ
と
こ
ち
ら
へ
通
つ

	

□
□
た
が
い
い
。
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

	

　
　
　
　
　
　
＊21

で	

〔
行
間
書
き
込
み
。〕

	

良
秀
。（
憎
し
げ
な
る
目
を
＊21	

僧
都
の
方
へ
注
ぎ
な
が
ら
）
し　

	〔
こ
こ
ま
で
一
五
【
一
六
】
枚
目
。〕

16
│	

□
□
か
し
尊
い
阿
闍
梨
様
と
御
同
席
は
如
何
か
と
存

＊14�

丁
度
良
秀
が
ま

ゐ
つ
た
さ
う
な
。
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□
□
じ
ま
し
て
。
常
＊々 1 	

魔
障
に
で
も
お
遇
ひ
に
な
つ

	

僧
都
。
た
や
う
に
、
お
憎
＊ 1

わ
た
く
し
の
御
●
●
＊ 2

し
み
に
な

	

□
□
つ
て
ゐ
る
と
聴
き
及
び
ま
□
＊ 2

の
こ
と
と
申
し
ま
す
と

	
□
□
し
た
ゆ
ゑ
、
わ
ざ
と
差
扣
へ
ゐ
る
わ
け
な
の
で

	
□
□
ご
ざ
い
ま
す
。
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

	

僧
都
。
大
殿
の
お
許
し
が
あ
る
上
は
、
左
様
な
こ
と

	

□
□
を
申
さ
ず
と
、
ず
つ
と
通
つ
た
ら
よ
い
で
は
な

	

□
□
い
か
。
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

	

大
殿
。
そ
れ
に
ま
た
阿
闍
梨
様
に
は
、
こ
の
度
わ
し

	

□
□
の
吩
咐
け
た
地
獄
変
の
屏
風
の
こ
と
に
就
て
、

	

　

□
直
々
お
訊
ね
に
な
り
た
い
こ
と
が
お
あ
り
に
な

	

　

□
る
と
云
ふ
こ
と
ぢ
や
。
□
□
□
□
□
□
□
□
□

	

＊ 3 	

〔
行
間
に
挿
入
指
示
。〕�

〔
＊ 3 	

へ
の
挿
入
部
分
、
一
一
～
一
七
行
目
の
上
欄
外
～
行
頭
一
マ
ス
分
に
書
き
込
み
。〕

	

良
秀
。（
急
に
反
抗
的
な
顔
付
に
な
つ
て
）
如
何
な
る
こ

	

□
□
と
を
、
お
訊
ね
に
な
る
か
は
存
じ
ま
せ
ぬ
が
、
法

	

□
□
師
に
は
法
師
の
心
が
あ
る
と
同
じ
く
、
繪
師
に
も

	

□
□
繪
師
の
魂
が
ご
ざ
い
ま
す
。
繪
師
風
情
と
あ

	

□
□
な
ど
つ
て
、
迂
闊
に
も
の
を
お
訊
ね
に
な
ら
ぬ
や

＊ 3
良
秀
。
そ
れ
で
は

ご
免
下
さ
い
ま
し
。

遠
慮
な
く
御
同
席

致
し
ま
せ
う
。

良
秀
は
つ
か
つ
か

と
＊ a
＊ a
入
り
て
横
川
の

僧
都
と
相
対
＊b
す

る
。　
　

＊b
座
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□
□
う
、
前
以
て
お
断
り
申
し
て
置
き
ま
す
ぞ
。
□

	

大
殿
。
こ
れ
、
良
秀
。
何
を
申
す
の
ぢ
や
。
□
□
□	

〔
こ
こ
ま
で
一
六
【
一
七
】
枚
目
。〕

17
│	

僧
都
。
い
や
、
良
秀
の
申
す
こ
と
、
＊ 1 	

本
朝
第
一
の
繪

	
□
□
師
だ
け
あ
つ
て
、
智
羅
永
寿
＊ 1

さ
す
が
は
の
や
う

	
□
□
で
面
白
う
ご
ざ
い
ま
す
。
□
□
□
□
□
□
□
□

	

良
秀
（
き
つ
と
な
つ
て
）
な
に
、
智
羅
永
寿
と
な
。
阿

	

□
□
闍
梨
様
。
智
羅
永
寿
と
は
昔
震
旦
か
ら
渡
つ
た

	

□
□
天
狗
の
名
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ぬ
か
。
□
□
□
□

	

僧
都
。
さ
う
ぢ
や
。
そ
ち
の
今
の
増
上
慢
の
言
葉
、

	

□
□
智
羅
永
寿
に
た
と
へ
＊ 2	

が
何
で
悪
い
。
□
□
□
□

	

良
秀
。
い
や
し
く
も
良
□
＊ 2

た
秀
は
天
下
の
繪
師
、
如

	

□
□
何
に
尊
い
横
川
の
僧
都
ぢ
や
と
申
し
て
も
、
天

	

□
□
狗
狗
賓
に
お
た
と
へ
に
な
る
は
、
近
頃
無
禮
に

	

□
□
存
じ
ま
す
ぞ
。（
調
子
を
変
へ
て
）
が
し
か
し
か
や

	

□
□
う
な
言
葉
づ
か
ひ
を
、
一
々
咎
め
立
て
致
し
て
ゐ
＊ 3 	

	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊ 3

す
の
も	

〔
行
間
書
き
込
み
。〕

	

□
□
て
は
。
詮
な
い
こ
と
。
そ
れ
よ
り
も
唯
今
大● 

殿
□
□

	

□
□
よ
り
お
話
の
あ
つ
た
、
地
獄
変
の
屏
風
に
就
て
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□
□
の
お
訊
ね
を
、
良
秀
改
め
て
お
伺
ひ
致
し
た
う

	

□
□
存
じ
ま
す
。
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

	

僧
都
。
そ
れ
で
は
改
め
て
訊
ね
申
さ
う
。
先
づ
訊
く

	
□
□
が
、
そ
も
そ
も
そ
ち
は
画
道
＊ 4 	

と
は
如
何
な
る
も

	
□
□
の
と
心
得
居
る
の
ぢ
や
。
＊ 4

地
獄
□
□
□
□
□	

〔
こ
こ
ま
で
一
七
【
一
八
】
枚
目
。〕

18
│　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
＊ 1 	

へ
の
挿
入
部
分
、
右
欄
外
か
ら
、
四
行
目
ま
で
の
下
欄
外
に
書
き
込
み
。〕

	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

	

良
秀
。（
冷
か
に
笑
つ
て
）
さ
れ
ば
地
獄
と
は
、
＊ 1 	

地
下
の

	

□
□
牢
獄
と
申
す
こ
と
か
と
存
じ
ま
す
る
。
梵
語
に

	

□
□
て
は
那
落
迦
、
即
ち
俗
に
云
ふ
奈
落
の
こ
と
で

	

□
□
ご
ざ
い
ま
し
て
、
総
じ
て
こ
れ
を
三
●
＊ 2	

に
別
●
＊ 3 	

	

□
□
ま
す
。
□
□
□
＊ 4

類 

＊ 5

の
う
ち
の
第
一
と
□ 

＊ 2

類
□
＊ 3

ち

	

僧
都
。
う
ん
、
そ
の
三
●
＊ 4 	

●
＊ 5 	

申
す
は
。
＊ 8

そ
の
傍
に
あ
る

	

良
秀
。
一
は
根
本
地
獄
。
＊ 6 	

八
大
地
獄
、
＊ 7 	
＊ 8 	

さ
ら
に
加
ふ
る
に
〔
一
字
分
下
欄
外
に
か
か
る
。〕

	

□
□
●
八
寒
地
獄
。
●
＊ 6

と
し
て
の
で
あ
る 

＊ 7

或
ひ
は
そ
れ
を
八
熱
地
獄　
〔
＊ 6 	
・
＊ 7 	
へ
の
挿
入
部
分
、
二
行
分
か
ち
書
き
。〕

	

僧
都
。
第
二
は
。
＊ 9

八
大
地
獄
の
四
門
に
四
ケ

、
合
せ
て

	

良
秀
。
二
は
＊ 9 	

近
辺
地
獄
。
十
六
＊10	

遊
増
地
獄
。

＊ 1
弥
陀
の
浄
土
に
対
し
て
五
悪
趣
●
道
と
名
づ
く
る
五
つ
の
境
界
の
ひ
と
つ
●
で
ご
ざ
い
ま
す

●
●
地
獄
の
外
に
餓
鬼
、
畜
生
、
人
、
天
●
の
四
つ
が
あ
り
ま
す
が
、
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＊10

ケ

づ
つ
あ
る	

〔
魚
尾
の
下
方
に
書
き
込
み
。〕

	

僧
都
。
第
三
は
何
ぢ
や
。
□
□
□
□
□
□
□

	

〔
行
間
書
き
込
み
。〕
＊12

こ
れ
は
＊13

〔
以
下
、
＊13	
へ
の
挿
入
部
分
、八
～
一
〇
行
目
の
行
末
各
三
マ
ス
及
び
一
〇・一
一
行
の
行
間
か
ら
用
紙
末
尾
ま
で
の
下
欄
外
に
書
き
込
み
。〕

	
良
秀
。
＊11	

孤
独
地
獄
。
＊12	

山
間
曠
野
樹
下
空
中
な
ど
に
あ
る
も

	
□
□
の
。
＊11

三
は
猶
詳
し
く
申
せ
ば
、
瞻
部
洲
の
地
下
五

	

□
□
百
踰
繕
那
の
と
こ
ろ
に
地
獄
は
あ
つ
て
、
先
づ

	

□
□
第
一
を
等
活
と● 

云
ふ
。
こ
れ
よ
り
次
第
に
、
黒

	

□
□
縄
、
衆
合
、
號
叫
、
大
叫
、
炎
熱
、
大
熱
、
無

	

□
□
間
の
八
つ
、
こ
れ
を
八
大
地
獄
、
或
ひ● 

は
八
寒

	

□
□
地
獄
に
對
し
て
、
八
熱
地
獄
と
も
申
す
の
で
ご

	

□
□
ざ
い
ま
す
。
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

	

僧
都
。
う
ん
、
そ
れ
で
は
八
寒
地
獄
と
云
ふ
の
は
。	

〔
こ
こ
ま
で
一
八
【
一
九
】
枚
目
。〕

19
│	

良
秀
。
前
の
八
大
地
獄
は
、
竪
に
重
つ
た
も
の
で
ご

	

□
□
ざ
い
ま
す
が
、
八
寒
地
獄
は
横
に
連
な
●
＊ 1 	

□
居

	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊ 1

つ
て	

〔
行
間
書
き
込
み
。〕

	

□
□
り
ま
す
。
頞あ

浮ぶ

陀た

、
尼に

羅ら

浮ぶ

陀た

、
阿あ

羅ら

ら々

、
阿あ

	

□
□
婆ば

ば々

、
虎
々
婆ば

、
嗢う

波ば

羅ら

、
波は

特と

摩ま

、
摩ま

訶
（
マ
マ
）

訶か　

	

□
□
波は

特と

摩ま　

阿あ

波は

々ゝ
、
阿あ

吨た

た々

、
阿あ

羅ら

ら々

、
阿あ

婆ば

＊13
八
寒
八
熱
地
獄
の
如
く
に
定
ま
る
と
こ
ろ
あ
る
に
あ
ら
ず
。

各
人
制
禦
の
惑
す
る
と
こ
ろ
の
地
獄
に
し
て
、
或
ひ
は
虚
空
、

或
ひ
は
山
野
に
散
在
し
て
居
り
ま
す
。
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□
□
々ゝ
、
優う

波は
＊ 2	

羅ら

、
波は

特ど
＊ 3 	

摩ま

、
拘く

物も
つ

頭づ

、
分ふ
ん

陀だ

利り

、

	

□
□
こ
の
八
＊ 2

鉢
つ
に
＊ 3

頭
別
れ
て
居
り
ま
し
て
、　
＊ 6

こ
の
地
獄
に
落
ち
ま
し
た

	
　
　
　
　
＊ 4

名　
　
　
　
　
　
＊ 5

し
い　
　
　
　
　
＊ 7

人　
〔
行
間
書
き
込
み
。〕

	
□
□
こ
の
＊ 4 	

言
葉
の
意
味
は
激
＊ 5 	

寒
さ
の
た
め
に
、
＊ 6 	

罪
＊ 7 	

の
の〔
＊ 6 	
へ
の
挿
入
部
分
、七
～
八・九
行
目
の
行
間
に
か
け
て
下
欄
外
書
き
込
み
。〕

	
□
□
身
が
、
或
ひ
は
青
い
蓮
華
の
如
く
、
或
ひ
は
紅　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊ 8

こ
ろ	

〔
行
間
書
き
込
み
。〕

	

□
□
の
蓮
華
の
如
く
、
裂
け
る
と
云
ふ
＊ 8 	

に
由
来
し
て
ゐ　
　
　
　
　
　
　
　
　

	

□
□
る
と
、
寡
聞
な
が
ら
聴
き
及
ん
で
居
り
ま
す
。

	

僧
都
。
成
程
、
さ
す
が
は
＊ 9 	

地
獄
変
の
屏
風
を
描
か
う

	

□
□
と
す
る
だ
け
あ
つ
て
、
＊ 9 	

そ
●
れ
で
は
の
數
は
●

	

□
□
す
べ
て
で
い
く
つ
あ
る
か
知
つ
て
居
る
か
。
□

	

良
秀
。
根
本
地
獄
の
八
熱
に
、
各
＊10

遊
増
の
＊10

十
六
あ
り
の

	

□
□
あ
り
。
合
せ
て
百
三
十
六
地
獄
。
□
□
□
□

	

僧
都
。
し
て
ま
た
地
獄
に
墮
す
る
業
因
は
。
□
□
□

	

良
秀
。
十
悪
す
べ
て
地
獄
に
墮
つ
。
□
□
□
□
□
□

	

僧
都
。
さ
れ
ば
そ
の
十
悪
と
は
。
□
□
□
□
□
□
□

	

良
秀
。
殺
生
、
偸
盗
、
邪
淫
、
妄
語
、
両
舌
、
悪
口
、	
〔
こ
こ
ま
で
一
九
【
二
〇
】
枚
目
。〕

　

│　

	

　
　
　
　
　
　
＊ 1

貪　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊ 2

を	
〔
右
欄
外
書
き
込
み
。〕

20 ﾉ 1
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□
□
綺
語
、
●
＊ 1 	

慾
、
瞋
恚
、
邪
見
、
こ
れ
は
＊ 2	

十
悪
業
、

	

□
□
或
ひ
は
又
十
不
善
業
と
申
し
ま
す
。
□
□
□
□

	

僧
都
。
そ
れ
ほ
ど
地
獄
の
こ
と
を
知
つ
て
ゐ
る
も
の

	
□
□
が
、
如
何
に
大
殿
の
お
吩
咐
ぢ
や
と
は
云
へ
、

	
□
□
世
に
も
怖
ろ
し
い
地
獄
變
の
屏
風
を
、
描
か
う

	

□
□
と
思
ひ
立
つ
た
の
ぢ
や
。
□
□
□
□
□
□
□
□

	

　
　
　
　
＊ 3

画　
　
　
　
　
　
＊ 4

し　

	

〔
行
間
書
き
込
み
。〕

	

良
秀
。
藝
＊ 3 	

道
の
上
か
ら
申
す
＊ 4 	

ま
す
と
、
地
獄
で
あ
ら

	

□
□
う
が
何
で
あ
ら
う
が
、
見
る
も● 

の
の
魂
を
揺
り
動

	

□
□
か
す
や
う
な
、
力
の
あ
る
優
れ
た
も
の
を
描
け
ば
よ

	

□
□
い
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
い
や
、
＊ 5 	

画
道
ば
か
り
な
く
、
す

	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊ 5

唯
こ
れ
は
唯	

〔
行
間
書
き
込
み
。〕

	

□
□
べ
て
の
藝
と
申
す
も
の
は
、
□
□
□
□
さ
う
云
ふ
も

	

□
□
の
で
は
な
い
か
と
、
憚
り
な
が
ら
存
じ
ま
す
。
□
□
□

	

僧
都
。
し
か
し
い
や
、
い
や
、
如
何
に
一
藝
一
能
に
秀

	

□
□
で
た
者
で
も
、
怖
ろ
し
き
こ
と
を
怖
ろ
し
と
せ

	

□
□
ず
、
醜
き
も● 

の
を
醜
し● 

と
せ
ぬ
や
う
な
も
の
は
、

	

□
□
必
竟
地
獄
に
墮
つ
る
で
あ
ら
う
ぞ
。
□
□
□
□
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良
秀
。（
冷
や
か
に
笑
つ
て
）
画
道
の
た
め
藝
の
た
め
な

	

□
□
ら
ば
、
地
獄
に
墮
つ
る
こ
と
位
、
何
で
で
厭
ひ

	

□
□
怖
れ
ま
せ
う
や
。
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

	
僧
都
。
そ
れ
で
は
如
何
あ
つ
て
も
地
獄
変
の
屏
風
は
、	

〔
こ
こ
ま
で
二
〇
ノ
一
【
二
一
】
枚
目
。〕

　

│　

	

　
　
　
　
　
＊ 1

ひ
て	

〔
右
欄
外
書
き
込
み
。〕

	

□
□
見
事
描
き
上
げ
て
＊ 1 	

見
せ
る
と
申
す
の
か
。
□
□

	

良
秀
。
一
旦
描
か
う
と
思
ひ
定
め
ま
し
た
上
は
、
命

	

□
□
に
か
け
て
も
描
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ぬ
。
ま
あ
阿

	

□
□
闍
梨
様
に
は
か
や
う
な
こ
と
に
、
よ
し
な
き
心

	

□
□
を
配
ら
る
る
よ
り
も
、
御
八
講
の
朝
廷
夕
座
、

	

□
□
讀
経
供
養
で
も
な
す
つ
て
ゐ
た
ら
、
よ
ろ
し
か

	

□
□
ら
う
と
存
じ
ま
す
。
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

	

僧
都
。
え
え
、
ま
た
し
て
も
無な
め
げ禮

な
こ
と
を
。（
大
殿

	

□
□
に
）
殿
。
先
刻● 

申
し
上
げ
た
こ
と
を
、
ど
う
か
お

	

□
□
忘
れ
に
な
ら
ぬ
や
う
。
そ
れ
で
は
こ
れ
で
お
暇

	

　
　
　
　
＊ 2

し	

〔
行
間
書
き
込
み
。〕

	

□
□
●
申
＊ 2	

●
ま
す
。
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□	
〔
こ
こ
ま
で
二
〇
ノ
二【
二
二
】枚
目
。
一
二
行
目
以
降
白
紙
。〕

21
│	

□
□
横
川
の
僧
都
席
を
蹴
る
や
う
に
し
て
去
る
。
□

20 ﾉ 2
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□
□
＊ 1 	

良
秀
は
冷
然
と
し
て
動
か
ず
。
や
が
て
元
の
座

	

□
□
＊ 1

大
殿
は
見
送
り
に
立
つ
た
が
、
に
付
い
た
大
殿
の

	

□
□
方
に
向
つ
て
詫
び
る
や
う
に
一
禮
す
る
。
□
□

	
良
秀
。
画
道
の
こ
と
と
相
成
り
ま
す
と
、
兎
角
一
徹

	
□
□
に
な
り
勝
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
つ
い
失
禮
な
こ

	

□
□
と
を
申
上
げ
た
り
致
す
や
う
に
な
り
ま
す
。
大

	

□
□
殿
様
か
ら
も
横
川
の
阿
闍
梨
様
に
、
後
日
よ
し

	

□
□
な
に
お
取
り
な
し
お
き
を
願
ひ
た
う
存
じ
ま
す
。

	

大
殿
。
承
知
致
し
た
。
し
か
し
今
日● 

の
二
人
の
地
獄

	

□
□
問
答
は
、
い
ろ
い
ろ
わ
し
も
教
へ
ら
れ
る
と
こ

	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊ 2

に	

〔
行
間
書
き
込
み
。〕

	

□
□
ろ
が
あ
つ
た
。
阿
闍
梨
様
の
云
は
れ
る
こ
と
＊ 2	

も
、

	

□
□
ま
た
そ
ち
の
云
ふ
こ
と
＊ 3 	

も
、
い
づ
れ
に
も
も
つ

	

□
□
と
も
な
道
理
が
あ
る
。
＊ 3

に

詮
あ
れ
で
は
幾
日

	

□
□
云
ひ
爭
ふ
た
と
こ
ろ
で
、
論
議
の
盡
き
る
時
は

	

□
□
あ
る
ま
い
。
□
□
□
□
□
□
□
□
□
＊ 4

横
川
の
□

	

良
秀
。
大
殿
の
前
も
は
ば
か
ら
ず
、
尊
い
阿
闍
梨
＊ 4 	

僧

	

□
□
都
に
對
し
無
禮
の
段
々
、
ど
う
か
お
許
し
下
さ
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□
□
い
ま
し
。（
形
を
改
め
て
）
さ
て
、
大
殿
。
今
日
直

	

□
□
々
に
お
目
通
り
を
願
ひ
ま
し
た
の
は
、
兼
ね
兼	

〔
こ
こ
ま
で
二
一
【
二
三
】
枚
目
。〕

	
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊ 1

に
就
て	

〔
右
欄
外
に
書
き
込
み
。〕

22
│	
□
□
ね
お
吩
咐
に
な
り
ま
し
た
屏
風
の
こ
と
＊ 1 	

で
ご
ざ
い

	
□
□
い
ま
す
が
、
わ
た
く
し
も
日
夜
に
丹
誠
を
抽
ん

	

□
□
で
て
、
筆
を
執
り
ま
し
た
甲
斐
が
見
え
、
も
は

	

□
□
や
あ
ら
＊ 2	

し
出
来
上
つ
た
も
同
然
で
ご
ざ
い
ま
す
。

	

大
殿
。（
慌
て
＊ 2

ま
で
）
そ
れ
は
目
出
度
い
。
予
も
満
足

	

□
□
ぢ
や
。
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

	

　
　
　
　
　
＊ 4

や	

〔
行
間
書
き
込
み
。〕

	

良
秀
。
＊ 3 	

（
い
え
＊ 4 	

、
そ
れ
が
一
向
目
出
度
く
は
ご
ざ
り
ま

	

□
□
□
＊ 3
（
や
や
腹
立
た
し
げ
に
）
せ
ぬ
。（
伏
目
に
な
り
て
）
兎

	

□
□
も
角
あ
ら
ま
し
は
出
来
上
り
ま
し
た
が
、
唯
ひ

	

□
□
と
つ
今
以
て
、
わ
た
く
し
に
は
描
け
ぬ
と
こ
ろ

	

□
□
が
あ
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
□
□
□
□
□
□
□

	

大
殿
。（
問
ひ
返
す
や
う
に
）
な
に
、
描
け
ぬ
と
こ
ろ
が

	

□
□
あ
る
。
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

	

良
秀
。
左
様
で
ご
ざ
り
ま
す
。
わ
た
く
し
は
総
じ
て
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□
□
見
た
も
の
で
な
け
れ
ば
描
け
ま
せ
ぬ
。
わ
た
く

	

□
□
し
が
こ
れ
ま
で
に
描
き
ま
し
た
繪
は
、
＊ 5 	

悉
く
眞　
　

	

□
□
を
寫
し
実
を
描
い
た
も
の
ば
か
り
、
□
□
□
□

	
□
□
い
つ
ぞ
や
＊ 6 	

お
吩
咐
に
依
つ
て
描
き
ま	

〔
＊ 5 	
へ
の
挿
入
部
分
、一
八
～
二
〇
行
目
の
行
末
四
文
字
分
を
使
用
し
、

	
□
□
し
た
稚 

＊ 6

や
は
り 

児
文
珠
の
繪
も
、	

下
欄
外
に
か
け
て
書
き
込
み
。〕

	

□
□
ご
寵
愛
の
童
の
顔
を
寫
し
ま
し
た
。

		


〔
こ
こ
ま
で
二
二
【
二
四
】
枚
目
。〕

23
│	

□
□
わ
た
く
し
は
如
何
も
現
在
こ
の
目
で
見
た
も
の

	

□
で
な
け
れ
ば
、
よ
し
描
け
た
と
致
し
ま
し
て
も
、

	

□
□
得
心
●
す
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ぬ
。
得
心
出
来

	

□
□
ぬ
も
の
な
れ
ば
、
描
け
ぬ
も
同
じ
こ
と
で
は
ご

	

□
□
ざ
い
ま
せ
ぬ
か
。
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

	

大
殿
。（
＊ 1 	

微
笑
を
浮
べ
て
）
そ
れ
で
は
地
獄
変
の
屏
風
を

	

□
□
描
□
＊ 1

や
や
皮
肉
な 

か
う
と
す
れ
ば
、
□
地
獄
を
見
ね

	

□
□
ば
な
る● 

ま
い
の
う
。
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□　
　
　
　

	

良
秀
。（
眞
面
目
に
點
頭
い
て
）
左
様
で
ご
さ
（
マ
マ
）

い
ま
す
。	

〔
＊ 3 	

へ
の
挿
入
部
分
、八
～
一
一
行
目
の
下
欄
外
に
書
き
込
み
。〕

	

□
□
が
、
わ
た
く
し
は
先
年
＊ 2	

大
火
事
が
ご
ざ
い
ま
し
＊ 3 

＊ 3

て
、
わ
が
家
も
類
焼
致
し
ま
し　
　
　
　
　

	

□
□
た
時
、
炎
熱
地
獄
の
猛
＊ 2

見
た
火
に
も
ま
が
ふ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊ 5
龍
蓋
寺
の
門

の
五
趣
生
死
の

図
を
始
め

と
し
て
、
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□
□
火
の
手
を
、
目
の
あ
た
り
に
眺
め
ま
し
た
。
よ

	

□
□
ぢ
り
不
動
の
火
焔
を
描
き
ま
し
た
の
も
、
実
は	

〔
＊ 4 	
へ
の
挿
入
部
分
、
一
三
行
～
一
三
・
一
四
行
目
の
行
間
に
か
け
て
上
欄
外

	

□
□
あ
の
火
事
に
遇
つ
た
か
ら
で
ご
ざ
い
ま
す
。
御	

に
書
き
込
み
。〕

	
□
□
前
も
あ
の
繪
は
御
承
知
で
ご
ざ
い
ま
せ
う
。
□

	
大
殿
。
＊ 4 	

し
か
し
罪
人
は
如
何
ぢ
や
。
＊ 5 	

獄
卒
は
見
た
こ

	

□
□
と
が
あ
る
ま
い
な
。
□
□
□
＊ 5

ま
だ
□
□
□
□
□

	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊ 6

直	

〔
行
間
書
き
込
み
。〕

	

良
秀
。
鐵
の● 
鎖
に
縛
め
ら
れ
た
も
の
は
、
●
＊ 6 	

ぐ
わ
た

	

□
□
く
し
の
手
近
に
で
も
見
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

	

□
□
怪
鳥
に
悩
ま
さ
れ
る
も
の
の
姿
も
、
わ
た
く
し	

〔
こ
こ
ま
で
二
三
【
二
五
】
枚
目
。〕

24
│	

□
□
に
は
何
時
で
も
寫
し
取
る
こ
と
が
出
来
る
の
で

	

□
□
ご
ざ
い
ま
す
。
さ
れ
ば
罪
人
が
地
獄
の
呵
責
に

	

　
　
　
　
　
　
　
　
＊ 1

な
ら
ば	

〔
行
間
書
き
込
み
。〕

	

□
□
苦
し
む
有
様
も
＊ 1 	

、
わ
た
く
し
に
は
如
何
や● 
う
に　
　
　
　
　

	

□
□
も
描
く
こ
と
が
出
来
る
と
申
し
て
も
、
さ
ほ
ど

	

□
□
過
言
で
も
ご
ざ
い
ま
す
ま
い
。（
気
味
の
悪
い
苦

	

□
□
笑
を
漏
ら
し
な
が
ら
）
そ
れ
か
ら
又
獄
卒
は
、
夢

	

□
□
現
に
幾
度
と
な
く
、
わ
た
く
し
の
目
に
映
り
ま

＊4
承
知
致
し

て
ゐ
る
。
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□
□
し
た
。
或
ひ
は
牛
頭
、
或
ひ
は
馬
頭
、
或
ひ
は

	

□
□
三
面
六
臂
の
鬼
の
形
が
、
音
の
せ
ぬ
手
を
拍
き
、

	

□
□
聲
の
出
ぬ
口
を
開
け
て
、
わ
た
く
し
を
虐
み
に

	
□
□
ま
ゐ
り
ま
す
の
は
、
殆
ん
ど
毎
日
の
こ
と
と
申

	
□
□
し
て
も
よ
ろ
し
う
ご
ざ
い
ま
せ
う
。
わ
た
く
し

	

□
□
の
描
か
う
と
し
て
描
け
ぬ
の
は
、
そ
の
や
う
な

	

□
□
も
の
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ぬ
。
□
□
□
□
□
□
□

	

大
殿
。
そ
れ
で
は
何
が
描
け
ぬ
と
申
す
の
ぢ
や
。
□

	

良
秀
。（
じ
つ
と
大
殿
の
顔
を
見
詰
め
な
が
ら
）
わ
た
く

	

□
□
し
は
屏
風
の
唯
中
に
、
檳
榔
毛
の
車
が
一
輛
、

	

□
□
空
か
ら
落
ち
て
来
る
と
こ
ろ
を
描
か
う
と
思
つ

	

□
□
て
居
り
ま
す
●
。（
間
を
置
い
て
）
そ
の
＊ 2	

中
に
は
、

	

□
□
一
人
の
あ
で
や
か
な
上
﨟
が
、
猛
火
＊ 2

車
の
の
中	

〔
こ
こ
ま
で
二
四
【
二
六
】
枚
目
。〕

25
│	

□
□
に
黒
髪
を
乱
し
な
が
ら
、
悶
え
苦
し
ん
で
ゐ
る

	

□
□
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
顔
は
煙
に
咽
び
な
が
ら
、

	

□
□
眉
を
ひ
そ
め
て
空
ざ
ま
に
、
車や
か
た蓋

を
＊ 1 	

仰
ぎ
、
手

	

□
□
は
下
簾
を
引
つ
ち
ぎ
つ
て
、
降
り
＊ 1

じ
つ
と
振
り

	

□
□
か
か
る
火
の
雨
を
防
が
う
と
し
て
居
り
ま
す
。
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□
□
そ● 

し
て
そ
の
周
り
に
は
、
怪
し
げ
な
鷙し
て
う鳥

が
幾

	

□
□
十
羽
と
な
く
、
嘴
を
鳴
ら
し
な
が
ら
飛
び
廻
つ

	

□
□
て
ゐ
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。（
深
い
歎
息
を
つ
い

	
□
□
て
）
あ
あ
、
そ
れ
が
わ
た
く
し
に
は
描
け
ま
せ
ぬ
。

	
□
□
牛
車
の
中
の
上
﨟
が
如
何
し
て
も
わ
た
く● 

し
に

	

□
□
は
描
く
こ
と
が
出
来
ま
せ
ぬ
。
□
□
□
□
□
□

	

大
殿
。
そ
れ
で
わ
し
に
如
何
し
て
呉
れ
い
と
申
す
の

	

□
□
ぢ
や
。
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

	

良
秀
。
如
何
か
檳
榔
毛
の
車
を
一
輛
、
わ
た
く
し
の

	

□
□
見
て
ゐ
る
前
で
、
火
を
懸
け
て
頂
き
た
い
の
で

	

□
□
ご
ざ
い
ま
す
。
さ
う
し
て
若
し
出
来
ま
す
な
ら

	

□
□
ば
。
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

	

□
□
良
秀
は
さ
う
云
ひ
懸
け
て
、
暗
示
的
に
大
殿
の

	

□
□
顔
を
じ
つ
と
見
詰
め
る
。
大
殿
も
じ
つ
と
良
秀

	

□
□
と
顔
を
見
合
せ
て
ゐ
た
が
、
や
が
て
そ
の
面
に	

〔
こ
こ
ま
で
二
五
【
二
七
】
枚
目
。〕

26
│	

□
□
暗
い
影
が
現
は
れ
た
か
と
思
ふ
と
、
急
に
け
た

	

□
□
た
ま
し
く
聲
を
立
て
て
笑
ふ
。
□
□
□
□
□
□

	

大
殿
。
お
お
、
承
知
致
し
た
。
万
事
そ
の
方
が
申
す
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＊ 1

ぬ	

〔
行
間
書
き
込
み
。〕

	

□
□
通
り
に
致
し
て
遣
は
さ
う
。
出
来
る
出
来
●
＊ 1 	

の

	

□
□
詮
議
は
無
益
の
沙
汰
ぢ
や
。（
も
う
一
度
も
の
狂

	
□
□
ほ
し
く
笑
つ
た
後
）
よ
し
、
よ
し
、
檳
榔
毛
の
車

	
□
□
に
も
火
を
懸
け
や
う
。
ま
た
そ
の
中
に
は
あ
で

	

□
□
や
か
な
女
を●

一
人
、
上
﨟
の
装
ひ
を
さ
せ
て
乗

	

□
□
せ
て
遣
は
さ
う
。
＊ 2	

炎
と
黒
煙
と
に
攻
め
ら
れ
て
、

	

□
□
車
の
中
の
女
が
悶
＊ 2

紅
蓮
の
え
死
す
る
。
そ
れ

	

□
□
を
描
か
う
と
思
ひ
付
い
た
の
は
、
流
石
に
天
下

	

□
□
第
一
の
繪
師
ぢ
や
。
褒
め
て
と
ら
す
。
お
お
、

	

□
□
褒
め
て
と
ら
す
ぞ
。
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

	

良
秀
。（
そ
の
言
葉
を
聴
く
と
崩
折
れ
た
や
う
に
疊
に

	

□
□
両
手
を
つ
い
て
）
難
有
い
仕
合
せ
に
存
じ
ま
す
る
。

	

大
殿
。（
呼
ぶ
）
誰
か
居
ら
ぬ
か
。
□
□
□
□
□
□
□

	

□
□
女
房
狹
霧
出
づ
。
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

	

狹
霧
。
お
召
し
に
な
り
ま
し
た
か
。
□
□
□
□
□
□

	

大
殿
。
お
お
、
良
秀
に
土か
は

器ら
け

を
取
ら
す
。
御み

酒き

の
用

	

□
□
意
を
致
せ
。
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□	
〔
こ
こ
ま
で
二
六
【
二
八
】
枚
目
。〕
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27
│	

狹
霧
。
か
し
こ
ま
り
ま
し
た
。
□
□
□
□
□
□
□
□

	

□
□
女
房
達
御
酒
を
運
ん
で
来
る
が
、
良
秀
は
ま

	

□
□
だ
疊
に
両
手
を
つ
い
た
ま
ま
、
じ
つ
と
身
動
き

	
□
□
も
し
ず
に
考
へ
込
ん
で
ゐ
る
。
□
□
□
□
□
□

	
□
□
遠
く
若
殿
の
朗
詠
の
聲
が
聴
こ
え
て
来
る
。	

〔
こ
こ
ま
で
二
七
【
二
九
】
枚
目
。
六
行
目
以
降
白
紙
。〕

28
│	

□
□
□
□
□
□
そ
の　

二
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□	

〔
一
・
二
行
目
の
行
間
に
位
置
。
二
行
取
り
。〕

	

□
□
堀
川
の
邸
。
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□	

〔
三
行
目
。〕

	

□
□
長
廊
下
。
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

	

□
□
夜
。
月
明
り
。
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

	

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

	

□
□
遣
戸
を
開
け
て
良
秀
出
づ
。
大
分
酔
つ
て
ゐ
る
。

	

□
□
若
き
近
侍
貞
光
紙
燭
を
持
ち
て
先
に
立
つ
。
□

	

貞
光
。
気
を
付
け
て
お
出
で
な
さ
い
ま
し
。
危
な
う

	

□
□
ご
さ
（
マ
マ
）

い
ま
す
ぞ
。
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

	

良
秀
。
い
や
、
こ
の
位
の
酒
で
は
ま
だ
大
丈
夫
で
ご

	

□
□
ざ
い
ま
す
。
殿
様
に
は
大
分
お
酔
ひ
に
な
り
、

	

□
□
お
就ひ

寝け

に
な
つ
て
し
ま
は
れ
た
ゆ
ゑ
、
御
挨
拶

	

□
□
も
申
上
げ
ま
せ
な
ん
だ
が
、
ど
う
か
よ
ろ
し
う
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□
□
申
上
げ
て
下
さ
い
ま
し
。
□
□
□
□
□
□
□
□

	

貞
光
。
か
し
こ
ま
り
ま
し
た
。
□
□
□
□
□
□
□
□

	

＊ 1 	�

〔
＊ 1 	
へ
の
挿
入
部
分
、
一
六
・
一
七
行
目
の
行
間
に
挿
入
指
示
。
一
三
～
二
〇
行
目
の
上
欄
外
に
書
き
込
み
。〕

	
□
□
猿
が
後
を
追
ふ
や
う
に
し
て
出
で
来
り
、
良
秀

	
□
□
の
裾
を
頻
り
に
引
つ
張
る
。
□
□
□
□
□
□
□

	

良
秀
。
何
だ
。
猿
め
か
。
如
何
し
ろ
と
云
ふ
の
だ
。

	

□
□
猿
は
気
も
狂
は
む
ば
か
り
に
歯
を
む
き
出
し
、	

〔
こ
こ
ま
で
二
八
【
三
〇
】
枚
目
。〕

29
│
貞
光
。	

□
□
け
た
た
ま
し
く
啼
き
立
て
る
。
□
□
□
□
□
□	

〔
上
欄
外
に
登
場
人
物
名
の
書
き
込
み
と
削
除
、
五
・
六
行
目
の
行

	

良
秀
。
え
え
、
う
る
さ
い
。
何
を
す
る
の
だ
。
□
□	

間
へ
の
挿
入
指
示
削
除
の
跡
あ
り
。〕

	

□
□
蹴
放
す
け
れ
ど
も
猿
は
中
々
離
れ
ず
に
、
一
し

	

□
□
よ
う
懸
命
に
裾
を
引
つ
張
●
＊ 1 	

な
が
ら
●
＊ 2	

狂
ほ
し

	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊ 1

り　
　
　
＊ 2

も
の	

〔
行
間
書
き
込
み
。〕

	

□
□
げ
に
啼
く
。
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

�
〔
行
間
上
欄
外
に
こ
の
行
間
へ
の
挿
入
の
指
示
線
、
塗
り
つ
ぶ
さ
れ
た
形
で
残
存
。〕

	

良
秀
、（
気
が
付
い
て
）
し
か
し
こ
の
猿
の
様
子
は
、
如

	

□
□
何
も
唯
事
と
は
思
は
れ
ぬ
。（
點
頭
い
て
）
う
ん
、
わ

	

□
□
し
に
来
い
と
云
ふ
の
か
。
□
□
□
□
□
□
□
□

	

□
□
良
秀
＊ 3 	

五
六
歩
猿
に
引
つ
張
ら
れ
て
往
き
懸
け
た
時
、

＊1
良
秀
。

こ
れ
か
ら
は

月
明
り
で

歩
い
て
往

か
れ
ま
す
。

ど
う
か
お
引
き

取
り
下
さ
い
。

貞
光
。そ
れ
で
は

気
を
付
け
て
お
出

で
な
さ
い
ま
し
。

貞
光
去
る
。
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□
□
遣
戸
＊ 3

が
の
向
ふ
で
人
の
云
ひ
爭
つ
て
ゐ
る
聲
が	

〔
行
末
一
字
分
、
下
欄
外
に
書
き
込
み
。〕

	

□
□
慌
た
だ
し
い
う
ち
に
も
ひ
つ
そ
り
と
、
廊
下
の
方

	

□
□
へ
傳
は
つ
て
来
る
。
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

	
夕
月
の
聲
。
あ
れ
、
何
を
な
さ
い
ま
す
。
ど
う
か
お

	
□
□
離
し
下
さ
い
ま
し
。
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

	

殿
様
の
聲
。
何
も
さ
う
遁
げ
る
に
は
及
ば
ぬ
で
は
な

	

□
□
い
か
。
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

	

夕
月
の
聲
。
い
え
、
い
え
、
い
け
ま
せ
ぬ
、
い
け
ま

	

□
□
せ
ぬ
。
そ
の
や
う
な
悪
戯
を
な
さ
れ
ま
す
と
、

	

□
□
宿
直
の
者
を
呼
び
ま
す
ぞ
え
。
□
□
□
□
□
□

	

殿
様
の
聲
。
さ
う
か
た
＊ 4 	

く
な
＊ 5 	

を
云
ふ
も
の
で
は
な
い
。

	

　
　
　
　
　
　
　
＊ 4

頑　
　
　
＊ 5

事	

〔
左
欄
外
に
書
込
み
。
こ
こ
ま
で
二
九
【
三
一
】
枚
目
。〕

30
│	

□
□
さ
あ
、
わ
し
の
云
ふ
こ
と
を
。
□
□
□
□
□
□

	

夕
月
●の 

聲
。（
叫
ぶ
。）
あ
れ
、
誰
か
来
て
。
□
□
□
□
□

	

殿
様
の
聲
。（
荒
々
し
く
）
え
え
、
勝
手
に
す
る
が
い
い
。

	

□
□
激
し
く
倒
れ
懸
か
る
＊ 1 	

も
の
音
が
す
る
と
同
時
に
、

	

□
□
遣
戸
が
＊ 1

體
を
打
ち
付
け
る
弾
か
れ
た
や
う
に
倒

	

□
□
れ
て
、
袴
や
袿
を
し● 

ど
け
な
く
乱
し
た
夕
月
が
、
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□
□
息
を
切
ら
し
て
轉
げ
る
や
う
に
出
て
来
る
。
□

	

□
□
貞
光
は
驚
い
て
そ
の
ま
ま
遣
戸
の
向
ふ
へ
急
ぎ

	

□
□
入
る
。
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

	
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊ 2

に	

〔
行
間
書
き
込
み
。〕

	
□
□
夕
月
は
無
言
の
ま
ま
良
秀
の
＊ 2	

縋
り
付
い
て
聲
を

	

□
□
立
て
て
泣
く
。
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

	

□
□
良
秀
も
娘
の
體
を
抱
き
か
か
へ
た
ま
ま
涙
を
流

	

□
□
す
。
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□　
　
　
　
　
　

	

　
　
　
　
＊ 3

心
配
さ
う	

〔
行
間
書
き
込
み
。〕

	

□
□
猿
は
し
き
り
＊ 3 	

に
夕
月
の
周
り
を
廻
つ
て
ゐ
た
が
、

	

□
□
や
が
て
肩
に
飛
び
上
が
つ
て
背
中
を
さ
す
る
。
□	

〔
こ
こ
ま
で
三
〇
【
三
二
】
枚
目
。
一
六
行
目
以
降
白
紙
。〕

31
│	

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

	

□
□
□
□
□
□
そ
の　

三
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

	

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

	

□
□
良
秀
の
画
室
。
□
蔀
を
下
ろ
し
た
暗
い
部
屋
。

	

□
□
翌
く
る
日
の
夕
方
。
外
に
は
薄
明
り
の
ま
だ
あ
＊ 1 	

	

□
□
る
（
マ
マ
）

が
、
＊ 2	

結
●
燈
臺
の
灯
が
點
さ
れ
て
ゐ
る
。
＊ 1

明
る
い　
〔
行
末
一
マ
ス
分
か
ら
下
欄
外
に
か
け
て
書
き
込
み
。〕

	

□
□
良
●
＊ 2

部
屋
の
中
に
は
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
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□
□
＊ 3

描
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

	

□
□
●
＊ 3 	

き
か
け
の
地
獄
変
の
屏
風
の
前
。
□
□
□
□

	

□
□
良
秀
は
疲
れ
切
つ
て
ぐ
つ● 

す
り
と
睡
り
込
ん
で

	
□
□
ゐ
る
。
そ
の
枕
も
と
に
は
弟
子
の
良
信
が
、
心

	
□
□
配
さ
う
な
顔
付
で
番
を
す
る
や
う
に
座
つ
て
＊ 4 	

ゐ

	

□
□
る
。
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□	

〔
一
三
・
一
四
行
目
行
末
三
マ
ス
か
ら
下
欄
外
に
か
け
て
書
き
込
み
。

	

□
□
暫
く
す
る
と
良
秀
は
、
悪
夢
に
壓
は
れ	

「
座
り
な
が
ら
」
の
脱
落
か
。〕

	

□
□
た
や
う
に
、
気
味
の
悪
い
叫
び
聲
を
立
て
る
。

	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊ 5

つ	

〔
行
間
書
き
込
み
。〕

	

良
秀
。
も
う
一
人
の
弟
子
秀
起
、
そ
●
＊ 5 	

と
入
つ
て
来

	

□
□
て
、
低
い
聲
で
良
信
に
咡
く
。
□
□
□
□
□
□

	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊ 6

で
す	

〔
行
間
書
き
込
み
。〕

	

秀
起
。
お
師
匠
様
は
ど
ん
な
工
合
だ
＊ 6 	

。
□
□
□
□
□

	

良
信
。
よ
う
眠
つ
て
お
ゐ
で
だ
か
ら
何
も
心
配
す
る

	

□
□
こ
と
は
な
い
。
あ
ち
ら
へ
往
つ
て
ゐ
た
が
い
い
。	

〔
こ
こ
ま
で
三
一
【
三
三
】
枚
目
。〕

32
│	

秀
起
。
し
か
し
さ
つ
き
は
あ
の
剛
情
な
お
師
匠
様
が

	

□
□
庭
先
で
じ
つ
と
空
を
お
眺
め
に
な
つ
た
ま
ま
、

	

□
□
涙
を
ぽ
ろ
ぽ
ろ
こ
ぼ
し
て
お
ゐ
で
に
な
つ
た
の

＊ 4
り
な
が
繪
の

具
を
溶
い
て
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□
□
を
見
て
か
ら
は
、
如
何
も
心
配
で
な
り
ま
せ
ん
。

	

良
信
。
そ
の
心
配
は
わ
た
し
と
て
も
同
じ
こ
と
だ
。

	

□
□
そ
れ
か
ら
直
ぐ
後
で
あ
ら
う
。
ぼ
ん
や
り
こ
こ

	
□
□
へ
入
つ
て
来
ら
れ
る
と
、
お
れ
は
少
し
午
睡
を

	
□
□
し
や
う
と
思
ふ
が
、
近
頃
は
如
何
も
夢
見
が
悪

	

□
□
い
、
就
て
は
眠
つ
て
ゐ
る
間
枕
も
と
に
座
つ
て

	

□
□
ゐ
て
貰
ひ
た
い
と
云
は
れ
る
の
だ
。
□
□
□
□

	

秀
起
。
如
何
し
て
急
に
か
う
心
弱
く
お
な
り
に
な
つ

	

□
□
た
も
の
か
、
昨
日
堀
川
か
ら
お
●
＊ 1 	

何
ご
と
か
あ

	

□
□
つ
た
の
で
は
あ
り
ま
す
ま
＊ 1

の
お
邸
で
い
か
。
□
□

	

良
信
。
何
も
仰
し
や
ら
ぬ
か
ら
分
ら
ぬ
が
、
或
ひ
は

	

□
□
何
事
か
あ
つ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
今

	

□
□
の
と
こ
ろ
は
、
よ
く
お
睡
み
の
御
様
子
だ
か
ら
、

	

□
□
安
心
し
て
あ
ち
ら
に
往
つ
て
ゐ
た
が
い
い
。
□

	

秀
起
。
そ
れ
で
は
あ
ち
ら
に
往
つ
て
居
り
ま
す
。
□

	

□
□
秀
起
は
去
る
。
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

	

□
□
短
い
間
暫
く
す
る
と
良
秀
は
悪
夢
に
壓
は
れ	
〔
こ
こ
ま
で
三
二
【
三
四
】
枚
目
。〕

33
│	

□
□
た
や
う
に
も
の
凄
じ
い
叫
び
聲
を
立
て
る
。
□
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良
秀
。
□
な
に
、
お
れ
に
来
い
と
云
ふ
の
だ
な
。
何

	

□
□
處
へ

─
何
處
へ
来
い
と
云
ふ
の
だ
。
な
に
、

	

□
□
奈
落
へ
来
い
。
炎
熱
地
獄
へ
来
い
。

─
誰
だ
、

	
□
□
さ
う
云
ふ
貴
様
は
。

─
□
お
お
、
誰
だ
と
思

	
□
□
つ
た
ら
貴
様
お
の
れ
だ
な
。
お
れ
も
お
の
れ
だ

	

□
□
ら
う
と
思
つ● 

て
ゐ
た
。
な
に
、
迎
へ
に
来
た
と

	

□
□
云
ふ
の
か
。
う
ん
、
さ
う
か
。
だ
か
ら
来
い
。

	

□
□
奈
落
へ
来
い
。
奈
落
に
は
お
れ
の
娘
が
待
つ

	

□
□
て
ゐ
る
と
云
ふ
の
か
。
な
に
、
早
く

─
こ
の
車

	

□
□
に
乗
つ
て
来
い
。
待
つ
て
ゐ
る
か
ら
こ
の
車
に

	

□
□
乗
つ
て
、
奈
落
へ
来
い
と 
申 
す
の
か
。
う
う
ん
、

	

□
□
お
の
れ

─
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

	

□
□
良
秀
は
矢
庭
に
そ
こ
に
刎
ね
起
き
た
が
、
ま
だ

	

□
□
悪
夢
の
中
の
異
類
異
形
が
瞳
か
ら
去
ら
な
い
や

	

□
□
う
な
眼
差
で
、
じ
つ
と
空
を
見
つ
め
て
ゐ
る
。

	

□
□
良
信
は
叫
び
聲
を
聴
く
と
同
時
に
、
繪
の
具
を

	

□
□
溶
く
手
を
留
め
て
お
ろ
お
ろ
し
な●

が
ら
「
お
師
匠

	

□
□
様
、
し
つ
か
り
な
さ
い
ま
し
」
と
云
ふ
言
葉
を
繰
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□
□
り
返
し
て
ゐ
た
が
、
気
が
付
い
た
の
で
や
つ
と	

〔
こ
こ
ま
で
三
三
【
三
五
】
枚
目
。〕

34
│	

□
□
安
心
し
て
聲
を
か
け
る
。
□
□
□
□
□
□
□
□

	

良
信
。
あ
あ
、
お
師
匠
様
。
気
が
お
付
き
に
な
り
ま

	
□
□
し
た
か
。
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

	
良
秀
。
う
ん
。
地
獄
の
夢
を
ま
ざ
ま
ざ
と
見
た
。
剣

	

□
□
山
刀
樹
も
焼
き
爛
れ
る
か
と
思
は
れ
る
ば
か
り

	

□
□
の
紅
蓮
の
猛
火

─
も
の
凄
じ
く
渦
を
巻
く
無

	

□
□
明
の
闇
の
黒
煙
─
金
＊ 1 	

砂
子
を
撒
き
散
ら
し
た

	

□
□
や
う
な
火
の
粉
ま
で
が
、
＊ 1

の 

ま
だ
あ
り
あ
り
と

	

□
□
見
え
る
や
う
な
。（
急
に
感
興
を
覚
え
た
や
う
に
）

	

□
□
良
信
。
わ
し
は
鎖
で
縛
ら
れ
た
人
間
が
見
た
い
。

	

□
□
気
の
毒
で
も
暫
く
の
間
、
わ
し
の
す
る
や
う
に

	

□
□
な
つ
て
ゐ
て
は
呉
れ
ま
い
か
。
□
□
□
□
□
□

	

良
信
。（
脅
え
た
や
う
に
）そ
れ
は
お
師
匠
様
の
お
吩
咐

	

□
□
な
ら
ば
、
何
な
り
と
＊ 2	

仰
せ
の
通
り
に
致
し
ま
す

	

□
□
が
。
□
□
□
□
□
＊ 2

も
□
□
□
□
□
□
□
□
□

	

　
　
＊ 3

う
ん
、
そ
れ
で
は
わ
し
の
云
ふ
通
に
な
つ
て
ゐ
て
呉
れ	
〔
行
間
書
き
込
み
。〕

	

良
秀
。
え
え
、
何
を
愚
図
々
々
し
て
ゐ
る
の
ぢ
や
。
＊ 3 	



108

	

□
□
る
と
云
ふ
の
ぢ
や
な
。
よ
お
し
。
□
□
□
□
□
□

	

□
□
良
秀
は
＊ 4 	

鐵
の
鎖
を
取
り
出
す
と
、
も
の
狂
ほ
し

	

□
□
く
良
信
＊ 4

用
意
し
て
あ
つ
た
に
飛
び
か
か
る
。
□

	
良
信
。
お
師
匠
様
。
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□	

〔
こ
こ
ま
で
三
四
【
三
六
】
枚
目
。〕

35
│	
□
□
良
信
は
良
秀
の
勢
ひ
に
驚
い
て
遁
げ
廻
る
。
良

	

□
□
秀
は
鎖
を
引
き
摺
り
な
が
ら
追
ひ
●
廻
す
う
ち

	

□
□
に
、
恰
も
獸
の
＊ 1 	

如
く
に
き
も
の
凄
じ
き
形
相
と

	

□
□
な
る
。
や
＊ 1

悪
魔
外
道
の
が
て
良
秀
は
良
信
の

	

□
□
背
中
に
乗
り
か
か
り
、
両
の
腕
を
捻
ぢ
上
げ
て
、

	

□
□
●
鉄
の
鎖
で
ぐ
る
ぐ
る
巻
き
に
し
て
し
ま
ふ
。

	

良
秀
。（
呻
く
や
う
に
呟
く
）
●
＊ 2	

づ
第
一
が
鐵
の
笞
に
打

	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊ 2

先	

〔
行
間
書
き
込
み
。〕

	

□
□
た
れ
る
殿
上
人
ぢ
や
。
□
□
□
□
□
□
□
□
□

	

□
□
良
秀
は
紙
と
筆
と
を
取
り
て
良
信
の
姿
を
寫
す
。

	

□
□
や
が
て
鎖
を
強
く
引
き
て
く
と
、
良
信
は
床
を
鳴

	

□
□
ら
し
な
が
ら
横
倒
し
に
な
る
。
□
□
□
□
□
□

	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊ 3

矛	
〔
行
間
書
き
込
み
。〕

	

良
秀
。（
同
じ
や
う
に
獨
り
言
つ
）
次
は
●
●
＊ 3 	

に
胸
を
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＊ 4

蝙
蝠
の
や
う
に
逆
さ
ま
に
な
つ
た
生
受
領	

〔
行
間
書
き
込
み
。〕

	

□
□
刺
さ
れ
た
●
●
●
●
＊ 4 	

ぢ
や
。
□
□
□
□
□
□
□

	

□
□
良
秀
は
更
に
も
う
一
枚
□
良
信
の
姿
を
寫
す
。

	
□
□
寫
し
終
る
と
又
鈴
を
引
き
て
形
を
変
へ
る
。
□

	
良
秀
。（
前
と
同
じ
や
う
に
）
今
度
は
千
曳
の
盤
石
に

	

□
□
體
を
壓
さ
れ
た
念
佛
僧
ぢ
や
。
□
□
□
□
□

	

□
□
同
じ
や
う
に
寫
生
を
し
、
終
る
と
ま
た
形
を
変

	

□
□
へ
る
た
め
に
鎖
を
引
く
。
＊ 5

こ
れ
は
□
□
□
□
□
□

	

良
秀
。（
呻
く
や
う
に
）
う
ん
、
＊ 5 	

面
白
い
。
●
●
●
●	

〔
こ
こ
ま
で
三
五
【
三
七
】
枚
目
。〕

36
│	

＊ 1

毒
龍
の
顎
に
噛
ま
る
る	

〔
右
欄
外
に
書
き
込
み
。〕

	

□
□
の
嘴
に
か
け
ら
れ
た
＊ 1 	

陰
陽
師
の
姿
そ
つ
く
り

	

□
□
ぢ
や
。
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

	

□
□
寫
生
、
鎖
を
引
く
こ
と
前
と
同
じ
。
□
□
□
□
□

	

良
秀
。（
狂
喜
し
て
）
あ
れ
見
い
。
牛
頭
馬
頭
の
鋸さ
す

叉ま
た

	

□
□
に
髪
を
か
ら
ま
れ
て
、
蜘
蛛
の
や
う
に
手
足
を

	

□
□
縮
め
た
青
女
房
が
そ
こ
に
ゐ
る
ぞ
。
□
□
□
□

	

□
□
良
秀
が
夢
中
に
な
つ
て
良
信
の
さ
ま
ざ
ま
な
姿

	

□
□
を
寫
生
し
て
ゐ
る
う
ち
に
、
部
屋
の
隅
に
置
い
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□
□
て
あ
る
壺
の
中
か
ら
、
ま
る
で
黒
い
油
が
流
れ

	

□
□
出
す
や
う
に
、
一
匹
の
蛇
が
這
ひ
出
し
て
来
て
、

	

□
□
鎖
の
喰
ひ
込
ん
だ
良
信
の
頸
へ
そ
の
舌
の
先
を

	
□
□
觸
れ
や
う
と
す
る
。
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

	
良
信
。（
び
つ
く
り
し
て
起
き
上
が
る
）
あ
あ
、
蛇
が
。

	

□
□
お
師
匠
様
。
蛇
が
ま
ゐ
り
ま
し
た
、
蛇
が
ま
ゐ

	

□
□
り
ま
し
た
。
□
□
□
□
□
□
□
□
＊ 3

突
□
□
□　

	

□
□
良
秀
＊ 2	

さ
す
が
に
ぎ
よ
つ
と
し
た
が
、
咄
＊ 3 	

嗟
に
身

	

　
　
　
　
＊ 2

も　
　
　
＊ 5

を	

〔
行
間
書
き
込
み
。〕

	

□
□
を
か
が
□
め
＊ 4 	

●
蛇
●
＊ 5 	

吊
り
下
げ
る
。
□
□
□
□

	

良
秀
。（
忌
々
し
さ
＊ 4

尾
を
摑
ん
で
う
に
）
不
届
き
も
の

	

□
□
め
が
。
お
の
れ
ゆ
ゑ
に
あ
つ
た
ら
惜
し
い
一
筆

	

□
□
を
、
遂
に
描
き
損
じ
て
し
ま
ふ
た
ぞ
。
折
角
の	

〔
こ
こ
ま
で
三
六
【
三
八
】
枚
目
。〕

37
│	

□
□
と
こ
ろ
へ
這
ひ
出
し
居
つ
て
、
不
埒
な
や
つ
、

	

□
□
す
つ
込
ん
で
居
れ
。
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

	

□
□
良
秀
は
そ
の
ま
ま
蛇
を
隅
の
壺
の
中
に
抛
り
込

	

□
□
ん
だ
が
、
す
つ
か
り
感
興
を
失
つ
て
し
ま
つ
た

	

□
□
様
子
。
夢
か
ら
覚
め
た
も
の
の
や
う
に
、
冷
た
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□
□
い
顔
付
で
良
信
の
鎖
を
解
い
て
や
る
。
□
□
□

	

良
秀
。（
空
洞
の
や
う
な
聲
音
で
）
御
苦
労
で
あ
つ
た
。

	

良
信
。（
手
足
を
さ
す
り
な
が
ら
）
お
師
匠
様
。
お
役
に

	
□
□
立
ち
ま
し
た
か
。
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

	
良
秀
。（
不
機
嫌
に
）
立
た
う
が
立
つ
ま
い
が
よ
い
で
は

	

□
□
な
い
か
。（
寫
生
し
た
紙
を
拾
ひ
集
め
な
が
ら
）
□

	

□
□
殿
上
人

─
─
生
受
領

─
念
佛
僧

─
陰

	

□
□
陽　

師　

─
青
女
房

─
─
ま
だ
足
ら
ぬ
わ
。

	

□
□
毒
龍
の
顎あ
ぎ
と

に
噛
ま
る
る
女
の
童

─
高
足
駄

	

□
□
を
穿
い
た
侍
学
生

─
そ
れ
に
大
事
な
の
は

	

□
□
昨
日
堀
川
の
大
殿
に
お
願
ひ
し
た
、
＊ 1 	

中 

空 

か

	

□
□
ら
宙
に
舞
ふ
て
落
ち
て
来
る
、	

〔
＊ 1 	

へ
の
挿
入
部
分
、
一
七
～
一
八
行
目
の
行
末
六
マ
ス
分
を

	

□
□
檳
榔
毛
の
牛
車
ぢ
や
。
火
焔
□	

使
用
し
、
書
き
込
み
。〕

	

□
□
に
包
ま
れ
た
簾 

の 

中
に
は
、
女
御
更
衣
と
も

	

□
□
見
ま
が
ふ
ば
か
り
●
、
綺
●
＊ 2	

び
や
か
に
装
つ
た
女　
　

	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊ 2

羅	

〔
左
欄
外
に
書
き
込
み
。
こ
こ
ま
で
三
七
【
三
九
】
枚
目
。〕

38
│	

□
□
房
が
、
丈
の
黒
髪
を
な
び
か
せ
て
、
悶
え
苦
し

	

□
□
ん
で
ゐ
る
姿
が
見
え
る
。
は
〻
〻
〻
〻
。
□
□
□

＊ 1
地
獄
の
風
に

吹
き
上
げ
ら
れ
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□
□
良
秀
は
う
つ
と
り
と
地
獄
繪
を
目
に
浮
べ
な
が

	

□
□
ら
凄
惨
に
笑
ふ
。
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

	

□
□
そ
こ
へ
恰
も
そ
の
笑
ひ
聲
に
誘
は
れ
た
や
う
に
、

	
□
□
●
屏
風
の
蔭
か
ら
＊ 1 	

一
羽
の
耳
木
菟
が
飛
び
出
し

	
□
□
て
来
る
。
□
□
□
□
＊ 1

猫
の
や
う
な
形
を
し
た
□
□

	

良
信
。（
驚
い
て
叫
ぶ
）
あ
あ
、
お
師
匠
様
。
異
様
な

	

□
□
鳥
が
飛
ん
で
ま
ゐ
り
ま
し
た
。
□
あ
れ
、
あ
の

	

□
□
や
う
に
ぐ
る
ぐ
る
と
部
屋
の
中
を
飛
び
廻
つ
て

	

□
□
居
り
ま
す
。
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

	

良
秀
。
う
ん
、
あ
れ
も
こ
の
地
獄
変
の
屏
風
の
中
に

	

□
□
描
か
ね
ば
な
ら
ぬ
鳥
な
の
ぢ
や
。
□
□
□
□
□

	

良
信
。（
気
味
悪
げ
に
）
一
体
何
と
云
ふ
鳥
で
ご
ざ
い

	

□
□
ま
せ
う
。
わ
た
く
し
は
つ
い
ぞ
ま
だ
見
た
こ
と

	

□
□
が
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
。
□
□
□
□
□
□
□
□
□

	

良
秀
。（
嘲
笑
ふ
や
う
に
）
な
に
、
見
た
こ
と
が
な
い
。
都

	

□
□
育
ち
の
人
間
は
そ
れ
だ
か
ら
困
る
。
こ
れ
は
二

	

□
□
三
日
前
に
鞍
馬
の
猟
師
が
わ
し
に
呉
れ
た
、
耳

	

□
□
木
菟
と
云
ふ
鳥
な
の
ぢ
や
。
唯
こ
ん
な
に
馴
れ	
〔
こ
こ
ま
で
三
八
【
四
〇
】
枚
目
。〕



吉井勇脚色、「地獄変」台本翻刻113

39
│	

□
□
て
ゐ
る
の
は
澤
山
は
あ
る
ま
い
。
□
□
□
□
□

	

□
□
良
秀
が
微
か
に
口
笛
を
吹
く
と
、
耳
木
菟
は
直
ぐ

	

□
□
に
飛
び
下
り
て
来
て
そ
の
手
に
留
ま
る
。
□
□

	
良
秀
。（
鳥
の
背
を
撫
で
な
が
ら
）
よ
し
、
よ
し
、
賢
い
鳥

	
□
□
ぢ
や
。（
思
ふ
と
こ
ろ
あ
り
げ
に
冷
た
く
笑
つ
て
）
そ
れ
、

	

□
□
よ
い
か
。
首
尾
よ
く
勤
め
た
ら
餌
を
や
る
ぞ
。

	

□
□
良
秀
が
合
図
を
す
る
や
う
に
、
＊ 1 	

背
中
を
叩
く
と
、

	

□
□
耳
木
菟
は
急
に
飛
び
立
つ
て
、 

＊ 1

軽
く 

＊ 2	

良
信
の
顔

	

□
□
を
突
き
に
懸
か
る
。
□
□
□
□
□
□	

〔
九
・
一
〇
行
目
行
末
四
マ
ス
～
下
欄
外
に
か
け
て
書
き
込
み
。〕

	

良
信
。
あ
れ
、
何
を
す
る
の
だ
。
お
師
匠

	

□
□
様
。
助
け
て
下
さ
い
ま
し
。
助
け
て
下
さ
い
ま

	

□
□
し
。
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

	

　
　

 　
＊ 3

が　
　
＊ 4

叫
び	

〔
行
間
書
き
込
み
。〕

	

□
□
良
信
●
＊ 3 	

さ
う
い
ひ
＊ 4 	

な
が
ら
、
立
つ
て
は
防
ぎ
、

	

□
□
座
つ
て
は
逐
ひ
、
部
屋
の
中
を
あ
ち
ら
こ
ち
ら

	

□
□
と
逃
げ
廻
る
姿
を
、
良
秀
は
ま
た
紙
と
筆
と
を

	

□
□
取
り
上
げ
て
一
心
に
寫
す
。
□
□
□
□
□
□
□

	

良
秀
。（
ほ
ほ
笑
み
な
が
ら
）
う
ん
、
面
白
い
形
ぢ
や
。

＊ 2
鋭
い
啼
き
聲

を
立
て
な
が
ら
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□
□
か
う
し
て
じ
つ
と
寫
し
て
ゐ
る
と
、
猿
酒
の
饐

	

□
□
え
た
や
う
な
地
獄
の
匂
ひ
が
、
何
處
か
ら
と
も

	

□
□
な
く
流
れ
て
来
る
。
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□	

〔
こ
こ
ま
で
三
九
【
四
一
】
枚
目
。〕

40
│	
□
□
良
秀
が
冷
然
と
寫
生
を
し
て
ゐ
る
間
、
良
信
と

	
□
□
耳
木
菟
は
部
屋
の
中
を
逐
ひ
つ
逐
は
れ
つ
走
り

	

□
□
廻
る
。
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

	

良
信
。（
叫
ぶ
）
お
師
匠
様
。
お
師
匠
様
。
ど
う
か
助

	

□
□
け
て
下
さ
い
ま
し
。
あ
あ
、
怖
ろ
し
い
。
か
う

	

□
□
し
て
ゐ
る
う
ち
に
は
わ
た
く
し
は
、
こ
の
怪
し

	

□
□
い
鳥
の
た
め
に
突
つ●

き
殺
さ
れ
て
し
ま
ひ
ま
す
。

	

　
　
＊ 1

あ
あ
、	

〔
行
間
書
き
込
み
。〕

	

□
□
●
●
●
●
＊ 1 	

痛
い
。
畜
生
。
何
を
す
る
の
だ
。
も
う	

〔
行
末
一
字
、
下
欄
外
に
書
き
込
み
。〕

	

□
□
そ
の
ま
ま
に
は
し
て
置
か
ぬ
ぞ
。
□
□
□
□
□

	

□
□
良
信
は
両
袖
で
鳥
の
嘴
を
防
ぎ
な
か
ら
走
り
廻

	

□
□
つ
て
ゐ
る
う
ち
に
、
結
燈
臺
を
蹴
倒
し
て
し
ま

	

□
□
ふ
。
部
屋
の
中
は
眞
つ
闇
に
な
つ
て
、
耳
木
菟

	

□
□
の
羽
音
ば
か
り
が
気
味
悪
く
聴
こ
え
る
。
□
□

	

良
秀
。（
あ
わ
た
だ
し
げ
に
立
ち
上
つ
た
気
勢
）
秀
起
、
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□
□
秀
起
。
弟
子
ど
も
は
居
ら
ぬ
か
。
急
い
で
●
＊ 2	

	

□
□
を
持
つ
て
ま
ゐ
れ
。
灯
ぢ
や
、
灯
ぢ
や
。
□
＊ 2

灯

	

□
□
間
も
な
く
秀
起
を
先
き
に
弟
子
達
二
人
、
各
灯

	
□
□
を
手
に
持
つ
て
、
急
い
で
部
屋
に
入
つ
て
来
る
。

	
秀
起
。
お
師
匠
様
。
如
何
な
さ
れ
ま
し
た
。
□
□
□

	

良
秀
。
わ
し
は
如
何
も
致
さ
ぬ
が
、
良
信
は
如
何
し	

〔
こ
こ
ま
で
四
〇
【
四
二
】
枚
目
。〕

41
│	

　
＊ 1

わ
し
の
今	

〔
右
欄
外
に
書
き
込
み
。〕

	

□
□
て
ゐ
る
。
＊ 1 	

寫
し
た
紙
を
見
失
ふ
た
●の

が
心
か（
マ
マ
）が

	

秀
起
り
ぢ
や
。
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

	

□
□
良
秀
は
●
そ
こ
に
気
を
失
つ
て
倒
れ
て
ゐ
る
良

	

□
□
信
の
方
は
見
向
き
も
し
ず
に
、
一
し
よ
う
懸
命

	

□
□
に
今
描
き
棄
て
た
紙
を
拾
ひ
集
め
て
ゐ
る
。
□

	

秀
起
。
お
お
、
良
信
ど
の
が
気
を
失
ふ
て
倒
れ
て
ゐ

	

□
□
る
。
お
お
、
床
も
疊
も
一
面
に
油
だ
ら
け
ぢ
や
。

	

□
□
秀
起
は
＊ 2	

良
信
を
抱
き
起
す
。
□
□
□
□
□
□
□

	

秀
起
。
良
信
□
＊ 2

油
の
流
れ
た
上
に
倒
れ
て
ゐ
る
ど
の
、
良
信

	

□
□
ど
の
。
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

	

良
信
。（
や
つ
と
気
付
い
て
）
あ
あ
、
秀
起
か
。
あ
の
怪
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□
□
し
い
鳥
は
如
何
致
し
た
。
□
□
□
□
□
□
□
□

	

秀
起
。
怪
し
い
鳥
と
云
ふ
と
。
□
□
□
□
□
□
□
□

	

良
信
。
何
で
も
二
三
日
前
に
鞍
馬
の
猟
師
が
持
つ
て

	
□
□
来
た
と
云
ふ
耳
木
菟
と
云
ふ
鳥
ぢ
や
。
□
□
□

	
□
□
良
信
は
脅
え
た
や
う
に
四
辺
を
見
廻
し
て
ゐ
た

	

□
□
が
、
そ
の
う
ち
脅
え
た
＊ 3 	

聲
を
立
て
る
。
□
□
□

	

良
信
。
あ
つ
、
あ
す
＊ 3

驚
い
て
こ
に
ゐ
る
、
あ
す
こ
に

	

□
□
ゐ
る
。
首
か
ら
翼
へ
か
け
て
、
あ
の
黒
い
蛇
が
、

	

□
□
＊ 4 	

き
り
き
り
巻
き
に
し
て
の
た
う
つ
て
ゐ
る
。
あ

	

　
　
＊ 4

す
つ
か
り	

〔
左
欄
外
書
き
込
み
削
除
。こ
こ
ま
で
四
一【
四
三
】枚
目
。〕

42
│	

＊ 1
秀
起
。
お
お
、
成
程
、
怖
ろ
し
い
。
怪
し
い
鳥
を
黒
い
蛇
が
。

	

〔
右
欄
外
に
書
き
込
み
。〕

	

□
□
あ
、
怖
ろ
し
い
。
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

	

＊ 1 		

〔
行
間
に
挿
入
指
示
。〕

	

□
□
良
秀
は
そ
の
前
か
ら
こ
れ
を
見
付
け
て
、
夢
中

	

□
□
に
な
つ
て
寫
し
て
ゐ
た
が
、
腹
立
た
し●

げ
に
弟

	

□
□
子
達
に
向
つ
て
叫
ぶ
。
□
□
□
□
□
□
□
□
□

	

良
秀
。
え
え
、
う
る
さ
い
。
＊ 2	

黙
つ
て
居
ら
ぬ
か
。
地

	

□
□
獄
変
の
屏
風
の
＊ 2

折
角
一●

心
に
寫
し
て
居
る
の
に
、
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□
□
中
に
は
、
な
く
て
は
な
ら
ぬ
よ
い
得
物
ぢ
や
。

	

□
□
は
〻
〻
〻
〻
。
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

	

□
□
良
秀
も
の
凄
じ
く
笑
ふ
。
弟
子
達
は
怖
ろ
し

	
□
□
さ
う
に
蛇
に
巻
か
れ
た
耳
木
菟
の
方
を
眺
め
る
。	

〔
こ
こ
ま
で
四
二【
四
四
】枚
目
。以
下
一
一
行
以
降
白
紙
。〕

43
│	
□
□
□
□
下
の
巻
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□	

〔
二
行
取
り
で
巻
名
記
載
。
一
・
二
行
目
の
行
間
に
位
置
。〕

	

□
□
□
□
□
□
そ
の
一
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□	

〔
二
行
取
り
で
記
載
、
三
・
四
行
目
の
行
間
に
位
置
。〕

	

□
□
「
雪
消
（
マ
マ
）

の
御

」
と
呼
ば
れ
て
ゐ
る
洛
外
の
山
荘
。	

〔
五
行
目
。〕

	

□
□
荒
れ
果
＊ 1 	

た
る
庭
。
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

	

□
□
月
の
な
＊ 1

て 
い
暗
い
夜
。
遣
水
の
音
。
五
位
鷺
の
聲
。	

〔
行
末
、
下
欄
外
に
か
か
る
。〕

	

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

	

□
□
四
辺
を
警
め
る
や
う
な
様
子
で
、
惟
清
と
貞
光

	

□
□
と
が
、
松
明
を
手
に
し
な
が
ら
彳
ん
で
ゐ
る
。

	

惟
清
。
い
よ
い
よ
怖
ろ
し
い
夜
が
来
た
の
う
。
第
一

	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊ 2

し
て	

〔
行
間
、
書
き
込
み
。〕

	

□
□
こ
の
雪
消
の
御

と
云
ふ
と
こ
ろ
か
ら
か
ら
＊ 2	

稀	

〔
＊ 3 	
へ
の
挿
入
部
分
、一
三
～
二
〇
行
目
の
下
欄
外
に
書
き
込
み
。〕

	

□
□
有
な● 

と
こ
ろ
ぢ
や
。
夜
な
夜
な
怪
し
い
緋
の
袴
が
＊ 3 	 
＊ 3
地
に
も
付
か
ず
に
廊
下
を
歩
む
と
云
ふ
取
沙
汰
も
あ
る　
　
　
　

	

貞
光
。
は
〻
〻
〻
〻
、
＊ 4 	

何
が
怖
ろ
し
い
。
こ
と
が
あ
る
。	
〔
＊ 4 	
へ
の
挿
入
部
分
、一
一
～
一
三
行
目
の
上
欄
外
に
書
き
込
み
。〕

	

□
□
た
か
が
檳
榔
毛
の
車
を
焼
き
棄
て
る
だ
け
の
こ　
　
　
　
　
　
　

＊4
何
を
他
愛
も

な
い
。
＊ a
今
夜

＊ a
そ
れ
に
又

の
こ
と
と
て
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□
□
と
で
は
な
い
か
。
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□　
　
　
　
　
　
　
　
　

	

惟
清
。
い
や
、
い
や
、
そ
な
た
は
ま
だ
知
ら
ぬ
の
ぢ　
　
　
　
　
　
　
　
　

	

□
□
や
。
あ
の
車
に
は
さ
る
女
房
が
乗
せ
ら
れ
て
ゐ　
　
　
　
　
　
　
　
　

	
□
□
て
、
車
と
も
ど
も
焼
き
殺
さ
る
る
と
云
ふ
こ
と　
　
　
　
　
　
　
　
　

	
□
□
ぢ
や
。
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□	

〔
こ
こ
ま
で
四
三
【
四
五
】
枚
目
。〕　　
　

44
│	

貞
光
。
そ
れ
と
て
も
わ
し
の
目
か
ら
見
れ
ば
、
ま
る

	

□
□
で
戯
れ
ご
と
の
や
う
な
こ
と
。
先
年
陸
奥
の
戦

	

□
□
ひ
に
餓
え
て
、
人
の
肉
し
し
む
ら

を
食く
ら

つ
て
以
来
、
鹿
の

	

□
□
生
角
さ
へ
裂
く
や
う
に
な
つ
た
、
こ
の
わ
し
が

	

□
こ
こ
に
控
へ
て
ゐ
る
上
は
、
ま
あ
落
ち
着
い
て
ゐ

	

□
□
る
が
い
い
。
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

	

惟
清
。
い
や
、
い
や
、
中
々
落
ち
着
い
て
は
ゐ
ら
れ

	

□
□
ぬ
。
そ
な
た
は
如
何
に
強つ
は

者も
の

で
も
、
力
ば
か
り

	

□
□
で
は
防
げ
ぬ
こ
と
が
、
こ
の
世
の
中
に
は
い
く

	

□
□
ら
も
あ
る
。
と
か
く
の
噂
の
あ
る
雪
消
の
御

	

□
□
も
、
今
夜
の
や
う
な
こ
と
が
あ
つ
て
か
ら
は
、　

	

□
□
い
よ
い
よ
怖
ろ
し
い
と
こ●

ろ
と
な
ら
う
。
□
□

	

貞
光
。（
嘲
笑
ふ
や
う
に
）
そ
な●

た
も
陸
奥
の
戦
ひ
に
出
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□
□
た
時
に
は
、
あ
つ
ぱ
れ
強
弓
を
引
い
た
武も
の

士の
ふ

で

	

□
□
は
な
い
か
。
如
何
か
に
年
老
い
た
と
は
云
へ
、

	

□
□
そ
れ
で
は
あ
ま
り
に
情
な
い
ぞ
。
□
□
□
□
□

	
惟
清
。
何
と
云
は
れ
て
も
今
夜
の
こ
と
は
、
□
わ
し
に

	
□
□
は
怖
ろ
し
う
て
な
ら
ぬ
の
ぢ
や
。
お
お
、
＊ 1 	

五
位　
　

	

□
□
鷺
の
聲
ま
で
が
、
今
夜
何
と
な
く
不	

〔
＊ 1 	
へ
の
挿
入
部
分
、一
九・二
〇
行
目
の
行
末
三
マ
ス
を
使
用
し
、書
き
込
み
。〕

	

□
□
気
味
に
聴
こ
え
る
。（
縁
の
方
を
見
て
）	

〔
こ
こ
ま
で
四
四
【
四
六
】
枚
目
。〕

45
│	

貞
光
。
何
を
そ
の
や
う
に
脅
え
て
ゐ
る
の
ぢ
や
。
大
殿　
　
　
　

	

□
□
様
が
お
出
ま
し
の
や
う
ぢ
や
。
□
□
□
□
□
□

	

□
□
二
人
は
縁
先
の
方
へ
ゆ
く
。
□
□
□
□
□
□
□

	

□
□
近
侍
の
も
の
大
殿
油
に
火
を
點
す
。
そ
れ
と
殆

	

□
□
ん
ど
同
時
位
に
、
大
殿
は
近
侍
の
者
五
六
人
を

	

□
□
従
へ
て
出
で
、
縁
に
近
い
円
座
の
上
に
胡
座
を

	

□
□
か
く
。
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

	

大
殿
。
用
意
が
よ
く
ば
、
車
を
庭
先
へ
引
き
据
ゑ
い
。

	

□
□
そ
れ
に
應
ず
る
仕
丁
等
の
聲
同
音
に
聴
こ
え
、

	

□
□
や
が
て
牛
を
附
け
ず
、
轅
の
黒
い
、
金
物
の
黄

	

□
□
金
の
き
ら
き
ら
と
光
る
檳
榔
毛
の
車
が
、
大
勢
＊ 1 	

＊ 1
空
を
鳴

き
過
ぎ
る

者
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□
□
簾
を
重
く
垂
ら
し
た
ま
ま
、
大
勢
の
仕
丁
＊ 1

青
い

	

□
□
等
の
手
で
引
き
出
さ
れ
て
来
る
。
□
□
□
□
□

	

□
□
庭
は
仕
丁
等
の
手
に
持
つ
松
明
の
光
で
、
お
ぼ

	
□
□
ろ
げ
な
が
ら
明
る
く
な
る
。
□
□
□
□
□
□
□

	
大
殿
。
良
秀
は
如
何
致
し
た
。
申
付
け
置
い
た
る
通

	

□
□
り
、
良
秀
に
は
、
そ
の
＊ 2	

庭
先
に
、
か
ね
て
設
け

	

□
□
の
円
座
を
與
へ
□
＊ 2

車
に
近
い
い
。
□
□
□
□

	

□
□
良
秀
は
良
信
を● 

従
へ
て
出
づ
。
大
殿
と
は
眞

	

□
□
向
ひ
の
と
こ
ろ
に
蹲
る
。
□
□
□
□
□
□
□
□	

〔
こ
こ
ま
で
四
五
【
四
七
】
枚
目
。〕

46
│	

大
殿
。
お
お
、
良
秀
、
ま
ゐ
つ
た
か
。
今
宵
は
そ
の

	

□
□
方
の
望
み
通
り
、
車
に
火
を
か
け
て
見
せ
て
遣

	

□
□
は
さ
う
。
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

	

良
秀
。
忝
な
う
存
じ
ま
す
。
□
□
□
□
□
□
□
□
□

	

大
殿
。
よ
う
見
い
。
そ
れ
は
予
が
日
頃
乗
る
車
ぢ
や
。

	

□
□
予
は
そ
の
車
に
こ
れ
か
ら
火
を
か
け
て
、
目
の

	

□
□
あ
た
り
炎
熱
地
獄
を
現
ぜ
さ
せ
る
つ
も
り
ぢ
や

	

□
□
が
、
そ
の
中
に
は
罪
人
の
女
房
が
一
人
、
＊ 1 	

縛
め

	

□
□
た
ま
ま
乗
せ
て
あ
る
。
さ
れ
ば
車
に
火
＊ 1

堅
く
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□
□
を
か
け
た
ら
、
必
定
そ
の
女
め
は
、
肉
を
焼
き

	

□
□
骨
を
焦
し
て
、
四
苦
八
苦
の
い
た
ま
し
い
最
期

	

□
□
を
遂
げ
る
で
あ
ら
う
。
そ
の
方
が
＊ 2	

屏
風
を
仕
上

	
□
□
ぐ
る
に
は
、
ま
た
と
な
い
よ
い
手
＊ 2

地
獄
変
の

	
□
□
本
ぢ
や
。（
聲
を
励
ま
し
て
）
良
秀
。
雪
の
や

	

□
□
う
に
白
い
肌
が
、
紅
蓮
の
炎
に
燃
え
爛
れ
る
の

	

□
□
を
、
ゆ
め
見
遁
し
て
は
な
ら
ぬ
ぞ
よ
。
風
に
煽

	

□
□
ら
れ
て
乱
る
る
黒
髪
が
、
火
の
粉
と
な
つ
て
＊ 3 	

舞

	

□
□
ひ
上
る
さ
ま
も
、
眼
を
見
張
つ
て
よ
＊ 3

と
も
に
う

	

□
□
見
て
置
け
。
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

	

良
秀
。（
無
言
の
ま
ま
う
な
づ
く
）
□
□
□
□
□
□
□	

〔
こ
こ
ま
で
四
六
【
四
八
】
枚
目
。〕

47
│	

　
　
　
　
　
　
　
　
＊ 1

ま
た
と
な
い	

〔
右
欄
外
に
書
き
込
み
。〕

	

大
殿
。
末
代
ま
で
も
＊ 1 	

な
い
観
物
ぢ
や
。
予
も
こ
こ
で

	

□
□
見
物
致
す
ぞ
。（
縁
先
に
向
つ
て
）
惟
清
。
貞
光
。

	

□
□
簾
を
揚
げ
て
良
秀
に
、 

中
の
女
を
見
せ
て

	

□
□
遣
は
せ
。
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

	

□
□
惟
清
は
そ
の
ま
ま
動
か
ず
に
ゐ
る
の
で
、
貞
光

	

□
□
一
人
立
ち
上
が
つ
て
、
車
に
近
付
き
、
仕
丁
に
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□
□
吩
咐
け
て
簾
を
上
げ
さ
せ
る
。
□
□
□
□
□
□

	

貞
光
。
良
秀
ど
の
。
よ
う
見
ら
れ
い
。
□
□
□
□
□

	

□
□
仕
丁
の
持
つ
松
明
の
光
は
、
ひ
と
し
き
り
赤
く

	
□
□
揺
ぎ
な
が
ら
、
車
の
中
を
鮮
や
か
に
照
ら
し● 

出

	
□
□
す
。
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

	

□
□
繍ぬ
い

の
あ
る
櫻
の
唐
衣
、
す
べ
ら
か
し
の
黒
髪
、

	

□
□
う
ち
か
た
む
い
た
黄
金
の
釵
子
、
身
装
こ
そ● 

違

＊ 3

良
信
。
お
お
、	

□
□
へ
、
鎖
に
縛
め
ら
れ
た
車
の
中
の
女
房
は
、
ま	

〔
＊ 3 	

へ
の
挿
入
部
分
、
一
四
行
目
上
欄
外
に
書
き
込
み
。〕

	

□
□
さ
し
く
良
秀
の
娘
の
夕
月
で
あ
る
。
□
□
□
□

	

　
　
　
＊ 2

悲
痛
な	

〔
行
間
書
き
込
み
。〕

	

良
秀
。（
思
は
ず
＊ 2	

聲
を
立
て
て
叫
ぶ
）
お
お
、
娘
。
□

	

□
□
良
秀
は
飛
び
立
つ
や
う
に
立
ち
上
が
つ
て
、
□
思

	

□
□
は
ず
車
の
方
へ
走
り
寄
ら
う
と
す
る
。
□
□
□

	

＊ 3 		

〔
＊ 3 	

、
一
八
・
一
九
行
目
の
行
間
に
挿
入
指
示
。〕

	

貞
光
。（
そ
れ
を
遮
つ
て
）
こ
れ
、
何
を
す
る
の
ぢ
や
。

	

□
□
大
殿
の
御
前
で
無
禮
で
あ
ら
う
ぞ
。
□
□
□
□	

〔
こ
こ
ま
で
四
七
【
四
九
】
枚
目
。〕

48
│	

良
秀
。
ぢ
や
と
申
し
て
見
す
見
す
娘
を
。
□
□
□
□

	

貞
光
。
え
え
、
何
を
騒
ぐ
。
扣
へ
て
居
れ
。
□
□
□
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良
秀
。
良
秀
は
貞
光
の
強
力
に
押
し
隔
て
ら
れ
て
、

	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊ 1

そ
こ
に
へ
た
へ
た
と	

〔
行
間
書
き
込
み
。
末
尾
三
文
字
下
欄
外
に
か
か
る
。〕

	

□
□
□
ま
る
で
失
神
し
た
も
の
の
や
う
に
、
元
の
座
＊ 1 		

〔
＊ 2	

へ
の
挿
入
部
分
、
三
・
四
行
目
上
欄
外
に
書
き
込
み
。〕

	
□
□
□
に
戻
つ
て
、
崩
折
れ
て
し
ま
ふ
。
□
□
□
□
□

	
＊ 2	 	

〔
行
間
、
＊ 2	

挿
入
指
示
。〕

	

大
殿
。（
冥
官
の
や
う
な
凄
じ
い
聲
音
で
）
火
を
か
け
い
。

	

□
□
仕
丁
等
は
そ
の
聲
＊ 3

を
聴
く
と
、
同
音
に
「
お
う
」
と

	

□
□
云
ふ
聲
を
闇
に
＊ 3

言
葉
響
か
せ
な
が
ら
、
各
手
に

	

□
□
持
つ
た
松
明
を
車
に
向
つ
て
投
げ
付
け
る
。
車

	

□
□
は
忽
ち
炎
々
と
燃
え
上
が
る
。
□
□
□
□
□
□

	

□
□
庇
に
つ
い
た
紫
の
流
蘇
が
、
煽
ら
れ
た
や
う
に

	

□
□
さ
つ
と
靡
く
と
、
白
い
煙
が
渦
を
巻
い
て
、
簾
、

	

□
□
袖
、
棟
の
金
物
な
ど
を
包
む
。
火
の
粉
が
雨
の

	

□
□
や
う
に
舞
ひ
上
が
つ
て
、
焔
は
め
ら
め
ら
と
袖

	

□
□
格
＊ 4 	

に
搦
み
な
が
ら
、
夜
の
空
高
く
立
ち
騰
つ
て

	

□
□
ゆ
＊ 4

子
く
。
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

	

□
□
良
秀
は
再
び
立
ち
上
が
つ
た
が
、
今
度
は
唯
食

	

□
□
ひ
入
る● 

や
う
な
眼
差
で
、
じ
つ
と
車
の
方
を
見

＊2
良
信
。

良
信
介
抱
す
る
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□
□
詰
め
て
ゐ
る
ば
か
り
、
身
動
き
も
し
な
い
。
大

	

□
□
き
く
見
開
い
た
目
、
引
き
歪
め
た
脣
、
＊ 5 	

震
へ
て

	
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊ 5

絶
え
ず	

〔
左
欄
外
書
き
込
み
。
こ
こ
ま
で
四
八
【
五
〇
】
枚
目
。〕

49
│	
□
□
ゐ
る
頰
の
肉
、
そ
の
顔
に
は
心
の
中
を
往
来
す

	
□
□
る
、
驚
き
、
恐
れ
、
悲
し
み
な
ど
が
、
見
る
も

	

□
□
い
た
ま
し
い
位
ま
ざ
ま
ざ
と
現
は
れ
て
ゐ
る
。

	

大
殿
。（
思
は
ず
呻
き
な
が
ら
譫
言
の
や
う
に
）
良
秀
。

	

□
□
見
遁
し
て
は
な
ら
ぬ
ぞ
よ
。
目
を
見
張
つ
て
よ

	

□
□
う
見
て
置
け
。
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

	

□
□
し
か
し
良
秀
は
さ
う
云
ふ
言
葉
は
耳
に
も
入
ら

	

　
　
　
　
　
＊ 1

で	

〔
行
間
書
き
込
み
。〕

	

□
□
ぬ
様
子
＊ 1 	

、
焔
の
中
か
ら
浮
き
上
つ
て
見
え
る
、

	

□
□
髪
を
口
に
噛
み
な
が
ら
、
縛
の
鎖
も
切
れ
る
ば

	

□
□
か
り
、
身
悶
え
を
し
て
ゐ
る
娘
の
姿
を
、
じ
つ

	

□
□
と
一
心
に
見
詰
め
て
ゐ
る
。
□
□
□
□
□
□
□

	

□
□
さ
う
す
る
と
こ
の
時
、
何
處
か
ら
と
も
な
く
良

	

□
□
秀
と
呼
ば
れ
て
ゐ
た
猿
が
、
黒
い
鞠
の
や
う
に

	

□
□
現
は
れ
た
か
と
思
ふ
と
、
火
の
燃
え
さ
か
つ
て
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□
□
ゐ
る
車
の
中
へ
一
文
字
＊ 2	

に
飛
び
込
む
。
□
□
□

	

大
殿
。
お
お
、
猿
が
＊ 2

ま
つ
し
ぐ
ら
来
を
つ
た
な
。
□
□

	

惟
清
。
お
お
、
猿
ぢ
や
、
猿
ぢ
や
、
可
哀
さ
う
に
。

	
□
□
無
言
で
ゐ
た
み
ん
な
の
間
に
、「
猿
だ
、
猿
だ
」
と

	
□
□
云
ふ
咡
き
が
ざ
わ
ざ
わ
と
起
る
。
□
□
□
□
□

	

□
□
猿
は
焼
け
落
ち
る
袖
格
子
の
火
の
粉
を
浴
び
な	

〔
こ
こ
ま
で
四
九
【
五
一
】
枚
目
。〕　

50
│	

□
□
が
ら
、
の
け
反
つ
た
娘
の
肩
に
抱
き
付
き
、
帛

	

□
□
を
裂
く
や
う
な
鋭
い
啼
き
聲
を
、
二
聲
三
聲
悲

	

□
□
し
さ
う
に
立
て
る
。
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

	

□
□
そ
の
瞬
間
、
娘
ぱ
つ
と
舞
ひ
上
が
つ
た
黒
煙
の

	

□
□
中
に
娘
の
姿
も
猿
の
姿
も
押
し
隠
さ
れ
て
、
庭

	

□
□
に
は
唯
猛
火
に
包
ま
れ
た
一
輛
の
車
が
、
凄
ま	

〔
＊ 1 	
へ
の
挿
入
部
分
、
七
行
目
行
末
二
マ
ス
～
一
〇
行
目
の
下
欄
外
に
か
け
て
書
き
込
み
。〕

	

□
□
じ
い
音
を
立
て
て
燃
え
て
ゐ
る
ば
か
り
。
＊ 1

地
獄
の
責
苦
に
悩
ん
で
ゐ
た
や
う
な
、

	

□
□
し
か
も
こ
の
時
に
は
良
秀
の
顔
か
ら
は
、
＊ 1 	

さ
つ　
　

	

□
□
き
の
悲
痛
な
表
情
は
す● 

つ
か
り
消
え
、
恍
惚
と　
　
　

	

□
□
し
た
法
悦
の
輝
き
が
、
満
面
に
明
る
く
現
は
れ　
　
　

	

□
□
て
ゐ
る
。
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□　
　
　

	

大
殿
。
大
殿
は
そ
れ
に
引
き
か
へ
、
顔
の
色
も
青
ざ
め　
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□
□
て
、
膝
を
し
つ
か
り
摑
み
な
が
ら
、
渇
い
た
や

	

□
□
う
に
喘
ぎ
つ
づ
け
て
ゐ
る
。
＊ 2

燃
え
□
□
＊ 3

焼
□
□

	

大
殿
。（
堪
へ
ら
れ
な
い
や
う
に
）
焼
け
＊ 2	

い
、
焼
＊ 3 	

け
い
、

	
□
□
地
獄
の
業
火
さ
な
が
ら
の
焔
ぢ
や
。
牛
頭
馬
頭

	
□
□
の
姿
さ
へ
ま
さ
ま
ざ
と
見
ゆ● 

る
心
地
が
致
す
ぞ
。

	

□
□
良
秀
。
そ
な
た
の
望
み
通
り
車
も
焼
い
た
。
い

	

□
□
や
、
い
や
、
車
ば
か
り
で
は
な
い
、
そ
な
た
の
望

	

□
□
み
通
り
女
房
も
焼
い
た
。（
も
の
狂
ほ
し
げ
に
笑
）	

〔
こ
こ
ま
で
五
〇
【
五
二
】
枚
目
。〕

51
│	

□
□
ふ
）
は
〻
〻
〻
〻
、
燃
え
る
わ
、
燃
え
る
わ
。
さ

	

□
□
な
が
ら
車
は
火
の
柱
ぢ
や
。
良
秀
。
見
遁
す

	

□
□
な
。
よ
う
見
て
置
け
。
＊ 1

は
ま
る
で
＊ 2

れ
ず
□
□
□

	

□
□
良
秀
は
そ
の
言
葉
な
ど
＊ 1 	

耳
に
入
ら
ぬ
様
子
で
＊ 2	

、
□

	

□
□
む
し
ろ
厳
●
か
に
さ
へ
見
え
る
や
う
な
恍
惚
と

	

□
□
し
た
顔
付
で
、
じ
つ
と
火
焔
の
色
の
美
し
さ
に

	

□
□
見
惚
れ
て
ゐ
る
。
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

	

□
□
横
川
の
僧
都
庭
先
の
闇
の
中
か
ら
現
は
れ
る
。

	

僧
都
。（
溜
＊ 3 	

息
を
し
て
）
あ
あ
、
も
う
何
も
か
も
終
つ

	

□
□
た
後
＊ 3

歎
だ
つ
た
の
か
。
□
□
□
□
□
□
□
□
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□
□
僧
都
は
猶
燃
え
て
ゐ
る
車
の
方
に
向
つ
て
合

	

□
□
掌 

し 

な
が
ら
、
低
い
聲
で
経
を 

誦 

し
は
じ

	

□
□
め
る
。
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

	
□
□
良
秀
が
夢
見
る
や
う
な
眼
差
で
、
ふ
ら
ふ
ら
と

	
□
□
車
の
方
へ
近
付
か
う
と
す
る
の
を
、
良
信
が
無

	

□
□
言
の
ま
ま
引
き
留
め
る
。
良
秀
は
恍
惚
と
し
て

	

□
□
指
先
で
画
を
描
く
や
う
な
形
を
す
る
。
□
□
□

	

□
□
数
知
れ
ぬ
怪
鳥
の
＊ 4 	

聲
が
し
た
か
と
思
ふ
と
直
ぐ

	

□
□
に
止
む
。
□
□
□
＊ 4

啼
き
□
□
□
□
□
□
□
□

	

□
□
後
に
は
唯
横
川
の
僧
都
の
誦
経
の
聲
。
□
□	

〔
こ
こ
ま
で
五
一
【
五
三
】
枚
目
。〕　

52
│	

□
□
□
□
□
□
そ
の　

二
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□	

〔
一
・
二
行
目
の
行
間
に
位
置
。
二
行
取
り
。〕

	

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□	

〔
三
行
目
。〕

	

□
□
堀
川
の
邸
。
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

	

□
□
對
屋
の
一
部
。
勾
欄
、
妻
戸
な
ど
。
夕
方
。

	

□
□
□
□
□
□
□
＊ 1

に　
＊ 2

置
疊
を
し
た
＊ 3

つ
□
□
□
□
□　
　

	

□
□
几
帳
の
あ
な
た
＊ 1 	

大
殿
の
＊ 2	

褥
が
あ
る
＊ 3 	

て
、
そ
こ
に

	

□
□
大
殿
が
病
臥
し
て
ゐ
る
の
だ
け
れ
ど
も
、
こ
ち

　
　
　
　
　

	

□
□
ら
か
ら
は
見
え
ず
。
□
＊ 5

修
法
祈
祷
□
□
□
□
□
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＊ 4

奥
の
方
に	

〔
行
間
書
き
込
み
。〕

	

□
□
＊ 4 	

護
摩
壇
が
あ
つ
て
加
持
＊ 5 	

の
僧
達
が
そ
の
前
に
座

	

□
□
つ
て
ゐ
る
姿
が
見
え
る
。
□
□
□
□
□
□
□
□

	
□
□
狹
霧
、
螢
火
、
眞
菰
の
三
人
の
女
房
。
□
□
□

	
狹
霧
。
＊ 6 	

殿
様
の
お
悩
み
に
は
、
如
何
な
る
加
持
祈
祷

	

□
□
□
＊ 6

大
も
、
あ
ん
ま
り
●
験げ
ん

が
見
え
な
い
や
う
で

	

□
□
す
ね
。
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

	

螢
火
。
丁
度
も
う
こ
れ
で
一
月
あ
ま
り
に
な
り
ま
す

	

□
□
け
れ
ど
も
、
い
つ
も
夕
方
に
な
り
ま
す
と
あ
の

	

□
□
や
う
に
、
咽
喉
の
渇
い
た
獸
の
や
う
な
、
呻
き
聲

	

□
□
を
立
て
て
お
苦
し
み
に
な
り
ま
す
。
□
□
□
□

	

眞
菰
。
そ
れ
と
云
ふ
の
も
夕
月
ど
の
を
、
生
き
な
が	

〔
こ
こ
ま
で
五
二
【
五
四
】
枚
目
。〕　

53
│	

□
□
ら
の
焦
熱
地
獄
、
無
残
に
焼
き
殺
し
た
祟
り
だ

	

□
□
な
ど
と
、
誰
の
口
か
ら
洩
れ
た
も
の
か
、
世
間

	

□
□
で
は
噂
を
し
て
ゐ
る
さ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
。
□

	

狹
霧
。
ほ
ん
と
に
さ● 

う
云
ふ
噂
と
云
ふ
も
の
は
、
案

	

□
□
外
早
く
傳
は
る
も
の
、
わ
た
く
し
の
聴
き
ま
し

	

□
□
た
と
こ
ろ
で
は
、
そ
れ
と
云
ふ
の
も
叶
は
ぬ
恋
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□
□
の
恨
み
＊ 1 	

な
ど
と
云
ふ
取
沙
汰
を
、
ま
こ
と
し
や

	

□
□
か
に
致
＊ 1

だ
し
て
居
り
ま
し
た
。
□
□
□
□
□

	

螢
火
。
し
か
し
大
殿
様
が
良
秀
罪
の
な
い
夕
月
ど
の

	
□
□
を
、
あ
あ
し
て
無
残
に
お
焼
き
殺
し
に
な
る
の

	
□
□
の
（
マ
マ
）に

は
、
何
か
深
い
仔
細
が
あ
る
の
だ
と
、
わ　
　
　
　
　
　

	

□
□
た
く
し
に
は
考
へ
ら
れ
ま
す
け
れ
ど
。
□
□
□

	

眞
菰
。
そ
れ
が
は
つ
き
り
分
ら
ぬ
だ
け
に
、
世
上
で

	

□
□
致
す
噂
も
と
り
ど
り
、
大
殿
様
を
か
ば

　

ふ
も
の
は
、	

〔「
か
ば
ふ
」
の
箇
所
、
一
マ
ス
空
白
、
ル
ビ
の
み
。〕

	

□
□
車
を
焼
き
人
を
殺
し
て
ま
で
も
、
屏
風
の
画
を

	

□
□
描
か
う
と
す
る
繪
師
根
性
の
曲
よ
こ
し
ま

な
の
を
、
懲
ら
す

	

□
□
お
つ
も
り
だ
つ
た
の
に
違
ひ
な
い
と
申
し● 

て
居

	

□
□
り
ま
す
が
、
こ
れ
も
わ
た
く
し
に
は
信
じ
ら
れ

	

□
□
ま
せ
ん
。
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊ 2

そ
れ	

〔
行
間
書
き
込
み
。〕

	

狹
霧
。
し
か
し
ど
な
た
だ
か
大
殿
様
が
、
●
●
＊ 2	

と
同	

〔
網
掛
け
部
分
の
濁
点
、稿
者
が
補
っ
た
。〕〔
こ
こ
ま
で
五
三【
五
五
】枚
目
。〕

54
│	

□
□
じ
や
う
な
こ
と
を
、
お
口
づ
か
ら
云
つ
て
お
ゐ

	

□
□
で
に
な
つ
た
の
を
、
伺
つ
た
こ
と
が
あ
る
と
申

	

□
□
し
て
居
り
ま
し
た
。
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
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螢
火
。
そ
れ
な
ら
ば
大
殿
様
の
●
思
し
召
し
は
、
最

	

□
□
初
か
ら
夕
月
ど
の
を
焼
き
殺
す
お
つ
も
り
で
は

	

□
□
な
か
つ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
せ
う
か
。
□
□
□
□

	
眞
菰
。
し
か
し
大
き
な
聲
で
は
申
さ
れ
ま
せ
ん●

が
、

	
□
□
大
殿
様
が
夕
月
ど
の
に
心
を
寄
せ
て
お
ゐ
で
に

	

□
□
な
つ
た
こ
と
は
、
＊ 1 	

わ
た
く
し
が
よ
う
知
つ
て
居

	

□
□
り
ま
す
。
現
在
わ
＊ 1

誰
よ
り
も
た
く
し
は
或
る
夜

	

□
□
更
け
に
、
＊ 2	

廊
下
の
曲
り
角
、
＊ 3 	

池
水
の
白
い
の
が

	

□
□
見
え
と
□
＊ 2

丁
度
こ
ろ
で
、
＊ 3

夜
目
に
も
夕
月
ど
の	

〔
網
掛
け
部
分
、「
見
え
る
と
こ
ろ
で
」の「
る
」の
脱
落
か
。〕

	

□
□
に
無
體
な
こ
と
を
挑
ん
で
お
ゐ
で
に
な
る
大
殿

	

□
□
様
の
姿
を
、
不
図
垣
間
見
た
こ
と
が
ご
ざ
い
ま

	

□
□
す
。
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

	

狹
霧
。
あ
の
猿
も
可
哀
さ
う
に
、
一
緒
に
焼
き
殺
さ

	

□
□
れ
た
さ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
ね
。
□
□
□
□
□
□

	

螢
火
。
何
處
を
如
何
し
て
あ
の
洛
外
の
雪
消
の
御

	

□
□
ま
で
忍
ん
で
往
つ
た
か
、
獸
な
か
ら
も
い
ぢ
ら

	

□
□
し
い
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。
□
□
□
□
□
□	
〔
こ
こ
ま
で
五
四
【
五
六
】
枚
目
。〕　

55
│	

　
　
　

 

＊ 1

話
に
聴
い
た
だ
け
で　
　
　
＊ 2

い
。	
〔
右
欄
外
に
書
き
込
み
。〕
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眞
菰
。
話
に
聴
い
た
だ
け
で
＊ 1 	

も
怖
ろ
し
さ
に
＊ 2	

こ
の
や

	

□
□
う
な
こ
と
に
な
つ
た
の
も
、
み
ん
な
あ
の
地
獄

	

□
□
変
の
屏
風
か
ら
。
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

	
　
　
　
　
＊ 3

が	

〔
行
間
書
き
込
み
。〕

	
□
□
若
殿
＊ 3 	

心
配
さ
う
な
顔
付
に
て
出
づ
。
□
□
□
□

	

若
殿
。
父
上
の
お
ん
悩
み
は
ど
ん
な
工
合
ぢ
や
。
□

	

狹
霧
、
は
い
、
や
は
り
夕
方
に
な
り
ま
す
と
、
悶
え

	

□
□
苦
し
ん
で
お
悩
み
に
な
り
ま
す
。
□
□
□
□
□

	

若
殿
。
さ
う
か
。
日
も
夜
も
護
摩
の
火
を
焚
い
て
、

	

□
□
修ず

法ほ
ふ

し
つ
づ
け
る
加
持
祈
祷
も
、
い
ま
だ
に
験

	

□
□
が
な
い
と
見
え
る
な
。
□
□
□
□
□
□
□
□
□

	

螢
火
。
も
う
一
月
あ
ま
り
に
な
り
ま
す
の
に
、
お
ん

	

□
□
悩
み
の
御
様
子
は
、
少
し
も
お
変
り
に
な
り
ま

	

□
□
せ
ん
。
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

	

若
殿
。
世
上
で
い
ろ
い
ろ
取
沙
汰
を
致
し
て
居
る
と

	

□
□
云
ふ
こ
と
だ
が
、
早
く
御
平
癒
に
な
ら
な
い
と
、

	

□
□
＊ 4 	

噂
は
＊ 5 	

ひ
ろ
ま
つ
て
ゆ
く
ば
か
り
だ
ら
う
。
困
つ

	

□
□
＊ 4

怪
し
い
□
□
だ
ん
だ
ん
＊ 5

日
毎
夜
毎
に
、た
こ
と
に
な
つ
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□
□
た
も
の
だ
。
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

	

□
□
近
侍
の
者
出
づ
。
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

	

近
侍
。
横
川
の
僧
都
様
が
お
ゐ
で
に
な
り
ま
し
た
。	

〔
こ
こ
ま
で
五
五
【
五
七
】
枚
目
。〕

56
│	
　
　
　
　
　
　
＊ 1

女
房
達
は
几
帳
の
あ
な
た
に
入
る
。	

〔
右
欄
外
下
方
に
二
行
に
亘
り
書
き
込
み
。〕

	
大
殿
。
丁
度
よ
い
。
直
ぐ
に
こ
ち
ら
に
お
通
し
申
せ
。

	

□
□
近
侍
去
る
。
＊ 1 	

間
も
な
く
横
川
の
僧
都
出
づ
。
□

	

若
殿
。
あ
あ
、
阿
闍
梨
様
に
は
よ
う
こ
そ
お
訪
ね
下

	

□
□
さ
い
ま
し
た
。
さ
あ
、
ど
う
ぞ
こ
ち
ら
へ
。
□

	

僧
都
。
御
免
下
さ
れ
。
若
殿
に
も
さ
ぞ
か
し
御
心
配

	

□
□
な
こ
と
で
ご
ざ
ら●

う
。
□
□
□
□
□
□
□
□
□

	

若
殿
。
は
い
、
何
分
う
る
さ
い
は
世
上
の
取
沙
汰
、

	

□
□
そ
れ
ゆ
え
一
層
心
が
か
り
に
存
ぜ
ら
れ
ま
す
。

	

僧
都
。
不
思
議
や
こ
の
度
の
大
殿
の
お
ん
悩
み
に
は
、

	

□
□
如
何
な
る
加
持
祈
祷
も
そ
の
験
な
く
、
法
力
も

	

□
□
今
を
限
り
か
と
見
え
申
す
。
僧
尼
検
校
の
役
を

	

□
□
勤
む
る
わ
れ
が
身
に
取
つ
て
、
こ
れ
程
あ
さ
ま

	

□
□
し
く
無
念
の
思
ひ
を
致
し
た
こ
と
は
、
い
ま
だ

	

□
□
嘗
て
ご
ざ
り
ま
せ
ぬ
。
□
□
□
□
□
□
□
□
□
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若
殿
。
何
か
生
靈
と
か
死
靈
と
か
申
す
や
う
な
、
怖

	

□
□
ろ
し
い
も
の
の
怪
が
憑
い
て
ゐ
る
の
で
ご
ざ
い

	

□
□
ま
す
か
。
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

	
僧
都
。
さ
あ
、
そ
れ
に
は
い
さ
さ
か
思
ひ
當
る
こ
と

	
□
□
も
ご
ざ
い
ま
す
が
、
わ
た
く
し
の
口
か
ら
は
は

	

□
□
つ
き
り
そ
れ
と
は
申
し
上
げ
ら
れ
ま
せ
ぬ
。
□	

〔
こ
こ
ま
で
五
六
【
五
八
】
枚
目
。〕　

57
│	

若
殿
。
そ
れ
で
は
や
は
り
世
間
で
噂
を
致
す
通
り
。

	

僧
都
。
い
や
、
よ
し
な
き
世
上
の
噂
な
ど
は
、
心
に

	

□
□
お
懸
け
に
な
ら
ぬ
が
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。
な
あ

	

□
□
に
如
何
な
る
＊ 1 	

魔
障
●
な
り
と
も
、
や
が
て
は
不

	

□
□
断
の
法
＊ 1

に
執
念
き
□
力
の
た
め
に
、
調
伏
せ
ら	

〔
＊ 2	
へ
の
挿
入
部
分
、五
行
目
、上
欄
外
～
行
頭
二
マ
ス
分
に
か
け
て
書
き
込
み
。〕

　
　

	

□
□
る
る
＊ 2	

で
ご
ざ
い
ま
せ
う
。
今
日
よ
り
は
一
層
修

	

□
□
法
を
厳
か
に
、
加
持
祈
祷
を
續
け
さ
せ
ま
せ
う
。

	

若
殿
。
今
は
唯
法
力
の
み
が
賴
み
で
ご
ざ
い
ま
す
。

	

□
□
ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
願
ひ
致
し
ま
す
。
□
□
□

	

□
□
近（
貞
光
）侍

出
づ
。
□
□
□
□
□
□
□
□
＊ 5

逐
つ
拂
ひ
ま
せ
う
か
。
〔
下
欄
外
に
か
け
て
書
き
込
み
、
削
除
。〕　　
　

	

＊ 3

貞
光　
＊ 4

あ
あ
、
若
殿
。	
〔
行
間
書
き
込
み
。〕　　

	

近
侍
＊ 3 	

。
＊ 4 	

良
秀
ど
の
が
見
え
ら
れ
ま
し
た
。
＊ 5 	

か
ね
て
お

＊2
に
極
つ
て

　

居
り
ま
す
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□
□
吩
咐
の
地
獄
変
の
屏
風
が
、
や
つ
と
出
来
致
し

	

□
□
た
ゆ
ゑ
、
持
参
致
し
た
と
い
ふ
御
口
上
に
ご
ざ

	

□
□
り
ま
す
。
＊ 6

良
秀
が
ま
ゐ
つ
た
と
な
。
□
□
□
□

	
若
殿
。
な
に
、
地
獄
変
の
屏
風
が
出
来
致
し
た
。
＊ 6 	

□

	
近
侍
＊ 7 	

。
は
い
、
＊ 8 	

か
ね
て
お
吩
咐
の
地
獄
変
の
屏
風
が
、

	

＊ 7

貞
光
□
□
＊ 8

そ
れ
に
か
う
云
ふ
塲
合
も

は
ず
、
や
つ
と

	

□
□
出
来
致
し
た
ゆ
ゑ
、
持
参
致
し
た
と
申
し
て
居

	

□
□
上
て
居
り
ま
す
。
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

	

若
殿
。
な
に
、
地
＊ 9 	

変
の
屏
風
出
来
、
持
参
致
し
た
と

	

　
　
　
　
　
　
　
＊ 9

獄	

〔
左
欄
外
に
書
き
込
み
。〕〔
こ
こ
ま
で
五
七【
五
九
】枚
目
。〕

58
│	

□
□
申
し
て
居
る
の
か
。
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

	

貞
光
。
は
い
。
如
何
致
し
ま
せ
う
。
持
ち
皈
る
や
う

	

□
□
に
申
し
ま
せ
う
か
。
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

	

若
殿
。（
思
案
し
て
ゐ
る
）
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

	

貞
光
。
何
と
云
つ
て
も
大
殿
の
こ● 

の
度
の
お
悩
み
の

	

□
□
因
は
と
云
●
へ
ば
、
□
あ
の
地
獄
変
の
屏
風
で
ご

	

□
□
ざ
い
ま
す
。
そ
れ
が
出
来
致
し
た
か
ら
と
云
つ

	

□
□
て
、
か
う
云
ふ
お
取
込
の
最
中
に
、
持
込
ん
で
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□
□
来
る
大
だ
わ
け
、
追
つ
拂
つ
て
し
ま
ひ
ま
せ
う
。

	

□
□
貞
光
立
ち
上
ら
う
と
す
る
の
を
僧
都
留
め
る
。

	

僧●

都
。
い
や
、
待
た
れ
い
＊ 1 	

。
い● 

さ
さ
か
思
ふ
と
こ
ろ

	
□
□
も
＊ 2	
あ
れ
ば
、
地
獄
□
＊ 1（
若
殿
に
）変
の
屏
風
持
参

	
□
□
□
＊ 2

ご
ざ
い
ま
す
の
ま
ま
、
良
秀
を
こ
こ
へ
お
通
し

	

□
□
に
な
つ
た
ら
如
何
で
ご
ざ
い
ま
す
。
□
□
□
□

	

若
殿
。
阿
闍
梨
様
が
さ
う
云
は
れ
る
な
ら
ば
、
何
の

	

□
□
異
存
も
ご
ざ
り
ま
せ
ぬ
。（
貞
光
に
向
ひ
て
）
今
横

	

□
□
川
の
僧
都
様
の
云
は
る
る
通
り
だ
か
ら
、

は

	

□
□
ず
こ
こ
へ
通
し
た
が
い
い
。
□
□
□
□
□
□
□

	

貞
光
。
そ
れ
で
も
あ
の
地
獄
変
の
屏
風
な
ど
を
。
□

	

若
殿
。
ま
あ
、
よ
い
か
ら
お
通
し
＊ 3 	

が
よ
い
。
□
□
□

	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊ 3

た	

〔
左
欄
外
に
書
き
込
み
。〕〔
こ
こ
ま
で
五
八【
六
〇
】枚
目
。〕

59
│		



　
　
〔
右
欄
外
下
方
か
ら
一
行
目
行
末
二
マ
ス
分
に
か
け
て
書
き
込
み
。〕

	

□
□
貞
光
不
承
不
承
に
去
る
。
□
□
□
□
□
□

	

□
□
間
も
な
く
貞
光
に
案
内
さ
れ
て
、
□
良
秀
は
＊ 1 	

ひ
ど

	

□
□
く
明
る
く● 

輝
や
か
し
い
＊ 2	

顔
付
を
し
て
出
て
来
る
。

	

□
□
そ
の
後
か
ら
＊ 3 	

秀
＊ 2

い
た
起
と
が
、
出
来
上
つ
た

＊ 1
こ
れ
ま
で
見
ら
れ
な

か
つ
た
や
う
な
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□
□
地
獄
変
の
＊ 3

良
信
と
屏
風
を
運
び
な
が
ら
従
ふ
。

	

貞
光
。
＊ 4 	

召
し
連
れ
ま
し
た
。
□
□
□
□
□
□
□
□
□　
　
　
　

	

□
□
□
＊ 4

良
秀
ど
の
を
□
貞
光
去
る
。
□
＊ 6

そ
の
后
□
□

	
良
秀
。（
蹲
＊ 5 	

ま
つ
て
）
大
殿
様
の
お
悩
み
は
＊ 6 	

如
何
で
ご
ざ

	
□
□
い
ま
＊ 5

畏
せ
う
や
。
良
秀
も
案
じ
て
は
居
り
ま

	

□
□
し
た
が
、
こ
の
お
ん
悩
み
を
平
癒
さ
せ
る
も
の

	

□
□
は
、
ひ
と
へ
に
藝
の
力
の
み
と
信
じ
ま
し
て
、

	

□
□
ひ
た
す
ら
画
に
の
み
精
進
致
し
、
今
日
ま
で
一

	

□
□
心
不
乱
、
魂
籠
め
て
屏
風
＊ 7 	

の
み
向
つ
て
ゐ
た
の

	

□
□
で
ご
ざ
い
ま
す
。
お
吩
咐
＊ 7

に
け
の
地
獄
変
の

	

□
□
屏
風
、
か
く
出
来
致
し
ま
し
た
上
は
、
も
は
や

	

□
□
御
平
癒
は
瞬
く
う
ち
で
ご
ざ
い
ま
す
。
□
□
□

	

貞
光
。
何
を
馬
鹿
な
。
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

	

良
信
。
な
に
。
何
が
馬
鹿
な
の
だ
。
□
□
□
□
□
□

	

貞
光
。
屏
風
が
出
来
た
か
ら
御
病
気
平
癒
な
ど
と
は

	

□
□
馬
鹿
々
々
し
い
に
も
程
が
あ
る
わ
。
□
□
□
□	

〔
こ
こ
ま
で
五
九
【
六
一
】
枚
目
。〕　　

60
│	

秀
起
＊ 1

良
信	
〔
右
欄
外
に
二
行
に
亘
り
書
き
込
み
。〕

	

良
信
＊ 1 	

。
お
の
れ
そ
の
や
う
な
こ
と
を
云
つ
て
、
お
師
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□
□
匠
様
の
描
か
れ
た
屏
風
に
け
ち
を
附
け
る
気
か
。

	

貞● 

光
。
け
ち
を● 

附
け
る
の
で
は
な
い
。
ほ
ん
と
の
こ

	

□
□
と
を
云
つ
て
ゐ
る
の
だ
。
□
□
□
□
□
□
＊ 2

鎮

	
若
殿
。
こ
れ
、
こ
れ
、
何
を
云
ひ
爭
つ
て
ゐ
る
。
●
＊ 2	

	
□
□
ま
ら
ま
ら
ぬ
か
。（
良
秀
に
向
つ
て
）
良
秀
。
そ

	

　
　
　
　
　
＊ 4

の
や
う
な	

〔
行
間
書
き
込
み
。〕

	

□
□
ち
は
＊ 3 	

今
申
し
た
＊ 4 	

こ
と
を
申
し
て
居
る
の
か
。
□

	

良
秀
。（
和
＊ 3

正
気
で
や
か
に
笑
つ
て
）
勿
論
正
気
で
申

	

□
□
し
て
居
り
ま
す
。
良 

秀 

如
何
に
画
道
に
魂
を

	

□
□
打● 

ち
込
み
ま
し
て
も
、
い
ま
だ
乱
心
は
致
し
ま

	

□
□
せ
ぬ
。（
護
摩
壇
の
方
を
見
て
）
若
殿
。
も
はう

や
加　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

	

□
□
持
祈
祷
を
お
止
め
さ● 

せ
に
な
つ● 
た
ら
如
何
で
ご

	

□
□
ざ
い
ま
す
。
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

	

若
殿
。
な
に
、
加
持
祈
祷
を
や
め
さ
せ
い
と
申
す
か
。

	

僧
都
。（
奮
然
と
し
て
）
●
●
。
こ
れ
は
聴
き
棄
て
に

	

□
□
な
ら
ぬ
言
葉
ぢ
や
。
良
秀
。
加
持
祈
祷
を
止
め

	

□
□
さ
せ
い
と
申
す
の
に
は
、
何
と
か
思
ふ
仔
細
＊ 4 	

あ

	

□
□
ら
う
。
先
づ
そ
れ
か
ら
聴
か
う
ぢ
や
＊ 5 	

な
い
＊ 4

が
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□
□
か
。
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
＊ 5

で
は
□
□
□
□

	

良
秀
。
い
や
、
別
に
深
い
仔
細
と
て
は
ご
ざ
り
ま
せ	

〔
こ
こ
ま
で
六
〇
【
六
二
】
枚
目
。〕　　
　

61
│	

□
□
ぬ
。
こ
の
地
獄
変
の
屏
風
出
来
致
し
ま
し
た
か

	
□
□
ら
に
は
、
大
殿
様
の
御
病
気
も
間
も
な
く
御
平

	
□
□
癒
に
な
り
ま
せ
う
か
ら
、
今
さ
ら
無
益
な
加
持

	

□
□
祈
祷
は
、
も
う
な
さ
ら
ず
と
も
よ
ろ
し
か
ら
う

	

□
□
と
、
存
じ
ま
し
た
ゆ
ゑ
お
止
め
な
さ
る
や
う
に
、

	

□
□
申
上
げ
た
だ
け
の
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
□
□

	

僧
都
。
相
変
ら
ず
の
増
上
慢
、
そ
れ
で
は
そ
ち
は
藝

	

□
□
の
力
の
方
が
法
の
力
よ
り
も
、
強
く
貴
い
と
思

	

□
□
ひ
居
る
の
か
。
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

	

良
秀
。
●
申
す
ま
で
も
な
い
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

	

□
□
佛
陀
の
昔
な
ら
ば
い
ざ
知
ら
ず
、
今
日
の
や
う

	

□
□
な
末
世
に
於
て
は
、
法
力
な
ど
は
賴
む
に
足
●
＊ 4

日
夜	

〔
下
欄
外
に
書
き
込
み
。〕

　
　
　
　

＊ 1

り
ま
せ
ん
。●
＊ 1 	

□
現
に
嚴
か
な
＊ 2

□
護
摩
壇
を
し
つ
ら
へ
、
＊ 3 	
＊ 4 	

加　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

	

　
　
　
　
　
　
　
　
＊ 2

も
の
も
の
し
く	

〔
行
間
書
き
込
み
。〕

	

□
□
持
祈
祷
を
致
す
と
い
へ
ど
□
＊ 3

修
法
の
僧
も
数
多
く
、	
〔
書
き
込
み
、
下
欄
外
に
か
か
る
。〕

	

□
□
も
、
い
さ
さ
か
の
験
も
見
え
な
い
で
は
ご
ざ
い



吉井勇脚色、「地獄変」台本翻刻139

	

□
□
ま
せ
ん
か
。
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

	

僧
都
。（
無
言
）
そ
れ
と
云
ふ
の
が
大お 

殿
様
の
お
悩
み

	

□
□
が
、
あ
ま
り
に
深
い
罪
障
か
ら
来
て
ゐ
る
ゆ
ゑ

	
□
□
ぢ
や
。
そ
れ
も
そ
の
方
が
怖
ろ
し
い
＊ 5

望
み
致
し

	
□
□
た
か
ら
の
こ
と
ぢ
や
ぞ
。
□
□
＊ 5
こ
と
を
、
殿
に
お	

〔
こ
こ
ま
で
六
一
【
六
三
】
枚
目
。〕　　

62
│	

良
秀
。（
冷
や
か
に
）
如
何
に
罪
障
が●

深
け
れ
ば
深
い
ほ

	

□
□
ど
、
法
力
の
験
は
い
よ
い
よ
あ
ら
た
か
に
現
は

	

□
□
れ
ね
ば
な
り
ま
せ
ぬ
。
そ
も
そ
も
護
摩
と
申
しす

	

□
□
ま
す
る
は
、
智
慧
の
火
を
以
て
煩
悩
の
薪
を
焼

	

□
□
き
、
眞
理
の
焔
を
以
て
魔
害
を
燃
や
し
盡
く
す

	

□
□
の
法
で
ご
ざ
い
ま
す
。
智
慧
に
曇
り
が
あ
り
、

	

□
□
眞
理
に● 

偽
り
が
あ
り
ま
す
れ
ば
、
如● 
何
し
て
煩

	

□
□
悩
を
焼
き
＊ 1 	

魔
害
を
除
く
こ
と
が
出
来
ま
せ
う
や
。

	

僧
都
。
そ
＊ 1

断
ち
れ
で
は
今
の
廣
言
の
や
う
に
、
そ
な

	

□
□
た
は
藝
の
力
に
依
つ
て
、
大
殿
様
の
お
悩
み
を

	

□
□
お
救
ひ
申
す
こ
と
が
出
来
る
と
信
じ
て
ゐ
る
の

	

□
□
か
。
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

	

良
秀
。
は
い
、
恐
れ
な
が
ら
信
じ
て
居
り
ま
す
。
□
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□
□
こ
の
時
几
帳
の
奥
か
ら
大
殿
の
聲
が
聴
こ
え
る
。

	

大
殿
の
聲
。
良
秀
が
ま
ゐ
つ
た
ら
し
い
が
、
＊ 2	

地
獄
変

	

□
□
の
屏
風
は
、
も
は
や
出
来
致
し
た
□　

	

〔
＊ 2
へ
の
挿
入
部
分
、
一
六
行
目
行
末
四
マ
ス
分
＋
一
文
字
下
欄
外
、

	
□
□
で
あ
ら
う
か
。
若
し
持
参
致
し
た
□　
　
　
　

 

も	

一
七
行
目
行
末
一
七
～
一
九
マ
ス
目
を
使
用
し
、
書
き
込
み
。〕

	
□
□
の
な
ら
ば
、
早
う
見
た
い
。

は
ぬ
か
ら
こ
ち

	

□
□
ら
に
運
び
入
れ
い
。
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

	

若
殿
。
●
若
殿
も
僧
都
も
そ
の
聲
を
聴
い
て
ひ
つ
く
＊ 3 	

	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊ 3

驚
く
。	

〔
左
欄
外
に
書
き
込
み
。〕〔
こ
こ
ま
で
六
二【
六
四
】枚
目
。〕

63
│	

若
殿
。
お
お
、
あ
れ
は
ま
さ
し
く
父
上
の
お
聲
ぢ
や
。

	

□
□
さ
き
ほ
ど
ま
で
お
ん
悩
み
の
褥
の
上
に
、
横
は

	

□
□
つ
て
、
お
ゐ
で
に
な
つ
た
と
も
思
は
れ
ぬ
ほ
ど
、

	

□
□
力
強
い
あ
の
聲
音
は
。
□
□
□
□
□
□
□
□
□

	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊ 1

れ	

〔
行
間
書
き
込
み
。〕

	

僧
都
。（
呟
く
や
う
に
切
れ
切
＊ 1 	

に
）。
法
力
の
限
り
を
盡
く

	

□
□
し
て
も
、
御
平
癒
に
な
ら
な
か
つ
た
●
大
殿
様

	

□
□
が
。（
間
。）
今
の
あ
の
聲
は
悩
み
あ
る
身
と
も

	

□
□
思
は
れ
ぬ
。（
護
摩
壇
の
方
を
見
て
）
護
摩
の
火

	

□
□
は
あ
の
や
う
に
も
の
凄
じ
く
燃
え
て
ゐ
る
の
に
。

＊ 2
か
ね
て
吩
咐
け

置
い
た
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□
□
（
間
。）
摺
り
合
は
す
珠
數
の
音
。
高
ら
か
に
□

	

□
□
讀
む
経
の 

聲 

。
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

	

若
殿
。（
近
侍
の
者
に
）
そ
れ
、
そ
の
屏
風
を
父
上
の

	
□
□
お
褥
近
く
運
び
入
れ
い
。
□
□
□
□
□
□
□
□

	
□
□
近
侍
の
人
達
は
屏
風
を
几
帳
の
蔭
に
運
び
込
む
。

	

□
□
間
も
な
く
大
殿
の
聲
が
聴
こ
え
て
来
る
。
□
□

	

大
殿
の
聲
。
お
お
、
思
ふ
に
ま
さ
つ
た
見
事
な
る
出

	

□
□
来
榮
ぢ
や
。
●
こ
こ
に
＊ 2	

●
●
の
は
十
王
を
始
め

	

□
□
眷
属
達
ぢ
や
な
。
あ
と
＊ 2

描
い
て
あ
る
の
は
一
面
の
＊ 3 	

大

	

□
□
紅
蓮
、
唐
め
い
た
冥
官
達
の
衣
裳
が
、
＊ 3

小
紅
蓮

	

□
□
点々
● 

と
黄
や
藍
を
綴
つ
て
ゐ
る
外
は
、
□
ど
こ
を	

〔
こ
こ
ま
で
六
三
【
六
五
】
枚
目
。〕

64
│	

□
□
見
て
も
唯
一
面
、
烈
々
と
し
た
火
焔
の
色
ぢ
や
。

	

□
□
（
間
。）
う
ん
、
素
晴
ら
し
い
絵
ぢ
や
、
見
事
な
出

	

□
□
来
ぢ
や
。
卍ま
ん
じ

の
や
う
に
墨
を
飛
ば
し
た
黒
煙
、

	

□
□
金
粉
を
飛
ば
し
た
や
う
な
煽
ら
れ
た
火
の
粉
、

	

□
□
業
火
に
焼
か
れ
て
苦
し
ん
で
ゐ
る
罪
人
も
、
さ

	

□
□
な
が
ら
阿
鼻
叫
喚
の
聲
を
立
て
る
か
と
ば
か
り

	

□
□
思
は
る
る
ぞ
。
多
く
の
罪
人
を
仔
細
に
見
れ
ば
、
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□
□
上
は
月
卿
雲
客
か
ら
、
下
は
乞
食
非
人
に
至
る

	

□
□
ま
で
、
よ
く
も
寫
し
よ
く
も
描
い
た
。
牛
頭
馬

	

□
□
頭
の
獄
卒
に
虐
ま
れ
て
、
大
風
に
吹
き
散
ら
さ

	
□
□
る
る
落
葉
の
や
う
に
、
＊ 1 	

八
方
へ
遁
げ
惑
つ
て
ゐ

	
□
□
る
罪
人
達
。（
間
）
お
＊ 1

四
方
お
、
多
く
の
亡
者

	

□
□
が
壘
々
と
五
体
を
貫
か
れ
て
ゐ
る
刀
樹
の
上
、

	

□
□
中
空
か
ら
落
ち
て
ゐ
る
一
輛
の
車
。（
間
）
悶

	

□
□
え
苦
し
ん● 
で
ゐ
る
女
房
の
姿
は
、
さ
な
が
ら
こ

	

□
□
の
繪
の
怖
ろ
し
さ
を
、
一
心
に
集
め
た
や
う
に

	

□
□
思
は
る
る
ぞ
。
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

	

　
　
　
　
　
　
　
　
＊ 2

几
帳	

〔
行
間
書
き
込
み
。〕

	

□
□
大
殿
は
狂
喜
し
て
●
●
＊ 2	

の
蔭
よ
り
現
は
れ
る
。

	

大
殿
、
良
秀
。
見
事
ぢ
や
、□
見
事
ぢ
や
、
こ
れ
で
こ

	

□
□
そ
あ
つ
ぱ
れ
本
朝
第
一
の
繪
師
ぢ
や
。
□
□
□　
　
　
〔
こ
こ
ま
で
六
四
【
六
六
】
枚
目
。〕　　
　

65
│	

＊ 1

僧
都
画
を
見
て
感
心
す
る
。　

	

〔
右
欄
外
に
書
き
込
み
。
一
行
目
の
前
に
挿
入
指
示
。〕

	

　
　
　
＊ 1 	

	

良
秀
。（
冷
や
か
に
落
ち
付
い
た
ま
ま
）
お
褒
め
に
あ
づ
か

	

□
□
り
ま
し
て
、
身
に
あ
ま
る
仕
合
せ
に
存
じ
ま
す
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□
□
る
。
さ
り
な
が
ら
、
●
殿
。
わ
た
く
し
は
こ
の
地

	

□
□
獄
変
の
屏
風
を
最
后
と
致
し
ま
し
て
、
再
び
繪

	

□
□
筆
は
取
ら
ぬ
覚
悟
で
ご
ざ
い
ま
す
。
い
や
、
絵

	
□
□
筆
を
取
ら
ぬ
ば
か
り
で
な
く
、
お
そ
ら
く
は
二

	
□
□
度
と
再
び
、
殿
に
お
目
通
り
致
し
ま
す
こ
と
も

	

□
□
ご
ざ
り
ま
す
ま
い
。（
沈
痛
に
）
つ
ま
り
は
わ
た

	

□
□
く
し
は
材
も
魂
も
＊ 2	

こ
の
地
獄
変
の
屏
風
＊ 3 	

に
打

	

□
□
ち
込
み
ま
し
た
。
＊ 2

打
ち
込
ん
だ
つ
ま
り
は
＊ 3

は
、

	

□
□
わ
た
く
し
が
こ
の
世
に
残
す
形
見
な
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

	

□
□
そ
れ
で
は
こ
れ
で
お
暇ひ
ま

を
致
し
ま
す
る
。
□
□
□

	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊ 5
思
●
●　

ひ
直
し
て	

〔
行
間
書
き
込
み
。〕　

	

大
殿
。
＊ 4 	

大
殿
は
引
き
留
め
や
う
と
し
た
が
止
め
る
。
＊ 5 	

じ
つ　
　
　

	

□
□
□
＊ 4

良
秀
は
静
か
に
一● 

禮
し
て
立
ち
上
が
る
。と
見
送

	

□
□
る
。
僧
都
は
そ
の
言
葉
の
意
味
を
察
し
て
、
立

	

□
□
ち
去
つ
て
ゆ
く
後
ろ
姿
に
向
つ
て
合
掌
す
る
。

	

□
□
護
摩
の
火
は
あ
か
あ
か
も
の
凄
じ
く
燃
え
、
僧

	

□
□
達
の
讀
経
の
聲
は
、
な
ほ
肅
や
か
に
つ
づ
い
て

	

□
□
ゐ
る
。
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
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□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□	

〔
こ
こ
ま
で
六
五
【
六
七
】
枚
目
。〕

注（
1
）『
京
都
女
子
大
学
通
信
』
一
一
四
号
（
二
〇
一
五
・
一
〇
・
一
）「
図
書
館
資
料
紹
介  

絵
と
歌
が
描
き
出
す
こ
の
世
の
地
獄
『
地
獄
変
絵
巻
』」

（
一
一
～
一
二
頁
）、
京
都
女
子
大
学
創
基
百
周
年
記
念
特
別
企
画
展
観
図
録
『
京
女
一
〇
〇
年
の
至
宝
』（
二
〇
二
〇
・
一
一
・
一
六
）「
地
獄

変
絵
巻
」（
三
九
頁
）
参
照
。

（
2
）『
地
獄
変
絵
巻
』
の
成
立
は
、
巻
末
に
「
地
獄
変
絵
巻
を
見
て
つ
く
れ
る
う
た
八
首 

洛
中
忘
吾
亭
に
て 

相
聞
歌
隠　

勇
」
と
あ
る
と
こ
ろ

か
ら
、
勇
が
京
都
市
内
に
居
住
し
た
期
間
（
昭
和
十
三
年
十
月
～
左
京
区
北
白
川
東
蔦
町
→
同
十
九
年
十
月
～
二
十
年
二
月
岡
崎
円
勝
寺
町
、

二
十
三
年
八
月
～
上
京
区
油
小
路
元
誓
願
寺
町
→
二
十
六
年
八
月
～
左
京
区
浄
土
寺
石
橋
町
）
の
う
ち
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
（『
定
本 

吉
井
勇

全
集
』
第
九
巻
〔
昭
和
五
四
・
一
一 
番
町
書
房
〕
所
収
年
譜
参
照
）。
吉
村
忠
夫
は
、
本
絵
巻
と
同
趣
の
作
品
を
外
に
も
残
し
て
お
り
、
福
岡
市

美
術
館
所
蔵
の
「
地
獄
変
」
の
制
作
年
が
昭
和
二
十
五
（
一
九
五
〇
）
年
（
同
美
術
館
Ｈ
Ｐ
所
載
、「
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」https://w

w
w

.fukuoka-
art-m

useum
.jp/archives/m

odern_arts/3449?title=&
nam

e=

％E5

％
90
％
89
％E6

％9D

％91&
year=1950&

genre=&
collection=

）、
吉

村
忠
夫
画
の
「
名
作
絵
物
語　

地
獄
変
」
は
雑
誌
『
苦
楽
』
第
四
巻
第
八
号
所
載
（
昭
和
二
十
四
年
八
月
発
行
）、
吉
村
の
没
年
な
ど
も
考

慮
す
る
と
、
こ
れ
ら
の
諸
作
と
同
時
期
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
吉
井
の
油
小
路
元
誓
願
寺
町
時
代
の
成
立
と
目
さ
れ
る
。

○
京
都
府
立
京
都
学
・
歴
彩
館
に
は
貴
重
な
資
料
の
閲
覧
・
翻
刻
並
び
に
画
像
掲
載
を
許
可
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
同
館
資
料
課
の
皆
様
に

た
い
へ
ん
御
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

○
原
稿
ノ
ン
ブ
ル
18
（
本
誌
89
頁
）
の
下
欄
外
の
書
き
込
み
部
分
の
内
、
二
箇
所
の
漢
字
の
判
読
に
あ
た
り
、
中
前
正
志
先
生
、
坂
本
信
道
先
生
、

中
西
俊
英
先
生
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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画像 １　（ノンブル１）表題・登場人物紹介

画像 2　（ノンブル２）登場人物紹介続き
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画像 3　（ノンブル 18）良秀と横川の僧都の地獄問答

画像 4　（ノンブル 65）最終場面


